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序 言

国立極地研究所は,極 地研究に関す る我が国の中核機関 として昭和48年g月

に創設されました.こ の研究所は全国の研究者の共同利用研究所であ り,そ れ

まで,主 に我が国の南極地域観測事業の主要な一・端を担っていた国立科学博物

館極地研究センターが発展的に改組されたものであって,他 の研究所 と同様に

通常の研究活動を行 うほか,全 国の大学その他の諸機関の研究者が,極 地観測

隊員として昭和基地をは じめ とする極地において極地観測に従事する場合の協

力業務を行 うとい う特色ある任務を有 しています.

本研究所には,共 同利用研究所 として,本 研究所の教官と所外の研究者の問

の共同研究制度が設けられていますので,所 外の研究者の協力をお願いすると

ともに,所 外の研究者もこの制度を活用されることを希望 します.ま た,本 研

究所に極地に関するデータ,標 本,図 書その他の諸資料を収集,整 備 して所外

の研究者の利用に供す る手筈をととのえつつあ ります.

国立極地研究所 として最初の活動報告たる年次要覧(昭 和48年 度 ・49年度)

をここに刊行 します.創 設後,あ ま り日時が経過 していないために,人 的に も

物的にもきわめて不十分な状態における活動であ り,決 して満足なものではあ

りませんが,と にか くも,そ の活動の概況を報告 して各位のご批判 と助言を求

め,今 後の研究所の活動の充実に資 したいと思います.

1昭和51年3月

国 立 極 地 研 究 所 長

永 田 武
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1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我 が国の国際地球観測年(IGY)参 加 の一環 と して,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は

現 所長の永田東大教授)が 南極 に向か って出発 して以来,南 極 地域 観測隊は,一 一時 期の中

断期間 を除い て,毎 年派遣 され,極 地 研究は着実に発展 してきた.そ の結 果,南 極地域観

測その他の極地研究の 中核 とな る機 関を設 置す る必要性 が南極 地域観測統合 推進本部,　EI

本 学術会議そ の他 の関 係者か ら強 く指 摘された.国 立科 学博物館 に極 地関係 の資料 室兼事

務室が設置 された のを皮切 りに,順 次 これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研 究 セ

ンターと発展的に改組 され てきた.し か し,そ の規 模 の拡大 と責任の増大に伴 い,極 地研

究 の中核機関 としては 国立 科学博 物館 の附 属機関 と しての立場 が必 ず しも最適 ではな くな

ったことや,大 学 との連 携を強 化す ることが望 ま しい こ と等の理由のため,昭 和48年9月

29日 に国立科 学博 物館 極地研究 センターが発展的 に改 組 され,国 立大学共 同利川機関 と し

ての国立 極地研究所が創設 された.

2.概 要

(1)主 な 任務

ア 研究活動

研究所本所 及び昭和 基地 その他 において極 地に関 する科学 の総合的 研究活動 を行 う.こ

れには,研 究 所の専任及び客員の教官に よるもののほか,所 内及び所 外の研究 者の共同研

究 と して行 われる ものがある、

イ 極地観測事業

所内及び所外の研究者 が極地にお いて観測,調 査,研 究に従 事 するこ とを種 々の形で 支

援 する.そ の代表 的な ものは,南 極 地域観 測統 合推進本部 の統 括 の下 で,昭 和基地 を中 心

とする南極地域に おい て実施 されている南極 地域観測事業 であるが,昭 和 基地 とは異 る南

極地域 で実施 されてい る国際共 同観 測につい ても同様 の業務 を行 っている・

ウ 極地に関する資料の収集,保 管,利 用

南極 地域観 測隊 が持 ち帰 った資料;そ の他様 々の方法で収集 される資料 及 びこれ らの資

料分析 のための共 同利川の施設設備 を所 内及 び所 外の研 究者の利 用に供 する・

1



工 大学院教育に対する協力

他の大学の大学院学生に対する教育について,協 力を行う.

(2)組

所

織

議会員議評

議会員議協営運一

長 次 長
(企画調整官)

一専 門 委 員 会

一南極地名委員会

一編 集 委 員 会

一極地観測 隊員

健康判定委員会一極地観測記録

作 成 委 員 会

一研 究 系一

一資 料 系一

一地球物理学 研究部門

※
一超高層物理学研究部門

一雪 氷 学 研 究 部 門

一生理生態学研究部門

※
一寒 地 工学研究部門

一生 物 系 資 料 部 門

一非生 物 系資料部門

一データ解析資料部門

※ 客員部門

太字は昭和49年度新設
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一管 理 部

一事 業 部

一庶

嚥 務 課=
一人

一総

一経

一会 計 課一 一 用

一施

一 企
一事 業 課一

一業

一 観測 協力室

図 書

務

事

務

理

度

設

画

務

一観測施設

室

係

係

係

係

係

係

係

係

昭 和 基 地

特 殊 職員
(観測隊員)



区 分 所長 !次長 隊鯛 網 艀 離 宮技官擁 員1雛1 計

昭和48年戌 ・1 ・!3(・)i・(・)!2い7121・1 2gl 57

昭和49年 度 ・! ・13(・)14(・)1512231 2gi 68(4)

()は 客 員 で,外 数 で あ る.

3



ll　研 究 活 動

1.概 観

当研究 所の前身た る国立科学博物館(極 地研 究 センター等)の 時期 は職 員が少なか った

こと等 の事情 のため,研 究者 も多 くの時間 を南極 地域観測事業に関す る業務に注 がざるを

得 ず,本 来 の意味 での研 究活 動に従事 することは,多 くなか った.国 立極地研究所 になっ

て からは,徐 々にではあ るが,研 究者 たる教官 も増加 し,極 地観測事業に関 する業務 を担

当する組 織 も整備 されつつ あるので,教 官 は,多 くの時間 を研究活動 に充 てるこ とが可能

1にな りつつある.し か し,そ れで も,か な りの比 率で 当研究所 の教官は極地へ派遣 され,

そのた めの準備作業 にか な りの時間 をさかなけれ ばな らないのが実情 であ る.教 官の増加

・に伴 い,当 研究所が関係 す る学問分野 も拡大 しつつあ る.

研 究内容 と しては,従 来か ら南極観測 隊に よって得 られた資料の解析は もとよ り,昭 和

基地 をは じめ とす る南極 の現地で の研究,国 際的規 模に よる南極での観測,実 験室 内で の

研究 な どが あげ られ る.こ れ らの研究活動 の成果については,以 下の項で述べ ること とす

る.

実験 室で の研究は,研 究所 の新 しい建物 が未 完成のため,ま だ活発 ではない が,昭 和52

年初頭 か らは建物の完成 と共に活発 になるこ とが 当然予想 され る.

以上は専任お よび客員 教官に よる研究活動 であるが,共 同研究員制度に よる他の大学等

の研 究者 との研究 も行われてい る.施 設等 がまだ十分に整備 されてい ないため,机 上作業

を主 と した研究 が多いが今後は施設等 の整備 に伴 って諸施設 を用いた研究 が盛 んに なるも

の と予想 され る.

2.一 般 研 究

一般研究 の研究課題 と担当教官

分野

超

高

層

物

研 究 課 題

地上及び衛星観測に基づく南半球極光活動の形

態学的研究

極域ULF電 磁波動の研究

担 当 教 官

氏 名 職 名

長

投

手

教

所

動

助

武

男

勝

威

田

沢

川

永

平

鮎

平 沢 威 男

鮎 川 勝

助 教 授

助 手
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理

学

気

象

水

象

学

固

態

地

球

科

学

一 一一　

昭和基地 におけ るロケ ッ ト観測 に よる極域擾乱

の研 究

永 田

平 沢

滝 沢

威

美代子

武

男

所 長

助 教 授

助 手

極 光の実時間記録に基 づ くオー ロラ動態 の解析
とその関連現象

小 口 高 客 員教 授

南極 におけ る日射収支 に関す る研究 川 口 貞 男 助 教 授

南極における大気混濁度に関する研究 川 口 貞 叫 助 教 授一

← 一

一

南極における赤外放射に関する研究
一一 一 －A一

川 ロ
ー 一

貞 り引 助 教 授
[

一 一ーー 一一 ー ー 一一

南大洋の海氷域の変動に関する研究

一 　 　 一

楠

川 口 貞

2こ一

男

教 授

助 教 授
__一_A-一_一_一 ー一

教 授

助 手

　 一 ー 一

南極氷床 の気象 ・雪氷 学的研究 楠

西 尾 文

宏

彦
一

南極の地震活動
一 ー 一 　 一

神 沼
　 　 　 一 一

克 伊

一 一

助 教 授
一_一 ー 一 一一一

南極大陸の地 ド構造
一 　 一 ー ー一 一 一一

神 沼

一1一 ーー 一

克

一 一 ー 一

伊 助 教 授
_一 ー一 一ー ー 一

氷震の研究 神 沼 克

　

{

伊1助
'

教 授
一 ーーーーー

イヲい 助 教 授マ クマー ド・サ ウン ド地域の地球物理学的研究 神 沼 克
　

大気中 エアー ロゾルの由来に関す る研究 中 」← 信 之 客員助教授
A-1〒一一

石油 ・天然 ガ スの生内 と付随水 の起源
一 一 ー 一一一 一ー 一一'

中 井

日;井

信 之

一 一　 1　 　 　 -

1客員助教授

藷甥 囎 鳳 纏 纏 湖の1戎医1と醐 多 信 之 客員助教授
一一一一

や ま と限石 の研 究 楠 宏 教 授

南極の陸 上生物の生理生態学的研究 松 川 達 郎

ノ＼こ1⊥1イi::プ 三|～

教

助

投

手

南極海の生態系に関する研究 !星 合 孝 男 助 教 授

極地設営の工学的研究 平 尾 収 客 員教 授

寒

地

工

学

積層複合材の超低温域における諸特性 上 村 晃 ミ客員助教授
一糠

材料に よる低激 化ガ ス貯)""tタンクの適1上 村

低温室の設計 村 山

上 村

晃

雅 美

晃

客員助教授

教 授

客員助教授

寒地(極 地)工 学 部門研 究計 画の策定 1村 山 雅 美 教 授

南極地域内陸氷 上中距離雪⊥車の開発研究 !村 山 雅 美 ピ 授

5



極報
地
調
査告

南極 観測 隊における海 氷上,大 陸氷床 上の

の問題

投

手

教助

助

望

啓

越

井

村

寺

投

技孜

孜

助

美

望

雅山

越

村

村

越冬小型飛行機の運用の問題 1村 越
望 助 教 授

(D超 高層物理学

ア 地上及び衛星観測に基づく南半球極光活動の形態学的研究

(担 当教 官)所 長 永 田 武,助 教 授 平 沢 威 男,助 手 鮎 川 勝

(研 究 要 旨)

ア メ リカ空 軍 の　DAPP極 軌 道 衛 星 に よ り得 られ た 極 光 写 真(auroral　 imagery　 data)

の うち 南 半 球 に お け る 観測 資 料 と昭 和 基 地 地 上 観 測 に お け る各 種 資 料 を比 較 解 析 し,極 嵐

(polar　 substorm)時 に お け る極 光 オ ー バ ル(auroral　 oval)の 発 達 過 程 と形 態 変 化,及

び物 理 的 諸 性 質 の考 究 を行 った.主 な 結 果 は 次 の とお りで あ る.

(1)　auroral　 ovalは2種 の　belt　(discrete　 and　 diffuse　 auroral　 belts)　 に よ って構 成 さ

れ,そ の 卓 越 領 域 は,主 と して　discrete　 belt　は 真 夜 中 か ら午 後 側,　diffuse　 belt　は 真

夜 中 か ら午 前側 で あ る.

(2)地 磁 気 擾 乱 の大 き さに 比 例 し　discrete　 belt　 の形 状 は 変 化 し,そ の 半 径 を増 しつつ,

卵 形 か ら 円形 に近 づく.一 一方,　diffuse　 belt　 は　discrete　 belt　 の低 緯 度 側 に 位 置 しつ

つ,そ の活 動 領 域 を午 後 側 へ と拡 げ る.

(3)午 後 側 の　diffuse　 auroral　 belt　に は,降 下 陽 子　(proton)　 の 寄与 が大 き く,　discrete

beltは 電 子 に よる励 起 ・発 光 に よ る もの と考 え ら れ る.

イ 極域ULF電 磁波動の研究

(担 当教 官)助 教 授 平 沢 威 男,助 手 鮎 川 勝

(研 究 要 旨)

地 球 磁 場 の変 動 と して,0.2秒 な い し十 数 分 の周 期 を有 す る微 小 変 動 が しば し ば 観 測 さ

れ る.こ れ を 一般 にULF電 磁 波 動(又 は,磁 気 脈動)と 呼 び,地 球 をか こ む 磁 気 圏 空 間

内 に 発 生 す る 電 磁流 体 波 に よ って 起 され る と考 え られ る.こ れ らの 電 磁 波動 は,そ の 擾 乱

源 を極 域(高 緯 度)地 方,特 に極 光 帯 付 近 に 持 つ もの が 多 く,中 低 緯 度 で 観 測 され た 多 く

の もの は,高 緯 度 か ら伝播 して きた もの と考 え ら れ る.従 って,南 極 地域 で 観 測 した 資 料

を 解 析 し,そ の特 性 を明 らか に す る こ とに よ り,こ の種 の 波 動 現 象 の 生起 機 構 に 関 す る 知

見 を得 る の が本 研 究 の 主要 な 目的 で あ る.

昭 和 基 地 で 取 得 され たordinary,　 rapidrun,　 induction　 magnetogram,　 All-sky　 came-

ra,　meridian　 scanning　 Photometerのdataな ど を用 い,極 嵐(polar　 substorm)の 開
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始 時 に観 測 さ れ る不規 則 脈 動 　(pi-pulsation)　 の 特 性 を総 合 的 に 調 べ た.そ の 結 果 と し て,

pi-pulsations　 の 周 波 数 ス ペ ク トル 特性,空 間 的 出現 特 性,極 光 現 象 と の相 関性 な ど を 明

らか に す るこ と がで き た.

ウ 昭和基地におけるロケ ット観測による極域擾乱の研究

(担当教官)所 長 永 田 武,助 教授 平沢威 男,助 手 滝沢 美代子

(研究要 旨)

オー ロラ現 象の解明 を目的 とし,3年 間(1971-1973)に わた り,昭 和基地 で行われ た

観 測 ロケ ッ ト実験では,総 計23基 の ロケ ッ トが打 ち 上げられた.こ の実験 を通 じて,電 子

密度 ・温 度,磁 場,電 場,オ 一-Pラ 可視光,紫 外光,赤 外光,X線,ま たVLF電 磁放射

な どの高 度(130kmま で)お よび空間分布に関す る各種 デー クが得 られた.

本研究は,こ れ らのデー タを もとに し,各 種地上観測 デー タとの比較 ・検討 を行い,オ

ー・ラ現 象の立体的考究 を 目的 と してい る.現 段階の研究 テーマ と しては,オ ー ・ラ粒子

に よる低域電離層 の電離過程,オ ー ロラ中の電磁放射,オ ー ロラ中の電場電流 な どが あげ

られ,そ の主な結果 と しては,　discrete　お よび　diffuse　なオ一一ロラを励起発 光 させ るオ

ー ロラ粒子 の特性 の相異 とその量,ま た,オ ー ロラ中で観 測 され るVLF放 射 と地上で 観

測 されるもの との特性 の相違な どを明 らかに するこ とが出来た.

工 極光の実時間記録に基づ くオーロラ動態の解析とその関連現象

(担当教 官)客 員教授 小 口 高

(研究要 旨)

高感度 テ レビカ メラの極 光記 録に基 づいて極光の動態の 分類 を行 い,極 光 の特 徴的 な動

態に地磁気脈動,VLFヒ ス及びVLFコ ーラスが随伴 して起 るこ とを明 らかに した.

1.極 光動態 の分類

従 来,極 光記録は写真感光材料 が低感度 のために実時間 で撮影 する ことがで きず,従 っ

て極光の 分類は,そ の形 や色 が主な分類の基 準であ った.又 一方,受 光子倍増管 を用 い る

観測では,時 間的分解能 は上 げ られて も空間分布 を高速で記録 するこ とは不 可 能 で あ っ

た.SEM撮 像管 を用 いた テ レビカメラは以上の難点 を解決 し,毎 秒60コ マの高速 で1K

R以 一ドの暗い極光 まで撮像 が可能 とな り,極 光 の動態分類 が,・∫能 とな った.

1-1極 光ぱ大別 して3種 類 に分 類 される.

a)高 緯度型,夕 型のSheet状 極光

b)低 緯度型,夕 型 の　diffuse　arc

c)低 緯 度型,暁 型のon・off　switching　 aurora

1-2動 態は大別 して6種 類に分類 される`

a)分 離,又 は剥離

b)廻 転(磁 場の 向きに見て右 廻 り)

c)分 離 と再結合

d)伝 播
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e)わ ん 曲

f)点 滅

2.極 光 とVLFヒ ス

VLFヒ スは高緯度 型,夕 型の　Sheet　 状極光 の一 部が急 速に明 る くな り剥離 し,廻 転

す る時に 同時 に現 われ る.

3.極 光 と地磁 気脈動

地磁気脈動 は低緯度型,暁 型 の点滅 型極光に伴 って現われ る.

4.極 光 とVLFコ ー ラス

VLFコ ー ラスのグル ープは低緯度型,暁 型 の点滅 型極光の早い点滅 と同時 に現 われる.

5.以 上 のほか,極 光 の動態は極光 の スケールのいかんに よらず相似形 であるこ とが知ら

れ た.

(2)気 象水象学

ア 「南極における日射収支」に関する研究

(担当教官)助 教授 川 口貞男

(研究要 旨)

1972年8月 か ら1973年1月 迄の期間,み ずほ観測拠点で得 た全天 日射量及 び反射 日射量

の デー ターを用い,晴 天 日,曇 天 日について,全 天 日射量,反 射量 と太陽高度 との関係 を

調 べた.

1,晴 天 日の全天 日射 量は大 気上限に到達す る日射量の約90%で あ り太陽 高度角20°～40°

に対 してその比 はほぼ一定で ある.

2.曇 天 日の 日射量 の晴天 日に対 す る比は太 陽高度10°～40°で0.5～0.8と 変化す るが,そ

の差は20°～40°に対 して0.241y/minと 一定 値をとる.雲 に よる日射 量の減衰 が小 さい

のは,こ の地域 での雲の性 質に もよるが,雪 面で の大 きな反射率 を もって雲 との間に多

重反射 が行 われるため と考 えられ る.

3.反 射率は太陽高度 角15° 以上で,ほ ぼ一定値 を示 すが,曇 天 日の方が晴天 日よりやや

大 きい値 を示 す.春 秋 における反射率 は,85%夏 は82%と な ったが,こ れは雪 面の状態

変化 と雪量 の違 いに よるもので ある、

イ 「南極における大気混濁度」に関する研究

(担当教官)助 教授 川 口貞男

(研究要 旨)

昭 和基 地で の直達 日射量 の観測資料 を用 いて大 気の混濁度 をLinke　 混濁因子,及 び山

本 ら(1968年 気象集誌)に よ って示 された β値 に よって調べた.

1.　 Linke混 濁因子は,モ ー ソン基地 とほぼ同 じ値 を示 したが,モ ーソンでは太陽高度角

の増加 と共に減少す るに反 して,こ こでは増加 する.こ の傾 向は ミル ヌイ,八 一 レイベ

イ基地 と同 じであるが,値 は ミルヌイよ り大 き く八一 レイベイ よ り小 さい.
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2.一 般 に 伺 こ最 小 値 を示 し,夏 に な る と共 に次 第 に大 き くな り,秋 に は 再 び 減 少 しは じ

め る.

3.β 値 に つ い て も2と 同 じ傾 向 を示 し,IGY期 間 中 の 北 半球 各 地 の デ ー ター と比 較 す

る と,北'卜 球 中,最 も ク リー ンな オ ー ツ ク(59°N,143°E)ベ ル ホ ヤ ン ス ク(67°N,

133°E)と ほ ぼ 等 しい値 を示 し,日 本 で 最 も ク リー ン な根 室 の値 の 半 分 以 下 で あ っ た.

ウ 「南極における赤外放射」に関する研究

(担当教官)助 教授 川 口貞男

(研究要 旨)

昭和基地 で1966年 以 斗(得た約300回 の放射 ゾンデ観測 の結 果を用い て,地 球人 気系 の赤

外放射収 支について解析 を進め てい るが,現 在,地 球大気系か ら大気 圏外へ放出 され る赤

外放射に ついてのみ解析 を了 えた.

1.放 射 ゾンデに よって得 られ た大 気圏外 へ放出 され る放射量は 同時 期に人工衛星に よっ

て観測 された値 と極め てよ く一致 する.

2.放 射量 は3～4月 の0.311y/minか ら7～8月 の0.231y/minと 冬期 に最低 を示 し,

10月 頃にはll∫び0.301y/minと 増 える.夏 期 は更に大 きな値 を示 す と思 われ るが,観 測

器の性質 上,夜 のない時期の観測は不可能で データーがない.

3.晴 天時 と曇天時 を比較す ると,曇 天では晴天 の時 よ りも数%小 さい値 を示 し,特 に 上

層雲 がある時 には6～10%減 少す る.

上 帝大洋の海氷域の変動に関する研究

(担当教官)教 授 楠 宏,助 教授 川 口貴男

(研究要 旨)

南大洋の大 気 と海 洋間の特 異な固イ本境界層で ある海氷 の変動 の研 究は,極 域 と中低緯 度

問の エネルギー交換,全 地球 の気候 変動の解明に重要で ある.

この研究 の第一歩 として,日 本南 極観 測隊 に よ り1956年 以降 得 られた昭和基 地周辺 の海

氷情 報の解 析を行った.資 料 は夏期 の 可航期の もので あるが,夏 期 の初めに64～67.5°S

にあ った氷縁は0.5～4.0浬/FIの 速 度で南 下 し約68°SfJ'近 に達 す る.海 氷勢 力の弱い年 は

1957/5,1966/67で,1960/62は 逆に氷 の多い午 と推定 され約10年 の変動周期 が 暗 示 さ れ

た.ま た,総 観気候 学的解析 から,例 イ「10月か ら1月 にかけ て90°E付 近に 停滞 する 低 圧

部にk'i)定 着氷縁(離 岸20～50浬)沿 い の水路 が発生 し易いこ とが分 った.

1966fF以 降 の人工衛星　(ESSA,　 ITOS)　 の写 真の解析 か ら,最 盛期の海氷は55°S付 近

にお よび,南 大 洋周辺 では昭 和基地 沖 合の氷は最 も北に張 出すこ とが分 った.

オ 南極氷床の気象雪氷学的研究

(担当教官)教 授 楠 宏,助 手 西 尾文彦

(研究要 旨)

南極大陸に存在 する莫大 な量 の氷(氷 床)は,大 気中 の水蒸気 が氷床 ⊥で凝結 または大
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気 中で固体粒子(氷 晶)と な って氷床表面 に蓄 積され積雪 とな り,年 月を経て氷 へ と変化

し形成 されている.大 気中 の水蒸気 は海面 か ら蒸発 し大気の運動 に よって運 搬 さ れ てい

る.こ の氷 が大陸 沿岸部へ と流動 し,氷 山 とな ってついには融解 してい く.こ の よ うに

水,水 蒸気,氷,水 と循環 する過 程での,固 相 と して大陸氷床 は存 在する.氷 の物理的化

学 的性 質 を研究す るこ とは もちろんの こと,こ れ らの知識 を基盤 に して,氷 床の変遷 を解

明 するこ とは逆に過去 の大 気の状 態 を知 る うえで重要な研究課 題であ る.そ の第一歩 と し

て,日 本南極観測隊 に よって得 られた雪氷観測資料 の予察的解 析 を行い,氷 床形態 と積雪

量 に関す る相関 を論 じた.ま た,研 究協力者は従来か ら行 って きた積雪表面で の混相流 の

流 動機 構に関 する実験的研 究 を続行 した、

(3)固 態地球科学

ア 南極の地震活動

(担 当教官)助 教授 神 沼克伊

(研究要 旨)

地球 上で最 も地震活動度 の低 い地 域の一つが南極で ある.し か し,良 く調べてみる と小

地 震 や微 小地震は時 々起 っている.南 極に ある地震観測点 の資料 は勿論,他 の地域 の資料

も用 いて南極 の地震活動 を調 べる.

特 に昭和基地では三 点観 測法 を実施 し,微 小地震 の震源決定 を試みてい る.昭 和基地付

近 の微小 地震活動の研究は シール ド地域 とい う非常に安定 した地殻構造 の場所 での地震の

発 生過 程 を知 る上で重要で ある.こ の種の研究は 日本 のよ うに地震 活動の活発 な地域では

実施 で きない.

南極 地域では マグ ニチ ュー ド5以 上 の地震 の発生 は認 め られていない.火 山活動 も活発

な西 南極では大 きな地震 が起 って もおか しくな い地域 である.南 極で何故大 きな地震 が起

らないのか,そ の原因 の解 明も重要 な課題 であ る、

イ 南極大陸の地下構造

(担 当教官)助 教授 神沼 克伊

(研究要 旨)

広大 な南極大陸に対 し,そ の固態地球物理学的な調査は十分に は行 われていない.資 料

の少 ない中では割合に 多い重力の測定結果 を使い南極大陸 の地下構造 の解 明を 試 み て い

る.資 料は 日本,ア メリカ,ソ 連,イ ギ リスな どの内陸調査隊に よって測 定 された もので

あ る、

南 極大 陸は全体 が氷 床で 覆われ ている.氷 床 は水 の固態で あるが,地 球 上で水が存 在す

る海 洋 は,そ の地 下構 造 が本質的 に大陸 のそれ と異 る.氷 床(つ ま り水)の 南極大陸にお

よぼす影 響 を調べ るこ と,氷 床 の固態地球物理 との関係 を明 らかにナるこ とも目的の一・つ

で ある.

重 力の資料 の他,自 然地震 の表面波 の群速度 や位相速 度を使 って も地下構造 を求 める.
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ウ 氷震の研究

(担当教官)助 教授 神沼克伊

(研究要 旨)

氷の中の破壊現象は,一 般的 に氷霧 と呼ばれてい る.こ の現象 を単に 雪氷 学 の分野 か ら

眺 め るのではな く,地 震学又は 固態地球 物理学 の立場か ら調べ るの を目的 と してい る.

氷霧 には温度の変化 が原因で発生 する ものや氷床 の運動に よって発生 する ものな どが考

え られるが,そ れぞれ の発生過程 を地 震の発 生過程 と対比 しな がら研究 してゆ く.

南極大陸 氷床 の上層部,つ ま りまだ氷 にな っていない雪の部分で も破壊 が起 ってい る.

この雪(地)震(snowquake)と 氷震 の起 り方に差が あるのか否か,書 展 と地 震 との類 似性

の有無 な ども興 味のあ る問題で ある.

エ マクマー ド・サウン ド地域の地球物理学的研究

(担当教官)助 教授 神沼 克伊

(研究要 旨)

南極 マクマー ド・サ ウン ド地 域に活火 山エ レバスをは じめ,多 くの火 山が存在 し,ド ラ

イ バ レーな ど南極で は珍 しい無 雪地帯 が存在 するな ど地球 物理 学的 に も大変興味 があ る.

こ の地域では,日 本,ア メ リカ,ニ ュー ジー ラ ン ド三 国共 同でボー リングが実施 されて い

る.同 ボー リングは計画DVDPとn乎 ばれ1672年 か ら1975年 まで の4シ ーズ ン行 われ るこ

とにな っている.こ の研究 の一一環 として,こ の地域で の地球物理学的調 査を開始 した.

まず微小 地震や火 山性地震 を 調べ るた めに ロス島や ドライバ レーで 臨時 の 地震観測 を

1974～76年 の2シ ーズ ンの計画 で行 ってい る.こ の他,地 殻熱流量 の測 定 も試み る予 定 で

あ る.

オ 大気中主アーロゾルの由来に関する研究

(担当教官)客 員助 教授 中井信之

(研究要 旨)

大気中 のエアー ロゾルの由来は南極 各地 の析出塩 類 を研 究す る上で も重要で ある.そ こ

で予察的研究 と して,本 邦におけ る硫 黄酸化物(SO2,SO4)の 由来 を硫 黄同位体組成 よ り

追究 した.

エァーロ ソルはハ イボ リュー ム ・サ ンプラーを用 いで採 集する と同時に東京,名 古 屋,

長野,甲 府,御 坊 の各 地の降雨中のSO4を 採集 しその34S/32Sを 測定 した.

研究 の結果は,東 京 お よび名古屋な どの大都市 と,地 方都市 では全 く異な る 結 果 を 得

た.そ の起源別割合は1973年 についてみ ると,大 都 市では海塩起源 が16～18%,天 然H2S

起 源が11～9%,人 工汚染に よるものが71～51%を 占めるこ とが推 算 された.こ れに対 し

地方都市では海塩起源 が41%,天 然H2S起 源 が15%,人 工汚染に よる ものが44%で あ っ

た.1960年 以降 のこれ らの値 をみる と人工汚染に よるもの の割合が増急 してい る.こ れ に

比 べ南半球 の特に南極大陸 のこれらの値 は興 味あ ると考え る.
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力 石油,天 然ガスの生因と付随水の起源

(担当教官)客 員助教授 中井信之

(研究要 旨)

本邦の石油,天 然 ガスの生 国 と,そ れに ともなわれる塩水の生 国的関係に ついて研 究 を

行 ってい る.

1973～1974年 度は特に本邦の新潟,千 葉,諏 訪 の各天然 ガス鉱床 を対 象 と した.こ れ ら

の鉱 床よ り産 出す るCH4,　 CO2,　HCO3の 炭素 同位体組 成(13C/12C),CH4とH20の 水素

同位体組 成(D/H)お よびH20の 酸素 同位体 組成(180/160)を 測定 した.

研 究結 果は,①CH4-CO2間 に炭素 について同位体交換平衡 が成立 してお り,坑 底にお

けるガ ス貯留層 の温度が推算 された.②CH,-H20間 では水素同位体 に関 しては非平衡 で

あ り,第 四紀,第 三紀 を通 じて,ま た　marine,　 non-marine　 に関係な く両者間 の同位体

組 成の差は一定 で δDcH4=δDH20-(160±10)%・ で表わ され る.こ の ことか ら天然 ガ ス付

随 水は　connate　 origin　であ り,CH2のmigration説 は否定 されCH4生 成時 に存 在 して

いた水 であるこ とが明確 にな った.こ れ に関 連 して,1975年 度DVDPで 計 画 されている

海底掘削 に よるガ スの研 究 を行 う予定 であ る.

キ 安 定 同 位 体 比 に よ る南 極 の 塩 湖 の 生 因 と物 質移 動 よ りみ た大 陸 の 歴 史 的

変 遷

(担 当教 官)客 員 助 教 授 中井 信 之

(研 究 要 旨)

南 極 大 陸 の 第 四 紀 の気 候 変 動 お よび 物 質 移 動 を 追 究 し,大 陸 の 地 質 学 的 歴 史 を組 立 て る

こ と が研 究 の 目的 で あ る.こ れ は 地 球 全 体 と して の 研 究 の一 環 と して と りあ げ た も の で あ

る.1974年 度 は 特 にRoss海 沿 岸 のDry　 Valleyの 塩 湖 で あ る　 Lake　 Vanda,　 そ の 堆 積

物,周 辺 地 域 を対 象 と した.

研 究 手 段 と して,湖 水,湖 底 堆 積 物 や 塩 類 析 出 物 のX線 分 析,化 学 分 析 お よび 水,氷,

(permafrost)　 ,　 塩 類 　 (gypsum,　 thenardite,　 calcite,　dolomite)　 の13C/12C,180/160・

34S/32S比 を 測 定 した.研 究 の結 果 か ら ①Lake　 Vandaは 塩 湖 で あ るが,現 在 の 湖 水 は

こ の 地 方 の氷 河 の穂 水 で あ る.② 湖 の溶 在 塩 類 は 海 水 起 源 で あ る.③Dry　 Valleyに 分 布

す る陸 上析 出塩 類 は塩 湖 中 の塩 とは 無 関 係 で あ る.④Lake　 Vanda地 域 は 過 去 はfjordで

海 水 が侵 入 して い た が,第 三 紀 末 期 ま た は第 四紀 初 期 の 氷 河 活 動 に よ り海 洋 よ り隔 離,そ

の後,寒 冷 期 の水 の蒸 発,温 暖 期 の氷 河 穂 水 の供 給 を数 回 く りか え し,現 在 に 到 っ た こ と

が 明 らか に な った.

ク やまと明石の研究

(担 当教 官)教 授 楠 宏

(研 究要 旨)

日本 南 極 観 測隊 に よっ て1969年12月,1973年12月,1974年11～12月 の3回 に わ た り,南
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極や まと山脈 の1暫部の裸氷上 で総計約680個 の陽石 が採集 され た.第1回 の採集は 内陸 氷

床 の雪氷学的 観測の 途中偶然行 われた もので,こ の 際発 見された9個 の明石 はYamato

(a)～(i)と 命 名された.第2回 は ほぼ同一 地域 で12個 発 見され,　Yamato　 (j)～(u)と 命 名

された.種 類 の異なる　chondrite　 が主で,少 数 の　achondrite　 も含 まれてい る.

これ らの うち第1回 目の採集時 の限石 の産状,氷 床の表面形態,氷 床 の流 動,消 衰 な ど

を中心 とする報告 を行 った.そ の結果 は当研究 所の欧 文報告に印刷 さ れ て い る(論 文1

篇).第2回(1973年)に つい ても当時 の採集者 白石 和行,成 瀬廉二 と共 著で報告 の 作 成

を した.

(4)生 物学

ア 南極の陸上生理生態学的研究

(担当教官)教 授 松 田達郎,助 手 大 山佳 邦

(研究要 旨)

南極 の 自然 は陸 上生物の生存 に とって きび しい環 境であ り,そ こに生 息 する生 物の種 類

数は非 常に限 られ てい る.と は 言え条件が整えば南極 のきび しい環境 ドで も生物 が生育 す

るこ ともIT∫能 であ り,現 に昭和基地附近 の大陸露岩地帯 でかな りの規模 の コケ群 落が生 育

している を報告 した,さ らに その他 の生物 について も詳 しく調査 するこ とが心要 にな って

きた.同 時 に環境 条件につ いても詳 しく調査 し,環 境条件 と生物,少 い種類数 なが ら生 物

相 互の関係等の研 究 も計画 してい る.逆 に 言えば温暖 な気候 ドの生 態系は複雑 す ぎるのに

対 して,南 極 の陸 上の生態系は よ り単純化 され たモ デル と して理 解で きるか らであ る.こ

の生態 系の解 析 と同時に南極 の きび しい環境 下で生 育 してい る生物が どのよ うにこの きび

しい条件に適 応 して生存 してい るか を生理学的,生 化学的 に調べるこ とも大 きな研 究課 題

の一 つで ある,

イ 南極海の生態系に関す る研究

(担当教官)助 教 授 星合 孝男

(研究要 旨)

南極大陸 をとりまく海 洋,南 大 洋は生物生産量の大 きな海洋 として以前か ら知 られて い

る.ま た大陸沿岸 部の海域 は1年 の うちほ とん ど氷 に閉 ざされ てい るが,そ こに も様 々な

生物が生息、してい るこ とが知 られ てい る.

南大 洋の生物生 産は最近 にな って生物 資源 の問題 と して注 目され始め,生 物の現存 呈や

生産量 の分布 がこの広大 な海 洋で調査,研 究され,し だいに明 らかに され て きた.こ の高

い生産量 も地域に よって差 があ り,ま たこの海 洋の特徴 と してプ ランク トンに よって 固定

された太陽 エネルギーが比 較的短 い段階 を経ただけ で最終 の消費 者に伝 達 され る.今 後、

現存量のみな らず エネ ルギーの流 れの量的 関係 も研究す る必要 がある.

大 陸沿岸部の海 域は海氷 を生活 の場 とす る生物 群集がみ られ,そ れ らがこの海域 の生 物

の一次 生産に大 きな役割 をは た している と考え られてい る.こ の特徴的 な生 態系 を研 究 す
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る こ とも今後 の課題 であ る.

(5)寒 地 工学

ア 極地設営の工学的研究

(担当教 官)客 員教授 平尾 収

(研究要 旨)

筆者 は 「寒地工学」 を勝手 に 「極地工 学」 と読 み変 えるこ とに してい る.そ の うえ 「極

地」 の定義 をこれ も勝手 に下記 の よ うに きめ てい る.す なわ ち,

極地 とは 「一般社会 との物 的,人 的交流 が長期 にわた って断絶 してい る地域社会 の所在

地」 と定義 してみ たのである.

こ うすれば昭和基地は 当然 極地 とい うこ とに なる.し か しも しも熱帯 の無人の砂漠 の真

中になにか の目的 で基地 を設 けた とすればそれ も上 の定 義で極地 とい うこ とにな るが,寒

地 ではないわ けである.と ころで上述の定義に よる極地 の一 般的性質は,人 間 を含む環境

システム が孤立 している とい うこ とであって,研 究の対象 と しては,孤 立 した人聞 を含 む

環境 システムのモデ リングと シミュレーシ ・ン及びその最適化に関 するこ とが 中 心 と な

り,そ のためのサブ システム と しての生産 ・変換,土 木建築お よび移動伝達に関 する工学

的 研究 が必要 となる.重 要なこ とは結果 を人 間に再投影 して十分　Elaborative　 な段階 ま

で高め る手法 の開発 であ る.

イ 積層複合材の超低温域における諸特性

(担当教官)客 員助教授 上村 晃

(研究要 旨)

一般に保冷材 は気 泡 を含有 して
,そ の断熱性 を保持 しているた め,他 の材料に比 べて強

度 が小 さ く,そ れ自体では構造材 と して使用 する ことは困難 であ る.し か し,軽 量 で比強

度 が大 き く耐食性の あるFRPを 表面材 とし,プ ラスチ ック発泡体 を心材 とするサ ン ドイ

ッチ構造 の積 層複 合材に すれ ば,強 度 も大 き く断熱性 のある構造材 として使用 するこ とが

可能 であ る.し か しなが ら,現 状 ではこの種 の材料 の低温領域に おける基礎資料 が乏 しい

た め,そ の利用開発はほ とん どなされていない.

本研究 では,FRPな らび にFRPサ ン ドイ ッチ構造 複合材 の超 低温域 における機械的

特性,熱 収縮特性及び熱伝導特性等 の基本的 物性 を明 らかにする とともに,特 性 にお よぼ

す基 材の形態,方 向性 の影響 などの2,3の 要因につい て検討 を加 えた.

ウ 非金属材料による低温液化ガス貯蔵タンクの適性試験

(担当教 官)客 員助教授 上村 晃

(研究要 旨)

低 温液化 ガスの貯蔵 タンク構造 は一般 に,低 温液化 ガスに よる荷 重を タンク自体 で支持
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す る独立 タ ンク方式 と,タ ンク自体 は強度的に 自立 しえない構造 であ るが,防 熱層 を介 し

て タンク構造 に よ り支持 される メンブ レンタンク方 式の二 つに大別 され,目 下種 々の構 造

方 式の タンクが開発,実 用 化 されてい る.し か しな がら,タ ンク材料 には現在 の ところ,

9%ニ ッケル鋼,ア ル ミニ ウム合金,ス テ ンレス鋼 な ど低温 用特殊鋼 が使用 されてい るた

め,そ の溶接 性や機械加工 な どにかな り高度 の技術 が要>Rさ れ,工 作 上 の困難 が大 きい.

このため一部では,非 金属 材料 に よる低温液 化 ガス貯蔵 タンクの 可能性 について論 議が な

されてい る.

本研究では,こ れらの課 題に対処す るため,エ イ乍性 の容 易なFRPに;cる 防熱 タンク構

造方式 の検討 を試 みる とともに,合 理的 な防熱{荷造 を実験 的に究明 した.

工 低温室の設計

(担 当 教 官)教 授 村 山 雅 美,客 ほ助 教授 上村 晃

(研 究 要 旨)

当所 の共 同 研 究 施 設 と して 低 温 室 の設i呂1が計 画 され て い る の で 、 そ の 設 計 に 当 っメニ.'1一な

わ ち,低 温 宝 は 一20℃ まで 冷 却 【1∫徒 な 部屋2室,-60℃ まで 冷 却 ・1∫能 な 、」1131量1室,貯 蔵室

(-20℃)才3よ び 前室(-10℃)'冷 川'5室 か!')成 り,冷 却 ノ∫式 は 冷 媒R--22に よ る直 接 膨

張 式 を採 用 した.ま た,-20℃ ま で冷 却 す る各 室 を 一系統 に ま とめ て,単 段 圧縮 に よ り冷・

刻 し,-60℃ の部 屋 は2段 圧 縮 に よ り冷却 す る 系統 と した.そ して,i・ 【-iij:に共 通 の ラ イ ン

を設 け,圧 縮 機 故 障 の 際 に 支 障 の ない よ う設 計 した.ま た,各 室 の 温 度 制 御 を ±1℃ と

し,中 央 制 御 監 視 盤 に よ り自動 運 転 管 理 が 可能 と した.

本施 設 は 本 館 地 階 に 設 置 され る の で,低 温宝 の凍 ヒ防li二対 策 と して,低 温 室 床 ドに 空llU

層 を 設 け る と とも に.側 壁 部に もで き るだ け ドラ で エ リア'穿空 間 層 を,1突け る よ う特 に 配 慮

した.

オ 寒地(極 地)工 学部門研究計画の策定

(担当教官)教 授 村'[ll雅美

(研究要 旨)

我が【司にナ3いては,多 雪或 は寒冷地ll11を持ちなが ら,そ の環境に 対 して積極的に 「1沽1さを

あ たえる工学技術に対 する需要は現 在 までi七較的少 なか った.kっ て寒冷地域,積 雪地 域

をもつ諸外国に比 し,そ の技 術水準 は高い とはいい難い.特 に生活 又は利用の経膨冒:極め

て浅い極地域 にお ける設営工 学は,南 極地域観測に 加わ るこ とに}:っ て,そ の端 を発 した

とい っても過 諄`ではない.

本研究所が 行お うとする極 地におけ る研 究活動の将 来計p1睦Z接 する立場にあ る設営 部

門に とっては,進 歩と理想 をn毎 に追 う研 究 者と安 全と経済 を!れ1と す る1設営者 の問 にお

かれ る 「ギ ャップ」は 年を追 って増大 する傾向 を認 めざるを得 ない.

したがって,寒 地極地工学部門に おいては,人 間社会か ら隔絶 又は孤 立 し,か つ酷 寒地

域 における人 間の生活 と活動 を最適化 するために必要 な工学技術に ついて,他 の関 係研 究

機 関がたつ さわ らない分野 における研 究をすすめる と共 に,本 研究所 が担 当す る極地 葺に
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おけ る研究 活動 を有効に安全に実施す るために必 要な設営技術 と設営活動 における具 体的

問題 を とりあげ,研 究,実 験 を行 うこ とが心要 で ある.

また,寒 地(極 地)研 究部門の研究 目的 に適 合す る外部か らの研究 委託 をひ きうけ るこ

ともあ り得 る もの とする.

寒 地(極 地)研 究 部門 が研究系 の一部 として設置 された経緯に も鑑 み,極 地域 にお いて

要 求 され る工学技術 における基礎研究は原則 と しては,外 部に委 ね,本 研究部門 は極 地域

におけ る設営能 力の向上 と蓄 積に資す る工学技術 の応 用研究な らびに 国の内外に おける実

験 にあた るもの と し,次 の研 究項 目を策定 した.

ー
ム

ワ
臼

nδ

4
一

極地における変換 ・生産工学的研究

極地における移動 ・伝達工学的研究

極地における環境変造工学的研究

極地における設営学的研究

力 南極地域内陸氷上中距離雪上車の開発研究

(担当教官)教 授 村 山雅美,助 教授 村越 望,助 手 寺 井 啓

(研究要要)

南極地域 内陸氷 上に お ける長距離輸送用の雪上車 は,KD60型 として開 発,製 造 され,

南極 点調査旅行 の実 績に より,そ の目的に合致 する車 輌の完成 を 見た.

上述 の経験 に基づ き,み ずほ観測拠 点への輸送 を主な る目標 と して,中 距離輸送 用雪上

車 を次に あげる開発 目標 に したがい開発研究 し,本 研究 所事業部観測協力室な らびに防衛

庁 技術研究本部 の協 力を 得て実施 した.

1.約6屯 の荷重 をもつ権3台 をけん引 して昭和基地 と南緯73度 の 問 を調査 又は輸送す

るこ とを目的 とす る.

2.標 高3,000米,気 温最低一50℃,サ スツルギ ・青氷お よび 内陸 部の軟雪地域に おけ

る雪状 を想 定 し,表 面密度0.4～0.43g/cm3,硬 度8～28kg/cm2,雪 温は気温.にほぼ

同 じとし,雪 上で約7° の登撃力,青 氷 ⊥での防滑 を考慮 し,2～4人 の乗員お よび

1,000kg(乗 員 を含む)積 載 し得 る車輌 であ り,数 プロ ・クに分割 して,S-61A型

ヘ リコプターに より空輸 も可能 とす るこ と.

SM50型 と仮 称す るこの車輌は,防 衛庁 が開発 してい る雪上車 をベ ースに して上記 の仕

様 に合致 すべ く.本 研 究所設営専 門委 員会雪⊥車 分科会(座 長平 尾 収客員教授)に 付託

し,昭 和51年 度 予算に よ り製 造 し,第18次 隊 が昭和基地 に搬入 し得る よう作 業がすすめ ら

れた.

(6)極 地調査報告

ア 南極観測隊における海氷上,大 陸氷床上の輸送の問題

(担当教官)教 授 村山雅美,助 教授 村越 望
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(研究要 旨)

昭和基地 に物資 を輸送 するさい,船 の到達点か ら基地 までの間がヘ リコプターで空 輸 出

米 ない重f|宝物,長 尺物な どの輸送 の降路 とな ってい る.15次 観測隊 は海氷上約70㎞ の輸送

を2回 試み,23ト ンの物 資 を運 ぶ ことが出来た が,海 氷 上の物資の輸送は 危険が多い.

また,大 陸氷床上 の輸送 では,既 知のル ー トを使 う内陸 前進基地へ 多量 の物 資 の 輸 送

は,暖 候期に7～8人,5～6台 の トラクターを使 い一気に終 らすのが得策で ある.未 知

の危険地帯の行動 では安 全で行動性の高 い新機種 の開発がの ぞま しい.

これ らの点 を考 える と,海 氷一上や ク レバス地 帯の よ うな危険地帯 では ホーバーク ラフ ト

がもっ とも適 当 と考 え られ,安 全な ルー ト上 の大 量輸送には トラククーの 和川]が得 策で あ

る.

ホーパー クラフ1・利川 の問題点 と して

ー
ム

2

3

4.

ホー バ ー ク ラ フ トを ジ,ξ地 ま で 運 ぶ 方 法

耐 久,耐 寒 性,と くに ゴム 引 スカ ー トの 部 分

航 行性,ド リフ トの乗 越 しや ス カ ー ト部 へ の氷 雪 の 疎 意

組 、ンニ,分 解,改 造 等 の 可能 性

な どを解決 しなければな らない ことが判 った.

イ 越冬小型飛行機の運用

(担当教官)助 教授 村越 望

(研究要 旨)

15次 で初め て小型 飛行 機 を越 冬 させたが,運 川上の諸問題 について多 くの知 見を得 るこ

とが出来,結 論 として小型 機の運 用は十 分に 可能 であるこ とが判 った.

航法 については沿岸地帯,山 脈附近の有 視界飛行は容 易であるが,内 陸 の未 知の一・点 に

飛 ぶのは未解決 である.

大陸氷 床一上の4か 所 に着陸 したが,夏 期には大陸 上かな りの場所 での着 陸カミ僅かの手入

れに よ り出来そ うで ある.駐 機場周辺の整備 のための区域 は居住 カブー スや スキー揺 の使

用に よって整備,管 理 とも容 易であった.冬 期 中の格納,分 解,組 立 とも労力,∫ 三順 が適

切 で うま く処理 され た.耐 寒性 も問題 な く,心 配 されたブ リザー ド対 策 も無y,rf{三に乗 切る こ

とが出来た.

飛 行中は常 に救援 態勢 をとってい7こが,教 官粁 の救援距 離に雪 ⊥車 力1達するには数 日間

もかか るこ とから,救 助の迅速化 をはか るためにヘ リコプターの常駐 がの ぞま しい.

3.共 同研 究

当研 究所が共 同利用研究所 である ことに鑑 み,当 研 究所の教官 と所外 の研究者の間 で共

同研究 を行 う制度 が設 けられている.共 同研 究 を行 う所外の研究者は,「 共同研究員」 と

呼ばれ る.共 同研究員 には,旅 費及び研 究費が支給 され る.

共同研究は,当 研 究所の教官の希望で行われ る場合 と所外 の研究者 の希望 で行 われ る場
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合 とが ある.

(詳細 につい ては,末 尾の国立極 地研究所共 同研究 員規 則 を参照 されたい.)

昭和48年 度

野分 研 究 課 題
共 同 研 究 員 研究所の

責 任 者氏 名 官職 所 属

雛 攣 膏量鋤 リーセこよる人工 芳野 赴夫!教 授 電気通信大学 楠 宏

固態地
球科学

昭和基地周辺の地質学的
研究及び南極地質図の作
成

諏訪 兼位

(吉田 勝)

助教授

助 手

名古屋大学 理学部

大阪市立大学

楠 宏

㌶ 論 辮 辮 こおけ騙 瓢 教 授}千葉蝶 大学 陣 宏

生物学
輪 講 類の纐'生 態脚 翻 授 島根大学 教育学部1松畦 郎

離 陸コケ類の纐 学的 瞬 嫌 助搬 広島大学 理 学 部 松田 達郎

至 聖 蠕 墨域における磯 物 罐 稔騨 授}日本大学 理工学部 枷 雅美

昭和49年 度

分野 研 究 課 題
研 究 代 表 者

期 間
(昭和)

備 考
氏 名1酬 所 属

雛 劉 鰍 酬 装置の醗 細 柄 長 国立醜 研究所49[

雪氷学
輌 氷床の離 醐 細 完隊 授麟 糞奈学低温科491

難 蹴 方位の自動蜥 楠 麟 授 国立醐 研究所49

固態地

球科学

やま噸 石の総合研究i細 武1所 長 国立極地研究所49-5・}

羅 基地周辺の顧 学的 繭 紬 助教授 名古屋大学理学部149-5・

鶴 鰹 における放射平1川‥ 男1助搬1国 蜥 地研究所49-5・1

魏 隼雛 よる南猷 陸1楠 継 投陣 雌 地研究所49-51

1難 欝 欝 で翻 した睡 克伊嚇 授!国立醜 研究所4gI

生物学嘩 鑑 昊に関する獺 科1鯛 達郎!教 授1国醐 地研究所149-511
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至 聖

国際共
同観測

極地建造物の研究 膝 稔醐 授}躰 大学理工学部149-S・

1両 手蹴 る鰍 工学磨 帷 教 授i躰 大学理工学部i49-5・
マ クマ ー ド ・サ ウ ン ド地

域 の 地 学 的 研 究(DVDP:
Dry　 Valley　 Drilling

　　　　　　　　　 Project)

永田 武所 長 国立極地研究所 49～50

(1)超 高層物理学

ア 無人観測装置の開発

(研究代表 者)永 山 武(所 長)

(所内研究者)小 口 高(客 員教授)平 沢威 男(助 教授)鮎 川 勝(助 手)

(所外川 司研究 員)林 幹治(東 京大 学理 学部助手)桑 島正幸(気 象庁 地磁気観測所)

芦 田成生(明 星電 気)

(研究 成果)

当研 究所 の冷 凍庫 を使用 し,模 擬保 温和に よる実験 を実施 した.実 際 の超高層物理 観測

計 器,電 源 な どを,南 極におけ る厳 しい環境 条件か ら保護 し,動 作 を[t∫能な ら しめる保温

箱 の基礎設 計資料 を得た.

-L記結果 を基 に して,地 磁気3成 分観測計 器,保 温箱,風 力発電機等 を作成 した.1975

年11月 出発 する第17次 南極地域観測隊 が現 地に搬入 し,実 際の観測 をす る予定 であ る.

(2)気 象水象学

ア 南極氷床の構造 ・解析

(研 先代表 者)石 田 完(北 海道大学 低温科学研究所 教授)

(所内研究 者)楠 宏(教 授)

(所 クト共同研 究員)成 瀬廉 二(北 海道 大学低温科学研究所助 手)

(研究成果)

第10次 隊か ら第14次 日本南極 地域観測隊にお いて,昭 和基地 周辺 及びみ ずほ高 原地 域 に

おいて観測 された資料の解 析 を行 った.

トラバー ス測 量,気 圧測高 に より氷 床の形態,電 波氷厚計に よ り氷 下基盤地形,三 角 鎖

測 量に より氷床流動機構 な どの結 果が得 られ,み ずほ高原 を中心 とする南極 氷床 の構 造 が

明かにな りつつあ る.

第14次 隊 観測結 果の まとめの第1段 階 と して,　JARE　 DATA　 REPORTSに て発表 す る

予定である.続 いて個 々の研究 成果は,「 南極資料」,　「Memoirs」　等に よって発 表す る予

定で ある.
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イ 氷 結 晶軸 方 位 の 自 動 解 析 装 置 の 開 発

く研究代 表者)楠 宏(教 授)

(所内研究者)西 尾文彦(助 手)

(所外共 同研究 員)鈴 木義男(北 海道大学低 温科学研究所助教授)

(研究成 果)

斜眼1軸 回転法(文 献1参 照)の 実用性 を確 かめ るため,西 尾助手の協 力で基礎 夷験 を

行 った.実 験方法は 回転 している氷 の単結晶試料に 単色 光光線 を当て透過光 の強度 を測定

す る.強 度 曲線 には4つ の極大 値が得 られ,こ の値 か ら氷 試料のC軸 方 位が決定 され る.

光源には直線偏 光ヘ リウムネ オン レーザーを用い試料回転速度毎秒1回 で,光 軸方位決定

1に充分な強度 曲線 がえ られる ことが判 った.氷 試料 の表面処 理は極めて重 要であ り,表 面

が空気中に さらされ ていると,結 露 な どのため と思 われ る強 度曲線の乱れ が大きいが,こ

れ は試料 両面 をガラスでおお うことで解決 された.

氷単結 晶光軸方位 測定の標 準的手段で あるユニバーサル ステー ジについて,標 準型1台,

携 帯型1台 を試作 した.

文 献1:半 自動多結 晶氷 光軸解析 器の開発 ・低温 科学,物 理篇31pp45～46.

(3)固 態地球科学

ア や ま と 陽 石 の 総 合 研 究

(研 究 代 表 者)永 田 武(所 長)

(所 内 研 究者)

(所 外 共 同研 究 員)島 誠(理 化 学研 究 所)河 野 長(東 京 大 学 理 学 部 助 教 授)

(研 究 成 果)

永 田 武,河 野 長 の 研 究 班 は 主 と して や ま と限 石(a),(b),(c),(d)(1969年12月 採 集)の 磁

気的 基 本 性 質 の 分 析 を行 った.ま た 東 大 鉱 物 学 教 室 に 依 頼 した鉱 物 分 析 も行 った.

島 誠 は 八 木 健 三,岡 田昭 弘 の 協 力 を得 て,や ま と限 石(a),(b),(c),(d)の 地球 化 学 的,鉱

物 学 的,並 びに 岩 石 学的 研 究 を行 った.

や ま と限 石(a)及 び 唄 石(d)は 普 通 コ ン ドライ ト,や ま と明 石(c)は 炭 素質 コ ン ドライ ト,ま

た,や ま と限 石(b)は エ コ ン ドライ トで あ る が ⊥ 記 総 合 研 究 の結 果,そ れ ぞ れ の 虞石 試 料 の

性 質 及 び 歴 史 が 明 らか に な っ た.ま た や ま と限 石(i),(」),(k),(e)の 予 備 的 総 合 調 査 の 一 部

が 開 始 さ れ た。

上記 関 連 論 文

　 T.　Nagata,　 N.　Sugiura　 and　 F・　C・　Schwerer:　 Notes　 on　Magnetic　 Properties　 of

Yamato　 Mateorites.

　 H.　 Takeda,　 A.　 M.　 Reid　 and　 T.　 Yamanaka:　 Crystallographic　 and　 Chemical
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Studies　 of　 a　Bronzite　 and　 Chromite　 in　 the　 Yamato(b)　 achondrite.

　 A.　 Okada　 :　Petrological　 Studies　 of　 the　 Yamato　 Meteorites,　 Part　 I.　Mineralogy　 of

the　 Yamato　 Meteorites.

　 A.　 Okada,　 K.　 Yagi　 and　 M.　 Shima:　 Petrological　 Studies　 of　 the　 Yamato　 Meteor-

ites,　 Part　 II,　Petrology　 of　 the　 Yamato　 Meteorites.

イ 昭和基地周辺の地質学的研究

(研究代表者)諏 訪兼位(名 古屋大学理学部助教授)

(所内研究者)楠 宏(教 授)神 沼克伊(助 教授)

(所外共 同研究員)石 川輝海(名 古屋大学教務職 員)

1957年 南極 観測が始 まって以来,昭 和基地 を中心 に した,リ コツ ォホルム湾沿 岸や プ リ

ンス ・オラフ,プ リンス ・ハ ラル ド両海岸の露岸地域,そ れ にや ま と山脈な ど内陸 部の露

岩帯の地質調 査1が精 力的 に行われてい る.近 年,調 査もすすみ資料 も蓄 積され て き た の

で,こ れらの資料 を基に地質 図の作製 を行 うことにな った.

1年 に数取の割 合でその作製 が計 画 されているが,昭 和48年 度 には東西画 才ングル 島,

昭 和49年 度 には テォイヤー ・オ ングル カルベ ンの地質 図が完 成 した.こ れ らの地 質図 の縮

尺 は五 千分の一 であ る.

ウ 南極地域における放射平衡の研究

(研究代表者)川 口貞男(助 教授)

(所内研究 者)

(所外共 同研究 員)田 中正之(東 北 大学理学 部教 授)

(研究成果)

直達 日射量(勧 圭)の データか ら,山 本,田 中 メソー ドに よ り昭和基地の大 べ混濁度 の

研究 を し,1974年 度 日本 気象学会 秋季大 会において発表 した.観 測機 器の再 検定に ょ りデ

ーターの チ:1=ックを し,又1974年 中に昭 和基 地で得た波長別直達 「1射量 のデ ー7一 に よる

解析結果 を比 較検討 し論文に まとめる.

上記 研究 を更に進 めるた め田中考案の スモ ッグ メー ター を昭和 基地 で使用 す る こと を計

画 し,そ の検定 を行 った.

また放射 ゾンデのデー ター を使 い,エ ンダー ビーラ ン ド地域 の地 球大 気系 の長波長 放射

平 衡の研究 を進 めている.第1報 は1975年 度[体 ン協乏学会 春季大会に おいて発!ミの予 定.

工 重力解析による南極大陸の地下構造

(研究代表者)楠 宏(教 授)

〈所 内研究者)神 沼克伊(助 教授)

(所外 共同研究 員)溝 ヒ 恵(東 京大 学地震研 究所 助手)吉 田栄夫(広 島大学文学 部教授)

〈研究成果)

初年度は南極 で測定 した〒E力の測定値 の収 集 を行 った・約7,000点 での重力測 定値 を集
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め データカー ド化の作業 をすす めている.

また,昭 和基地南極点の往復旅行 で測 定 した重 力値 を用 いて解析 の方法 を検討 してい る。

オ 長周期地震計で観測した表面波の解析

(研究代表者)神 沼克伊(助 教授)

(所内研究者)

(所外共 同研 究員)千 葉平八郎(東 京大 学地震研究所助手)

(研究成 果)

本研究 の最 初の 目的は,昭 和基地で観測 した長周 期地震計 の記録 を解析 するこ とであ っ

た.し か し,研 究者 の一 人がマ クマ ー ド・サ ウン ド地域に行 くことにな り,簡 易型地震 観

測 器械 の開発 の必要 が生 じ,本 研究の 目的 をその開発に変更 した.

簡易型 の地 震観測 記録器はす でに海底地震計 で開発 されつ つあるが,そ れ を極地 で手軽

に使用 できる ように改 良す るこ とか ら始 めた.デ ー タ レコーダーのテープデ ッキは海底 地

震 計用の をそのまま使 用 し,広 帯域 で低感度 か ら高感度 まで増幅 可能な増幅器 を 試 作 し

た.さ らに南極 では細かい修理は不可能 なことか ら増幅器 一・つ一つ をパネルで 簡単に交 換

で きるこ と.機 械 のチ ェ ックや キ ャリブ レー シ ョンが容易 であるよ う設計 し,一 応 の成功

をみた.

(4)生 物 学

ア 越冬隊員に関する環境科学的研究

(研究代表者)松 田達郎(教 授)

(所内研究者)

(所外共 同研 究員)狐 塚 寛(科 学警察研究所)宮 下充正(東 京大学教育学部助教授)

(研究成果)

越冬隊 員の毛髪中の微量元素 を放射化分析法 に よ り測定 した.定 量 したのは水銀,金,

亜 鉛,銅,臭 素,ア ンチモ ンで,各 元素 について経 時変化 を調 べた.こ の中で水銀につ い

ては極地 での生活 を如実に示 す含有値 の集 中化 お よび減 少がみ とめ られた.と ころが帰国

後 再び上昇,分 散 の傾 向がみ られ出発前に もど りつつあ る.人 体の水銀汚染 に関す る極 め

て重要 な資料 が得 られつつある.

日本 及び南極にお ける放射性物質 の汚 染状 態 を人体 を通 して観測 する 目的 で越 冬隊員 の

出発前 と帰国後に測定 をするこ とを計画 し,本 年度 は第16次 隊 の出発前 の測定 を行 った.

すなわ ち自然放射性物質 に属す るものの代表 と して40Kを 対象 と し,核 爆発 に よる放射 性

降 下物 に よるものの代表 と して137C・ を東大 の ヒューマ ンカ ウンターを用いて測定 した.
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(5)寒 地 工 学

ア 極地建造物の研究

(研究代表者)佐 藤稔雄(日 本大学理工 学部教授)

(所内研究者)村 山雅美(教 授)

(研究成果)

極地建造物 の研究 と して,プ レハ ブ建築,不 燃建 築材'料特に プ ラス ターの応用 と開 発,

氷 雪下建築 について,寒 冷地 に適応 し,か つ施工簡便,1丘 硅」・ヒ較的 軽量な建造物 を寒 地 工

学の一環 として研究 した.

初年度 においては,昭 和基地 における建造物の変遷 をか え り見 て,ロ ケ ッ ト研究施 設 に

集約 され た極地建造 物の構造 を レビュー した.佐 藤 稔雄 が主宰 する 日本大学理工学 部研 究

班が中心 となって極 地建造物の開発研究 を行 った.

研 究成 り1は"THE　 DESIGN　 OF　 THE　 ROCKET　 LAUNCHING　 FACILITY　 AT

SYOWA　 STATION"　 T・　SATO,　 Z・　HIRAYAMA,　 T.　HANNUKIに 詳 しくま とめ られ,

1974年8月 ワイ オ ミングで開催 された　SCAR設 営 部会において,村 山雅美が これ を発 表

した.

イ 低温下における機械工学に関する研究

(研究代表者)粟 野誠一(日 本大 学理工学部教授)

(所内研究 者)村 山雅美(教 授)

(研究成果)

低温 一ドに おける機械工 学に関 する研究 を,エ ネルギ ー利用,廃 棄物 の処理等 の 変 換 生

産,車 輌,情 報伝達 等の移動伝達,建 物,土 イく等の環 境変造各工学 について開始 した.

初 年度に おいては,粟 野誠一 が主宰 する 日本大 学理工学部研究班 が主 とな って,風 力発

電機 の開発研究 を行 った.す なわ ち,南 極内陸基地 における電力供給 を目的 と して,0.5

kwAC100Vの 容量 を もつ軸型 ター ビ ン式風力発電機 を開 発 し,吏 に0.3kwAC--DC24V放

射型 ター ビン式風力発電 機の研究に入 った.

研 究成果は"SEVERAL　 TYPES　 OF　WIND　 ELECTRIC-GENERATOR　 DESIGNED

FOR　 JARE",　 S・　AWANOに ま とめ られ,1974年8月 米 国 ワイ オ ミングで 開 催 され た

SCAR設 営 部門 において村山雅美 が南極観測実施各国 に発表 した.
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(6)国 際共同観測

ア マクマー ドサウン ド地域の地学的研究(DVDP)

(研究代表者)永 田 武(所 長)

(所内研究者)楠 宏(教 授)神 沼克伊(助 教授)

(所外共 同研究員)倉 沢 一(地 質調査所)加 藤喜久 雄(名 古屋大学水 圏科学研究所助 手)

西 山 孝(京 都大大工 学部助手)鳥 居鉄也(千 葉工業大学教授)

(研究 成果)

南極 とい って も昭和基地 の反対 側,ロ ス海の西 岸の マ クマー ド・サウ ン ド地域:ま,活 火

山 が存在 し,ド ライバ レーと呼 ばれ る無雪 地帯があるな ど,地 学的 に大 変興味 ある地域 で

ある.こ の地域で掘削 を行 い南極大 陸の生 成史な ど地学 の総合 研究 を行お うと い うの が

「ドライバ レー掘削計 画」(DVDP)」 で ある.こ の計画 は 日本,米 国,ニ ュー ジー ラン

ド三国 の共同観測事業 と して1972年 か ら始 ま り1975年 暮 で終 了の予定 である.

極 地研 究所の発足 以後,日 本側は永 田所長 が代表者 にな り観測体制 も一段 と強 化された.

ユ974～1975年 には 日本か ら6名 の研究者が参加 し地球 化学,岩 石,二 次鉱物,地 質,地

震,火 山な どの各 分野の観測,研 究 が行 われた.

また,マ クマー ド基 地の地学研究棟 では 日本側が提 供 したX線 解 析装置,顕 微鏡,腎 石

薄 片製 作機,カ メラな どの諸計器,コ ピー器な どの文 房具 類が大変 よ く利用 され た.

(参考)

国立極地研究所共同研究員規則

(昭 和50年12月8口国立極地研究所規 則第20号)

(役割)

第1条 共 同研 究員は,国 立極地研究所(以 下 「研 究所」 とい う)の 教官(客 員研究部門

の教官 を含む.以 下同 じ)と 協力 して,極 地 に関す る研究 を行 うもの とす る.

(定義)

第2条 共 同研究員 とは,次 に掲 げる もの をい う;

一 研究 所の要請に応 じて,共 同研究を行 う外部の研究者

二 共 同研究 を行 うことを申請 し,承 認 され た外部 の研 究者

三 研究所 が実施 す る極 地観測事業(以 下 「極地 観測事業」 とい う)の 研 究観測 の研 究

代表 者(研 究所 の教官 を除 く)

四 極地 観測事業の研究観測 に従事 する ことが決定 した時か ら,極 地 か らの帰 国後1年

を経過 するまでの間の者(研 究所の教官 を除 く)
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(川間)

第3条 共同研究の期間は,3年 以 内 とする.た だ し,極 地観測事 業の研 究観測に係 る も

のにあ っては,そ の研 究観測が終 了するまでの間 とす る.

(イi,こ1ミニー者`)

第4条 共同研究 を行 うにあた っては,そ の 共同研 究組織に代 表者 を置かなければ な らな

い.

2代 表者 は,そ の共同研究組織 を代 表 し,そ の中心 とな って研 究計 画の取 りま とめ を

行 うとともに,共 同研 究の推進に関 し責[Eを もつ もの とす る.

3代 表者 は,外 部 の研究 者であ って も,研 究所 の教官であ って もさ しつか えない.

(連絡 書)

第5条 同一一・の研究室,教 室,研 究部門等に 同一の共 同研究組織 の共同研究員 が2人 以上

い ると きは,そ の うちの1人 を連絡者 と して定 めなければな らない.た だ し,代 表者 が

所 属する研究室,教 室,研 究部門等におい ては,こ の必要はない.

2連 絡 者は,そ の共 同研究 に関 し,研 究所及 び代表者等 と研 究室,教 室,研 究部門 等

の 共同研究員 との間の連絡 に当たる もの とす る.

(制限)

第6条 第2条 第1号 及 び第2号 の共同研究員は,特 別 の'il:情がない限 り,同 時 に2以 ヒ

の研究課題 について共 同研究 を行 うことはで きない.

(|÷i言著『)

第7条 研究所の教官は,外 部 の研 究 者と共同研究 を行 うことを希望す るときは,別 紙 様

式1の 共同研究計画書3部 を研究所 長に提1[1しなけれ ばな らな い.

2共 同研究 を行 うことを希望 する外 部の研 究者 は,研 究所の関 係教官 と研究 内容 をあ

らか じめ 協議の うえ,別 紙様式1の 共 同研究計 画 書3渦1を,研 究所 長に提 出 しなけ れ

ばな らない.

3前2項 の共同研究 員とな る資 格を有 する者 は,国 立,公 立 及び私立 の大学並 びに 各

省庁 及び地方公共団体の研究機関 その他 これ らに準 ずる研究機 関の研 究・者とす る.

4共 同研 究計画書は,申 請者 か ら直接提出 してもよい し,そ の所 属機関 の長か ら提 出

して 」、さ しつか えない.申 請 者か ら直接 提 出す る場 合は,そ の所 属機関 の長の承認 を

得 てから提 出 しなければな らない.

(採否 の決 定)

第8筥 研究所 長は,前 条の規 定に 基づき共 同研究計 画 、ll:が提 出 された ときは,原 則 と し

て,共 同研 究委員会及 び運 営協議員会議の意 見を考'隠して,採 択 の 可否 を決定 す るもの

とする.

(旅費 ノ之び研究費)

第9条 共 同研究員には,予 算 の範囲内で,旅 費及び研究費 を支 出す ることができ る.

2極 地観測`1撲 の研究観測 の研 究代表者 が,研 究観測のために国 内におけ る旅費 及 び

研 究費の 芝出 を希望す るときは,別 紙様式1の 共同研究計 画 書3部 を,研 究所 所長に提

出 しなければな らない.
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3研 究所長は,前 項 の共 同研 究計画書 が提 出された ときは,原 則 と して,共 同研究委

員会及び運営協議員会議 の意見 を考慮 して,支 出の可否を決定す るもの とする.

(研究報告)

第10条 国 内にお ける共 同研 究につい ては,代 表者 は,別 紙様 式2の 共同研究報告書3部

を,当 該年度末 までに研究所 長に提 出 しな ければな らない.2年 以上継続 して共 同研 究

を行 う場合は,各 年度末 ごとに共 同研究報告 書 を提 出す るもの と し,こ れ が提 出 されな

い場合は次年度以後 の共 同研究 を行 うこ とがで きない もの とす る.

2極 地観測事業 の研 究観測に ついては,研 究代表者は別紙様式3の 極地 観測共 同研究

報告書3部 を,各 年度末 ごとに,研 究所長 に提 出 しなければな らない.研 究観測 の全

体 が終 了 した と きは,研 究代表者は,別 紙様式3の 各年度 ごとの報告書 とは別 に,研

究観測全体に ついて別紙様式4の 極地観測 共同研究総合報告書3部 を,研 究観 測全体

の終 了後1年 以内に,研 究所長 に提 出 しなければな らない.

(論文等 の提 出)

第11条 共 同研究員 は,そ の共 同研究 に係 る論 文等 を印刷物に よ り発表 した ときは,共 同

研究 が継続 中であ ると,終 了後 であ るとを問わず,す みやかに15部 を研究所 長に提 出 し

な けれ ばな らない.

(雑則)

第12条 この規 則に定め るもののほか,共 同研 究員に関 し,必 要 な事項は,研 究所 長 が定

める.

附 則

この規 則は,昭 和50年12月8日 か ら施行す る.

4.科 学研 究費補助金 に よる研 究

(D昭 和48年 度

研 究
種 目

自然災
害特別
研 究

一般 研

究(C)

分科
細目

理学
431

研 究 課 題

地殻歪に伴 う電

磁気効果による

地震予知の研究

月岩石の磁気的

性質

研 究 代 表 者

氏 名 鵬 所 属

永田 武

〃

所長

〃

国立極地研
究所

〃

所内研究分担者

氏 名 職名

交付額(
千円)

1,200

1,500

課 題
番 号

802007
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(2) 昭和49年 度

研
種

自然 災
害特別「
研 究

究分科
n[細 目

総 合研
究(A)

理学

理学

理学
431

432

研 究 課 題

地殻歪に伴 う電
磁気効果に よる
地震予知 の研究

研 究 代 表 者

氏 名 瞬 所 展

細 蜥 鳴 音剛 研

一般研

究◎

太陽地球環境 国
際監視資料の活
用に基づ く地球
周辺空間の研究

多投ノ」・」血腫1舌動 と
テ ク トニクスの

関係の研究

研

一

部

～

学

一

里

あ

デよ大

究

.

束髪ナ教直

麟 の脚 勺畑1御

理学穰 織 李騙 宏教授.

岡 究L _1-一_一 ー一.一一

所内研究分担者

氏 躬 職名

平沢 威男助教
授

徳 治 教 授・名大理学部 神沼

[

舳 聰 立極地研

[川゜

〃

救助
授

伊克

男貞

ゴ
リ
L布

津宇

交 付額 課 題

(千 円)番 号

1,200902028i

2,300934029

2,600934024

1,100954073

1,000954079

●5

　1く

研 究成果 の発表

当研究所の専任及び客員の教官の発表

分類

超

ノ

物

理

学

顎 口 著 者 罐 詰断 ・柵 ・頁・発行所等

Hβemission　 during　 au-

roral　 breakup.

T.　 Oguti(東 大 理)

H.　 Fukunishi

(東 大 理)T
.　Tohmatsu

(東 大 理)T
.　Nagata

49.3

Mem.　 Nat.　 Inst.　 Polar

Res.　 Special　 Issue　 No.3

10-20

Auroral　 UV　 and　 X-ray

emissions　 in　 Antarctica

Auroral　 VLF　 emissions

in　 Antarctica

T.　 Tohmatsu

(東 大 理)
T.　 Oguti(　 〃　 )

E.　 Kaneda

(〃)
T.　 Nagata

M.　 Kodama

竺 化学研)
S.　 Kokubun

(東 大 理)T
.　Oguti(　 〃　 )

K.　 Hayashi

(〃)T
.　Nagata

49.3

49.3

21-28

〃

40-48

〃
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IA　 t・P・1・gi・al　 m・d・1　 ・f
ミ　the　 magnetospheric　 sub-

　storm

Auroral　 flare　 and　 solar

flare

T.　 Nagata

超

高

T.　 Nagata

Antarctic　 substorm

events　 observed　 by

sounding　 rockets

ionization　 of　 the　 D　 and

E-regions　 by　 auroral

electrons

T.　 Nagata

T.　 Hirasawa

M.　 Takizawa

T.　 Tohmatsu

(東 大 理)

49.

49.6

49.6

Revista　 Italiana　 di

Geofisisca

231/237-42

Space　 Science　 Review

Planet.　 Space　 Science

屑

物

Identification　 of　 hiss-

emitting　 aUrOral　 aCtivity

Cine　 catalogue　 of　 auro-

ral　 metamorphoses

T.　Oguti(東 大 理)
49.9

〃 49.10

Rotational　 deformations

and　 related　 drift　 motions

of　 auroral　 arcs

〃 49.9

Rept.　 Ionos.　 Space　 Res

Japan,28.124-128

UT-GRL-CIN-01-74

0ct.

Hiss　 emitting　 auroral

activity

J.　Geophys,　 Res,　 79

3861-3865

理

学

〃

Metamorphoses　 of　、aurora 〃

50.

50.3

Journ.　 Atoms.　 Terr.

Phys,37761-768

Mem.　 Nat　 Inst.　 Polar

Res.Ser.A,12,1-101

宇宙空間の科学

超高層物理

小 口 高(東 大理)
{149 .31

平沢威男他 i48.8

南 極 に お け る ロ ケ ッ ト飛 し

ょ う実 験 報 告1970-1973

鮎川勝 平 沢威男
国分征(東 大理)
大瀬正 美(電 波研)

50.3

NHKブ ック ス

「南極」共立 出版

Hydrogen　 emission　 and

lelectron　 aurora　 at　 the

lonset　 of　 the　 auroral
i
ミbreakup

T.　Oguti(東 大 理)

南 極 資 料521-42

気
Meteorological　 Data　 at

Mizuho　 Camp,　 Antarc-

tlcaln1971-1973

48.11

J.　Geophys.　 Res.　 78,　 31

7543-7547

象

川 口貞男 ・山田知
.充(北 大低温研)

1佐 々木 浩1(気象協会北海道)
49.12

JARE　 DATA　 REP-
ORTS　 No.　25

水l　 eau-West　 Enderby　 Land

象

l　Glaciological　 Research

!　Program　 in　 Mizuho　 Plat－

あ タ

1　East　 Antarctica.ミ

Part2.1969_1973

川 口貞男 ・山田知
充(北 大 低温研)50

.3佐 々木 浩

(気象協 会北海 道)

JARE　 DATA　 REP-
ORTSNo.27146-161

学

南極氷床国際共同観測計画

雪 氷学におけ る遠隔 測定国
際 シ ンポ ジウム

西尾文彦 ・楠 宏

楠 宏

49.12.雪 氷36,4,31-36

50.3 雪 氷37,1,38-42

t≡亨氷
.・'i毎e,1'〈 1楠 宏 148.81「 南 極 」 共 立 出 版
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Pd

T'1

'4-71

Integrated effect repeat-
ed mechanical shocks 
on shocks Remanent 
magnetizations and 
shock demagnetization

Magnetic properties of 
Apollo 11-17 lunar ma-
terials with special ref-
erence to effects of me-
teorite impact

T. Nagata

T. Nagata 
N. Sugiura 

     Mt:TT) 
R. M. Fisher 

    (US Steel) 
M. D. Fuller 
(Unv. of Pittsbu-
rgh) 
J. R. Dunn 

 // )

49. 3

J. Geophys 40 
   467-487

49. 3

Proc. Vth Lunar 
Conf 3. 

   2827-2840

Iron distribution and me-
tallic-ferrous ratios for 
Apollo lunar  samples  : 
Mdssbauer and magnetic 
analyses

G. P. Huffman 
    (US Steel) 

F. C. Schwere        
(  I, ) 

R. M. Fisher 
   ( ) 

T. Nagata 

G. P. Huffman 
    (US Steel) 

R. M. Fisher 
   ( ) 

T. Nagata

49. 3

Sci.

Electrical conductivity of 
lunar surface.  rocks  : 
laboratory measure-
ments and implications 
for lunar interior 
temperature

2779-2794

 F. C. Schwere 
     (US Steel) 

T. Nagata 

  ff--1-Afils • 
    (-.10(.1112;:WIJf ) 

T15.  RI 

    ,A4J 

     ( 
 [11  Tiqi(  U )  

I  TJ  I'  f-J.Z%  (-',):fm) 

A..1  )irT):111  ( 
 (1-0-1'1J-21  (  -11):PT) 

 fth  6  41,

49. 3

Coercivity maxima at 
low temperatures

 19641=12)1  ---1965.= 2  fj  0') 
      fc_I-Zri: 11-Htl

TT-% • if 741,"VT)1^?. 
1 t; 11,12:ER 

J_LI-ft.i7-1T(11 

 4  —  11 
 1973-741-1r3M1,1i-;-

49. 3 

5

2673-2688

49.

Earth Planet Sci 

ters 24. 120-124

Let-

 49.11
1

 A[It 19, 3, 

 Arlf 20, 1,

129-137 

37-47

50. 1 

48. 8

49. 6 

49. 6

 49.  12

     20, 16-20 

       f:5`f. iLilif 

:111..g.,R4C,28, 1, 87-98

 ti'ri  28,  6, 
   65-72

 fil4VR: 51, 67-98

29



生

物

学

Preliminary　 report　 on

the　 Japanese　 research

work　 in　 phase　 III　 of

DVDP

Stable　 isotope　 studies　 of

the　 salts,　 water　 and　 ice

from　 Ross　 Island　 core

and　 Lake　 Vanda.

Stable　 isotope　 studies　 of

salts　 and　 water　 from

Dry　 Valleys,　 Antarctica.

1.　 Origin　 of　 salts　 and

water,　 ahd　 geological

history　 of　 Lake　 Vanda.

南極 ドライ バ レー,バ ンダ
湖 の塩類 と水の同位体に よ
る研究

降 水中のSO,2一 の 由来 と大
気 汚染

南極の虫

T.　Torii

(千 葉 工 大)
N.　Nakai

(名 大 理)

N.　Nakai

(名 大 理)

N.　 Nakai

(名 大 理)

Y.　 Kiyosu

(〃)

H.Wada(〃)

M.　 Takimoto

(〃)

49.5

49.5

中井信之(名 大理)
他3名

50.3

中井信之(名 大理)
他2名

1松罐 郎

極地の生態

南極圏の生物相

陸の生態系

〃

〃

1
南極 の ツン ドラ生態 系

南極式積極生活

極地の生態

海の生態系

海氷の生物群集

極地海洋会議および南大洋
の海洋生物に関する委員会

そ の後 の サ ウ ス ジ ョー ジァ

人動車心理学のすすめ

Society　 of　 Automotive

of　 Japan　 and　 Society　 of

Automotive　 Engineers.

Australasia

〃

1 〃

〃

星合孝男

〃

〃

〃

〃

平尾 収
(東大生産研)

〃

50.3

50.3

48.

48.4

!48.8
48.8

49.1

14・.5

48.4

48.8

{4・ ・7

49.11

48.10

48.5

48.5

DVDP　 Bulletin　 No.3

149-155

DVDP　 BuUetin　 No.　 4

46-47

Mem.　 Nati.　 Inst,　 Polar

Re,　 Special　 Issue,

No.4,30-44

地 球 化 学,9,1,37-50

〃9(特 別 号)

118-124

レ ・セ クタ リー ム ・・

生 態 学 講座29,58-109

共 立 出 版

1嚇496-5・ ・共立 蹴

〃524-544 〃

1E・ ・ph・1・gi・ ・9

地球書館

生態学講座29共 立 出版
1-57

南 極502-524共 立 出版

海 洋 科 学,6,7,55-60

〃6,11,59-63

鯨研通信266

日本交通科学協議会第9
回総会発表予稿集

Automobiles　 in　 Urban

Areas　 lst　 Automotive

EngineeringConference

Paper　 7.
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寒

地

工

極

地

調

査

報

告

人動車の車線変更特 性 とス
テ ップ棋力特性 に対 す るハ
ン ドル系 の微分項 の影響

平尾 収
(東大生産研)

安部 正人(〃)

48.6
自動車技 術会論文集

1973年No.5

都市 と自動車
平尾 収

(東大生産研)
48.9期 目新 聞 社

熱 燗'自 蝉 系の問 〃49・8自 嚇 技術錨 習会教材

い 体 機械学 会誌77,人 間 の か か わ る機 械 系 の シ 〃49 .10一ケ ン ス制 そ卸129-34

自動 車 事 故 に 関 す る言1惹演自動 車 事 故 解 析 の問 題 点 〃49 .12 会 前刷 集1 --3

自動 軍 用 原 動 機 の展 望 一 工 燃 料 協 会 誌53
,571,ネ ル ギ ー 問 題

,環 境 問 題 に 〃49.11907-914

よせ て

船 舶技 術 研 究 所 報 告10-7超 低 温 タ ンクの 防 熱 方 式 上 村 晃48
.12(ll)(船舟釣支石井)367 -370

舞冷用材脚 蜥 の研 〃 一 覆鍵 欝ll癬

灘 羅 の超低温域にお 〃4911111ヒ プ論 ζク'2°'

第登霞雑 地欝 欝
1… 国 鯉{〒4&9轍 猟 ・7,・一・・

第懸 麟 糟 ‖糖
9721小 ・ 高(東畑)・9・ ・醐 猟 ・8,・-36

第麟 離 地堺 欝
21清1鶴 編1、1部)49・3醐 猟49,38-48

第躍 鵬 響 摺耀
9731川 ・期49・31〃49-7・

錦鱗 雑 地鑑 蠣
4村 山膿1498嚇 猟5・,41-74

讐 鰯 聾地騨 醤3-T}毒 一一宏 一4912南 蔽 べ51,・'S'」,"E

(2) 所外の極地観測隊員等の発表

楠瀬 昌彦

第11次 南 極地 域観測隊宇宙(高 知大文理)
線部 門報告 小玉正弘

(玉里イヒtlt・fiJII)

み ずほ観測拠 点におけ る地 福 西 浩 熊 大理)

磁気脈動 観測 服㍗1

11有 極 資*こ1・,47,12-3848
.9

48.9〃39-45
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超

層

物

理

学

昭和基地におけ る電波 オー
ロラの出現特性

城 功(電 波研)
坂元敏朗(〃)

南極昭和基地にお ける乱流 安達隆 史
観測(1)(東 北大理)

南極昭和基地での超音波風
速温度計による大気乱流観
測

真木太一
(農業技術研)

48・9|離 酬47・46"61

48.9 〃 62-76

49.1 〃48,37-51

1970年,1971年,1972年 に 玉 井 英 次 ・境

おけ る銀河宇宙線 中のヘ リ
ウム成分

低周波 パルスサ ウンダーに
よる下部電離 層観測 の基礎

実験

Results　 of　 rocket　 exper-

iment　 at　 Syowa　 Station

(magnetic　 field)

E領 域 の低 周波 プ ラズマ波
動 の観測

差動 レゾナ ンスプローブ(電
子密度測定)

南極 ロケ ッ トに よるプラズ
マ波 動の観測計画

南極 におけ る人工雲実験

オー ロラ粒子 とプラズマ波

動 の同時観測

南極 ロケ ッ トに よるプラズ
マ波動実験

孝祐
成 田信男 ・小倉紘一
湖上最一・

(日大生産工 学)

49.3 〃49, 1-12

宮崎 茂(電 波研)

Y.　 Kato

(東 海 大 工)
1.　Aoyama

(〃)
F.　 Tohyama

森 弘隆
(電波研究所)

小川思彦
(〃)

宮崎 茂
(〃)

49.3

49.3

〃 17-31

〃 32-37

50.3 〃52,43-50

竹屋芳夫

南(大露 市立灯)1〃
(〃)1

〃 51-55

大家 寛
(東北大理)

加藤 進(京 大 工)
堤 四郎

(大阪市立大 工)

伊藤富造
(東大宇宙研)

〃

〃

〃

松本 紘(京 大 工)1 〃
木村磐 根(〃)1

オ ー'ロ ラ粒 子 の 観 測

1松 本治弥

(神戸大 工)

Glass-sealed　 Langmuir

probe　 お よび　　electron
temperature　 probe　 に よ

る極 域 電 離 層 の 観 測 一 電 子

小 山孝 一郎
(東大宇宙研)

平尾邦雄
(〃)

〃

〃 56-59

〃 60-63

〃 64-65

〃 66-73

〃 74-77

〃 〃 78-91
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超

層

物

理

密度 ・温度の 測定一

極域 電 離 層 に お け る プ ラズ
マ銃 を用 いた　　controlled

actlve　 experlment

宮 山奇:茂(',{lit波 石Jl)

河島信樹 ・矢守 章!
.佐々木 進 ・村里 幽幸三男`

村 岡 昇 一 ・金 子 修

(東 大f.j':宙研)

発光雲法による風の観測 中村純 二
(東大教養)

鷺 熾 鑑 蠕 品M・K° 部 禮1、研)
Station.　 Antarctica　 in

1971-19731

〃

〃

Results　 of　 rocket　 obser-

vation　 of　electron　 density

at　 Syowa　 Station

Rocket　 observations　 of

plasmadensityirregulari-

ties　 in　the　 polar　 E　region

南 ・極貧*斗,52,92-98

〃

S.　Miyazaki

(電 波 研)

〃

高

「H
.M。,i(電 波 研)

.T.　 Ogawa

ミ(〃)l

S.　 Miyazaki

(〃)

Ion　 composition　 measure-

ment　 with　 a　 rocket・

borne　 mass　 spectrometer

at　 Syowa　 Station.

〃

99-114

〃

〃

〃

115-127

Preliminary　 report　 of

rocket　 observations　 of

the　 auroral　 hiss

128-140

〃 141-146

N.　 Fugono

(電 波 研)

T.　 Suitsu

(〃)

1.　Iwamoto

(〃)

Study　 of　 the　 attitudes　 of

rockets　 launched　 at　 Syo-

wa　 Station

T.　 Kamada

(を|ソく?tLE'1[1石ブF)

1.　Aoyama

(東 海 人 工)

F.　 Tohyama

(〃)

〃

〃

〃

〃

147-150

Magnetic　 field　 measure-

ments　 by　 a　 rocket

151-155

〃 〃

F.　 Tohyama(〃)

Y.　 Kato(　 〃　 )

1.　Aoyama

(〃)

〃

156-159

Measurement　 of　 the

auroral　 electric　 field　 (1)

H.　 Ishikawa

(名 大 空 電 研)

M.　 Takagi

(〃)A
.　Iwata

(〃)

〃 160-165

第12次 南極地 域観測隊
雪氷部 門概 報1971-1972

山田知 充
(北大 低温研)

木村恒 美
(日本特殊 土木)

中尾iE義
(北大低 温研)

〃 〃 166-168

48.9 〃 47,77-85
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気

象

くオ

象

学

Distribution　 on　 firn　 tem一 K.　 Satow

peratures　 in　 Mizuho　 Plat一 (京大 防災研)
eau　 and　 West　 Enderby

Land,　 East　 Antarctica

0.　Watanabe

(名 大 理)
49.1 南 極 資 料,48,52-69

C.　 Nakajime

(京大 防災研)

第13次 南極地域 観測 隊 藤沢 格
気象部 門報告1972 (気象庁観測部)

福谷 博
(〃)

49.3 〃49,72-90

白土武久
(高層気象台)

昭和基地沿岸からみずほ観 山田知充

測拠点に至る地域の気象状 (北大低温研) 49.8 〃50,1-20

態につい て

東南極みずほ観測拠点にお
ける地上気象観測 佐 々木浩(北 大理) 49.8 〃50,21-28

第12次南極地域観測隊 中西秀二
気 象部門報告1971 (気象庁観測部)

福井徹郎
(〃)

49.8 〃50,75-90

村松照男
(〃)

第14次南門極地域観測隊 小妻 司
気象部 門報 告1973 (気象庁観測部)

上橋 宏
(〃)

49.12 〃51,53-66

中村国書
(〃)

Characteristics　 of　 wind T.　 Adachi 工Meteor.　 Soc.　 Japan

temperature　 fluctuation

above　 the　 sloping　 surface

(東北大理) 49.12
52

at　 Syowa　 in　 Antarctica・

熱収 支 を考慮 した斜面 下降
風の非定常 モデル

坂本雄三(北 大理)
石 田 完 49.3

低 温科学 物理篇31
87-105

(北大低温研)

南極昭和基地における雲物
理学的研究 菊地勝弘(北大理) 49.10 天 気,21

-

第14次南極地域観測に参加 小林俊一

して一南極 におけ る接地層 (北大 低温研) 50.1 天 気,22

研究

南極深 層水 と リュツオホル
ム湾 沖合 の海洋構造 との関

菱田昌孝
(海上保安庁水路 50.3

Report　 of　 Hydrograph-

ic　 Res.　 10

係に つい て 部)

昭和基地付近産岩石の絶対
年代とその考察

矢内桂三
(東北大 理)

植 田良夫

49.1 南 極 資 料,48,70-81
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リュツオ ホル ム湾東岸 の隆

起 汀線 と貝化石の14C年 代

Discovery　 of　 Kiri　 Nuna-

tak,　 Enderby　 Land,　 East

Antarctica,　 in　 1970

Ice　 fabric　 studies　 on　 a

75m-10ng　 core　 drilled　 at

Mizuho　 Camp,　 East

Antarctica.

森脇喜一・
(広大文理)

H.　Shimizu

(北 大 低 温 研)
A.　Yoshimura

(国 土 地 理 院)

態.

M.　 Nakawo

(ゴヒノくff.kil,,t石Jl:)

南極 リュツォホルム湾 ラン
グ ホブ デ地域 の地 質

一

石川輝海(名 人理)

49.1

49.3

南 極 資 料,48,82-90

〃49, 13-16

地

球

L

Deuterium　 content　 of　wa-

t・・　 sub・t・nce・　 i・l

I　Antarctica.　 Part-II.

iGeochemistry　 of　 deute-|

rium　 of　 lake　 waters　 in[

Victoria　 Land.　 　 　 　 　 　 　ミ

1

49.8i 〃50, 29-34

49.12

M.　 Ambe

(相 模 中 央 化 学 イi刑

〃51, 1-17

49.1 〃48, 100-109

1南 極に おける宇宙物質に関
[す る研究(皿)1限石に

ついて

1

島 正 子

(Max　 Planck
Inst.)

岡 田 昭 彦

(里里イヒ'r)'r石JF)

島 誠(〃)

学 　

(IV)

や まと医員不汀こつ い て

島 誠
(理 化 学 研)

岡 田昭 彦

(〃)

311i]ピ 子

(Max　 Planck
Inst.)

や ま と匡貴石(1幸lf・亟,産)
島 誠

(玉里イヒ'学:石井)

1972-1973年 夏 に お け る標

識 ペ ンギ ンの 帰 巣記 録
オ ング ル カ ル ベ ン島 を 中心生

と した ア デ リー ペ ンギ ンの

標 識 調 査 幸1乏告

青柳 昌宏
(東教大教)

48.9 〃47, 86-97

49.1 〃48, 91-99

49.7 極 地,19 23-29

物

学

　Observation　 data　 of

　sea　 birds　 in　 the　 Subant-;
　arctic　 Ocean　 during　 the
!　
outward　 cruise　 of　the　 13-

th　 Japanese　 Antarctic
|　Research　 Expedition　 1971

-1972

・h・IM・A° ざ桀顯 教)

49.1 南極 資 料,48,142-147

49.1 〃 148-151
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1物

学

越冬隊員の毛髪中微量元素
について

画 才ングル 島大池 より得た
ケイ藻

プ リンス ・オラフ沿 岸地域
におけ る植生(予 報)

狐塚 寛
(科学警察研)

福島 博
(横浜市立大文理)
綿貫知彦
(神奈川県衛生研)
小林艶子
(横浜市立大文理)

小林圭介
(滋賀県立短大)

Surfacewaterchlorophy-　 T.　 Hoshino

11-a　 contents　 observed　 l

認識 言,霊鑑囁綱
ember1973-April19741

(広大理)

46.7

49.8

極 地,19, 13-15

南 極 資 料,50,35-40

49.12南 極 資 料,51,18-28

1

49.12 〃 29-38

Oceanographic　 data　 of

the　 15th　 Japanesc　 Antarc-

tic　 Research　 Expedition

1973-1974

生物に よる汚濁 の探 りかた

南極 リュツオホルム湾沿岸
露岩地 帯の藻類植 生

南極昭和基地における越冬
生活と体力の管理に関する
考察

深 層 コ アボ ー リング 計 画

ドライバ レー深 層掘削の実

施状況

ドライバ レー掘削 調査に参

加 して

ドライ バ レー掘 削 プ ロ ジ ェ

ク ト第一▲回 セ ミナ ー

警氷掘削 国際 シンポジウム報

告

エジロブ削掘一レバイーフ
ト

ド

ク

国
際
共
同
観
測

(
ド
ラ
イ
バ
レ
ー
掘
削
計
画
等
)

ドライ バ レー掘 削 調 査

1973-1974年 隊 報 告

1
49.12` 〃

福 島 博
(横浜 市立大文理)
小林 艶子
(〃)

50.1 極 地,20,2,

秋 山 優
(島根大教育)

99

73一82

　

　

a
騨露

"

沮
触

M

G

L

く

49.12

蜂須 賀弘 久(京都教大)
48.9

丁島根大教育学部紀要8
自然科学編37-50

京 都 教 育 大 紀 要Ser.
B,43,67-80

鈴木義男(北
大低温研)

鳥 居鉄 也
(千葉工大)

綿穣邦彦
(東大教養)

綿種邦彦
(東大教養)

鈴木義男
(北大低温研)

鳥居鉄也
(千葉工大)

鳥居鉄 也
(千葉工大)

中井信之(名 大理)
倉沢 一

49.1極 地,18,22-33

49.1 〃 34-42

1

49.71極 地,ユ9,

50.1

50.1

49.7

49.12

〃20,

53-57

40-43

〃 44-47

学 術 月 報,27,7

南 極 資 料,51,67-98
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1

際

ト

」、

ー

rノ

可

観

測

(地質調査所)
吉 田栄夫(広 大文)
綿稜邦彦

(東大 教養)
大野正一一

(地質調査所)
森川 日出貴

(東工 大工材研)1
中 山紘 一・

(極地振興会)

マ クマ ー ド・オア シスの塩

湖 の水質 とくに栄 養塩 類の

分布に ついて

Geochemical　 Studies　 on

the　 minerals　 obtained　 by

the　 Dry　 Valley　 Drilling

Project

[1

鳥 幟 吾
畑 ニノ、)1S。.3!地 ・求職9・ ・-36

11

1鑓蹴:一癖 繍 懊

6.研 究談 話会

当研究所 の教官(客 員 を含む)及 び所 外の 共同石斤先 員その 他の 極地 関係者か ら,研 究 成

果,研 究上の話題,主 要 な国際会議の概 要等 を聴 き,意 見交換 を行 うため,研 究談 話 会 を

開い てい る.

(D昭 和48年 度

期

日召禾048イ ド10」ヨ12日'

12月13日

49fド2月19H

越 Ir者

孝

藪

田

合

田

永

楠

星

永

|一一

武l　 Auroral　 Substorm

宏　 EOLE人]二 衛 星 に よる 南 極 の 氷 山 の㍑1流 調 査

男 海 氷 の 生 物 群 集

武 刀 の 物 理 学

(2)昭 和49年 度

期 日i講 演 者

昭和49年5月2nl川

9刷 平

22日;西

6月5口 大

19目 星

1楠

27「1鮎

貞

戒

文

佳

孝

白

沢

尾

山

合

川

男

男

彦

邦

男

宏

勝

題 ヨー

気象海洋会議 の話題(メ ルボル ン)

第14次 越 冬隊 の成果

氷 河学校(ア ラスカ)と 氷河 学の話題

昆虫の凍結に ついて

極 地海洋会議 の話題(モ ン トリオール)

DVDPセ ミナーの報告(シ ア トル)

南極 ロケ ッ ト観測につ いて
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7月17日 神 沼 克 伊 南極の地震に ついて

9月18日 滝 沢 美代子 極 低 温 に よ る偏 極Bi-210(RaE)の β線

10月9日 松 田 達 郎 第3回 南極生物学 シンポジウム(ワ シ ン トン)
「南極生態系 における適応」

18日 吉 田 栄 夫 南極の氷期と氷床の変動に関する諸問題
(広島大学文学部

教授)

23日 永 田 武

村 山 雅 美 第13回SCAR会 議(ワ イ オ ミ ング)に つ い
て

松 田 達 郎

30日 村 山 雅 美 最近の砕氷船に ついて

31日 諏 訪 兼 位 南 極 の　Dufek　 岩 体 と南 ア フ リ カのBushfeld

(名古屋大学理学 岩体につ いて
部助教授)

11月20日 平 尾 収 車輌用原動機一 エネル ギー問題に よせ て一
(東京大学生虚抜

術研究所教授)
(国立極地研究所

客員教授)

29日 楠 宏 各国 の南極雪 氷研究の現況につい て

12月4日 神 沼 克 伊 氷 霧(lcequake)に つ い て

11日 平 沢 威 男 自然電磁波

18日 島 誠 南極 の明 石に つい て

(理化学研究所主
任研究員

昭和50年1月16日 中 井 信 之 ドライ バ レーにお ける物質移動 につい て

(名古屋大学理学
部助教授)
(国立極地研究所
客員助教授)

2月7日 大 町 北一郎 南極 の資源問 題について
(地質調査所鉱床

部長)

2月18日 小 口 高 オ ー ロ ラ嵐 と磁 気 圏

(東京大学理学部
教授)
(国立極地研究所

客員教授)

3月19日 溝 上 恵 Data　 Processingに つ い て

(東京大学地震研
究所助教授) 1一

(注)所 属 が記 してないのは,当 研究所 の教官 であ る.
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7.研 究 所 主 催 の シ ンポ ジウ ム

名 称 第1回 ロケ ッ トシンポジウム

開 催 日 昭和49年7月3日(水)

場 所 国立教育会館中会議室

概 要

極 地域 の 超 高 層 物 理 現 象 で あ る オ ー ロラ ・フ レヤ ー の機 構解 明 を 日的 と して,昭 和 基

地 に お い て ロ ケ ッ ト実 験 が 実施 され た.

この ロ ケ ・ト実 験 は,第1次 計 画 と して昭 和45年(1970年)の 第11次 観 測 隊 のS-160

型 ロケ ・・ ト2機 の テ ス トフ ライ トか らは じま り,昭 和46年(1971年)の 第12次 観 測 隊 か

ら,昭 和48{F(1973年)の 第14次 観 測 隊 ま で の3年 間 に わ た り,S-210型 ロ ケ ッ ト を

中 心 とす る本 格 的 な 冬期 の 打 ち上 げに よ る観 測 が行 わ れ た.

打 ち上 げ られ た ロケ ッ トの数 はS-160型4機,S-210型19機 で超 高 層 物 理 現 象 に 関

す る貴 重 な観 測 デ ー タが 得 られ た.

また,昭 和51年(1976年)か ら は じま る国 際 磁 気 圏 観 測 計 画(IMS)に も とつ く第

2次 ロケ ッ ト観 測 が 再開 され る こ とに 鑑 み,そ の 成 果の 発 表 と第2次 計 画 に つ い て の シ

ンポ ジ ウム が開 催 され た.

な お,シ ンポ ジ ウム の 詳 細 は 「南極 資料52U-」 に 発 表 され てい る.

プ ロ グ ラ ム

1第1期 南極 ロケ ッ ト観測 成果

座長 小 口 高(東 大理)

1.南 極 ロケ ッ ト観測 の経過

魚占∫1「月券・(k亟y也石井)

2.南 極 ロケ ッ トの 姿勢に ついて

1?山 厳 ・遠 山文雄(東1毎 大工)

3.オ ーPラX線 観測

小玉正弘(理 研)小 口 高(東 大理)

4.オ ー ロラ真空紫 外お よびX線 の観測

笠松隆夫 ・小 口 高 ・金 田栄祐(東 大理)永 田 武(極 地研)

小玉 正弘(理 研)

5.オ ー ロラ真 空紫 外2色 観測

金 田栄祐,国 分征,笠 松隆 夫(東 大理)

6.電 子 密度温 度の観測

宮崎 茂(電 波研)
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7.電 離層 プラズマのゆ らぎの観測

森 弘隆,小 川忠彦,宮 崎 茂(電 波研)

8.イ オ ン組 成の観 測

春野信 義 ・蔵本 厳 ・水津 武(電 波研)

9.磁 場の観測

青山 厳 ・遠山文雄(東 海 大工)

10.電 場の観測(1)

小 川俊 雄(京 大 工)

11.電 場の観測(皿)

石川晴治(名 大空電研)

12.オ ーPラ 雑音電波の観測

鎌田哲夫(名 大空電研)

皿 第2期 南極 ロケ ッ ト観測 の計画

座長 木村磐根(京 大 工)

1.第2期 ロケ ッ ト観測計 画の概要

小 口 高(東 大理 ・極地研)

2.人 工雲実験

加藤 進(京 大工)堤 四郎(大 阪 市大 工)

3.発 光雲 による風 と限界

中村純二(東 大教 養)

4.プ ラズマ波観測

大家 寛(東 北大 理)

5.オ ー ロラ粒子 とプ ラズマ波動

伊藤 富造(東 大宇宙研)

6.プ ラズマ波動実験

松本 紘,木 村磐根(京 大工)

7.コ ン トn－ ル ・プラズ マ実験

河 島信樹(東 大 宇宙研)

8.電 子 密度,温 度測定(1)

小 山孝一 郎(東 大宇宙研)宮 崎 茂(電 波研)

9.電 子密度,温 度測定(皿)

竹 屋芳夫 ・南 繁行(大 阪 市大 工)

10.オ ー ロラ粒子の測定

松本治弥(神 戸大工)
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8.研 究所 外 での講演,講 義等

氏 名
官 職

題 目 発表年月 主 催 者 受 講 者 開催場所 講 演 等 要 旨

小口 高 宇宙空間 昭49.9 岡山大学 80名 岡山大学 概 論
(教 授) の物理学

オー ロラ
の諸変態

49.7 ブ リ テ ィ

ッ シ ュ コ

15名 ブ リ テ ィ

ッ シ ュ コ

昭和 基地で の オ ー ロ
ラTV観 測結果に つ い

ロ ン ビア ロ ン ビア て

大学 大学

楠 宏
(教 授)

白旗中尉
と南極観
測

50.1 秋田県金
浦町教育
委員会

一般 金浦町公
民館

白癩 隊い らい 日本 の南

極観 測の成果 と今後 の
動 向.(金 浦町(出 生
地)で 例 年開催 され る
白旗中尉の生誕記念)

＼ 行事,

〃 南極の雪
氷研究の
最近の動

49.12 北大低温
科学研究
所

雪氷研究
者

北大低温
科学研究
所

南極氷床の国際共同研
究および日本南極観測
隊による最近の成果を

向 の べ た.

中井信之
(助教授)

琵琶湖堆
積物より
みた後期
洪新世に
おける気

49.6 オ レゴン

州立大学
地 質学部

地質学教
室職員,
大学院学
生

オ レゴン

大学地質学教室

琵 ≡琶湖の200mコ アー
・サ ンプルの同位 体組

成 か らみた中部 日本 の
気候 変動 と氷河活 動 を
対 比 し,氷 河一 間氷期

候変動 の温度差 を議論 した.

〃 南 極 ドラ

イ バ レー

49.6 オ レゴン

州立大学

地質学及
び海洋学

オ レゴン

大学地質
南極 ドライバ レーの同
位体 的研究か ら,　Dry

地域の地
史

地 質,海
洋学部

教室職員
および大

学教室 Valleysお よび塩 湖の

生 い立ち と歴 史を考 察
学院学生 した.

麟 蕎靡 臭う
49.6 日本地球

化学会例
日本地球
化学会会

東 京 南 極 ドライ バ レー の,
Vanda湖 に つ い て,

ダ湖の安 会 員 および 同位体組 成 よ り,水 と

定同位体
一般 溶在塩類の歴史が異な

に関す る る こ とを 指 摘 した.

研究

松田達郎 南極 と生 49.10 広島女子 学部学生 広島女子 南極の越冬生活と研究
(教 授) 活 大学 大学 活 動について

〃 南極の生 49.11 北大 ・水 学部及び 北大 ・水 南極 の陸 上 を主 と した

態系 産学部 大学院学 産学部 生態 系につい て

生
　 一一 ー へ

星合孝男 生態学 48.8 宮城教育 学部学生 宮城教育 一般教養 と しての生 態

(助教授) 大 大 学全般 につい て

〃 白旗中尉 49.1 秋田県金 一 般 金浦町公 日本の南極観測の成果
と南極観 浦町教育 民館 に ついて

測 委員会
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皿 資 料 系 の 活 動

1.極 地に関す る資料 の収 集,保 管,利 用

資 料系は,極 地に関す る資料 を収集,整 理,保 管 し,所 内及び所 外の研 究者 の利用 に供

す るこ とをその主要 な任務の一つ と しているが,昭 和48年 度及び49年 度 は,研 究所 が発足

して間 もない ことや,建 物が狭隆で あること等 のため,資 料 を研 究所に収集,保 管 し,利

用に供 する業務 自体 の多 くは新庁舎の完成 をま って行 うこ ととし,こ の両年度 は,主 にそ

のた めの事 前準 備 と して,各 観測隊員 が全国各地 のそれ ぞれ の所 属大学 等に持 ち帰 った資

料 の所在,数 量,保 管状 態等の把握に つ とめた.そ の結果,次 の とお りの資料 が確認 で き

た.

層

象

氷

理

質

学

物

高超

気

雪

地

地

医

生

約8,500巻 テ ー プ ・チ ャー ト ・フ ィル ム

約2,000点 記 録 紙 ・フ ィル ム

氷 ボー リ ング コ ア130m分,他 ・雪 ・氷 サ ンプ ル

約200点 岩 石 ・海 底 堆 積 物 ・貝 化 石 等

約1,500点 岩 石 標 本

約100点 土 壌 ・尿

約3.000点 動 植 物 標 本 ・ス ライ ド

また,南 極観測隊員に たい して出発 前に南極 で得 られる資料 の取扱 い及び資料整理 の手

続 き等 につい て説明 を行 った.

2.共 同利 用 の施設設備

資料 系は,資 料 の保管並 びに資料 の分析 のため所 内及 び所外 の研 究者 が利用 できる共同

利用 の施 設設備の管理運用 もその任務 の一 つ としてい る.昭 和48年 度及 び49年 度は,次 年

度以降 におけ るこの施設設備 の導入に備 えて,機 種の選定,周 辺機器,利 用方法等に つい

ての検討 を行 った.主 な施設設備及 び担 当教 官は,次 の とお りで ある.

電子計 算機(神 沼助教授,滝 沢助手)

電子顕 微鏡 ・X線 マイ ク ロアナライザー(松 田教授)

低温庫(村 山教授,上 村助教授)

また,現 有の ミニコ ンピュー ターで,研 究系の教 官 と共 同 して,デ ー タ解析 を行 った.

3.南 極地域観測資料整理費

南極におけ る観測,調 査 で得 られたデー タ,標 本等の資料 は,隊 員 が南極か ら帰国 した

後,南 極地域観測事業 費の一 部である資料 整理 費の配分 を受 けて,翌 年三月 までの間 に整
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理 を行 うことにな ってい る.

資料整 理費の配分 の決定 は,南 極本部(文 部省 国際 学術 課)で 行 うが,そ の原案は,隊

員の 申請 を基礎 と し,資 料 系 が中心 とな って隊 長,研 究系,事 業部等 と協 議 しつつ作 成 す

る.

資料整 理の結果に つい ては,隊 員帰国後,約 一 年を経過 したの ち,資 料整理報告書 の提

出を義務 づけて資料整理 の概要,成 果の把握に つ とめている.

昭和49年 度南極地域観測資料整理報告一覧

(1)第14次 南極地域観測隊(越 冬隊)

研 究 課 題

(研究観測)

1.極 光の物理的
構造 の研 究

の号信FL
定

域
層

る

地
離

よ

ラ
電

に

ロ
域
波

[
低
電
究

V
測

オ

の
の
研

λ

3.ロ ケッ トに よ
る極 光中の電
流,電 磁波他

物理量 の直接
測定

4.南 極高 気圧の
生成 お よび構
造 の研究

5.大 陸氷縁辺 部
の氷河地形学

的研究

6.エ ン ダ ー ビ ー

籔馬 尚
電波研究所
技官

平沢威男
国立極地研
究所助教授
魚占川 勝
国立極地研
究所助手

研究代表者
又は担当機
関

永田 武
国立極地研
究所長

桜沢 晃
電波研究所
主任研究官
鎌田哲夫
名古屋大学
空電研究所
助教授

永川 武
国立極地研
究所長

!」、ン{木イ菱一ーー|」|木 与ξ≡一一

北 海 道 大 学1東 北 大 学 名

低 温 科 学 研1誉 教 授

究 所 助 手
i

小元久仁夫
東北大学理
学部助手

吉川虎雄
東京大学理
学部教授

実 施 の 概 要 成 果
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ラン ド地域の

雪氷 学的研究
氷河 の水収支
の研 究

7.南 極水 圏の物

質循環 に関す
る研究

8.地 磁 気の極域
短周期諸 変動
の研究

9.「 ひ と」 の寒

冷馴 化の研究
病源微 生物の

研究

(定常 観測)

1.極 光 の写真観

測,全 天 カメ
ラに よる観測

2.直 視 磁力計に
よる地磁 気三

成分連続 観測
お よび 同上基

線決定 のため
の絶対測 定

3.自 然地 震観測

4.地 上 気象観測

高 層 〃
天気解析

北海道大学
低温科学研
究所助手
横山宏大郎
京都大学
防災研究所
大学院生

北海道大学
低温科学研
究所教授

料
表
ら
す

資
床
れ
寸き

ロ

の
氷

こ
灸

日

　
ル

璽

た
に

の
お
れ

も

鎖

こ
ら
と

角
点
得

と

三
測
が
果

用

0
ル
結

定

14
ト
測

測

,
ク
観

動

果
べ
の

流
結

の
他

床

の
動

の

氷
析
流

そ

タ
よ

[
お

レ
お

ス
の

イ
形

ア
地

る
盤

け
基

定予表発に等゚

お
り
た
料

に
よ

っ
資

域

に
な
極

全
果

に
南

ト
結

か
報

一
の
ら
彙

ル
測
明
研

行゚
観
が
地

の
解
面

を
る
旅

一
そ
極

平林順一
東京工業大
学工学部技
官

桑島正幸
気象庁地磁
気観測所研
究官

三宅泰雄
東京教育大
学理学部教
授

永田 武
国立極地研
究所長

湖沼水 約150点 について分析 が終 了,
塩 類析 出物に ついては粉末X線 回析を
行 い,鉱 物 同定 を行 った.こ れ らを合
せて,そ の成 因,生 成環境 を推定する.
空気中のCO2観 測 についてはデ ーター
の整理 を終 り解析 する.

ヤ
子

し
波
進

チ
電

と
電
を

,
ら
主
然
究

器

か

自゚
研

析

一
た

,
て

分

サ
め
光

つ

数

[
進
極

ぼ

波

レ
を
と
し

周

ト
析
動
を

は
ブ
解
変

マ

録

[
て
諸

一

記

力

っ
期

テ

プ

は
使
周

に

゜

一
録

を
短
連

る

テ
記
機
域
関

い

気

ト
算
極

の
て

磁

[
計

て
と
め

坪井誠吉
神戸大学医
学部第三内
科大学院生

鮎川 勝
国立極地研究
所助手

鮎川 勝
国立極地研
究所助手

神沼克伊
国立極地研究
所助教授

高橋正義
東京大学地
震研究所技
官

吉村寿人
兵庫医科大
学教授

1撃 禦饗ξ占奪鵬 鰯 醤
帰 った標本 の分析 も終 り,結 果 を整理
中,極 地研彙 報,南 極資料に発表予定.

国立極地研
究所

国立極地研
究所

国立極地研
究所

写 真 観 測 に つ い ては,現 象 処 理 後 ス ラ

イ ドフ ァイ ル に整 理,保 管,全 天 カ メ

ラ に よ る観 測 に つ い て は,20,000フ ィ
ー ト分 に つ い て 編 集 を終 了 した .　WD

Cに コ ピー を送 る予 定

三成分 デー ターの編集お よび編集後の
マイク ロコピーの作成 まで終 り,資 料

整理 は完了.

HES地 震計及 びLP地 震計 の記録の

読取 り及び整理.昭 和基地 の三点観測結 果
の読取 り.

小妻 司 気象庁
気象庁観測|
部技官
上橋 宏

ノノ

中村 匡善i
〃

デ ー タ ー整 理 後 次 の 出版 物 と して公 刊

1.　 Antarctic　 Meteorological　 Data,

　 　 vo1.　14　Meteorological　 Data　 of

　　 Syowa　 Station　 in　 1973.　 Japan

　 　 Meteorological　 Agency.

2.第14次 南 極 地 域 観 測隊 気象 部 閂 報

告,1973,南 極 資 料51号

陣 牟E・]一・・1電 波確 所
次 の出版物 として公刊
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1所究

尚

研

〃

波
官
爵

雷
鼓
籔

2.

3

一

[
強

る
の

レ

タ
界

よ
収

ラ
測

一
電

に
吸

口
観

メ
び
定
層

測

一
の
オ

よ
測
離
定

観
オ
ダ

リ
お
皮
蛋
測

Ionospheric　 Data　 at　 Syowa　 Sta-

tion.Jan.1973～June1973,Ra・

dio　 Research　 Laboratories.

JARE　 Data　 Reports　 No.　 24.

(Riometor)JAR
E　 Data　 Reports　 No.　 26.(Ra-

dio　 Aurora)

(2)第15次 南極地域観測隊(夏 隊)

研 究 課 題

(研究観測)

1.昭 和基地附近
の水質汚濁 の

生物学的研究

者
機

表
当

代
担

究
は

研
又
関

担

氏

・

鷲

名

資
当
名
識

唐沢 栄 福島 博
横浜市衛生 横浜市立大
研究所技術 掌文理学部
吏員 教授

2.人 為汚染 のバ
ックグラ ン ド
と しての露岩

地域 の生態 系
の研究

小林圭介 鈴木兵二
滋賀県立短 広島大学理
期大学助教 学部教授授

(定常観測)

1.海 洋生物観測

星野孝治 国立極地研
広島大学理 究所
学部附属臨
海実験所助
手

2.海 洋物理観測 徳江猪久二 海上保安庁
海洋化学観測 海上保安庁 水路部

水路部技官
菱田昌孝

〃

3.航 空磁気測量
及び重力測定

基準点測量及
び航空測量

阿部正勝
国士地理院
技官
吉村愛一郎

〃

国土地理院

実 施 の 概 要 ・ 成 果

主
徴

ル
行

ノ

っ

,

の
の
ン
を
状
行
か

等
料
ギ
等
球
も

ほ

水
試

ン
析
び
等
た

陸
壌

ぺ
解
よ
験
し

,
土

,
の
お
実
ー

料

,析
化
養
的

回

資

析
解
養
培
礎

5

類
解
的

栄
純

基
延
定

藻

的
学
富

の
の
く

予

,
学
化

の
類
産
表
稿

料

化
理
近
藻

生
発
投

資

理

,附

た
の
に
に

染

,的

一
ま
ク
会
料

汚
的
学

リ

゜
ッ
学
資

気
学
物

力
た
ト

極゚

大
物
生

ツ
つ
ス
た
南

蘇 ・地 衣類の植 物標本の整理,種 名 同
定 を終 った.そ れ ら標本 と調 査資料 を
対象 させ て資料 の まとめ を行 った.南
極資料 に投 稿 したほか,生 態 学会に お
い て も発 表を行 ってい る.

底棲動物 は分類整 理中で,そ のあ と同
定 を依頼,軟 体動 物,海 綿動物 は同定中

.

浮遊動物は 同定 依頼中.

次 の 出 版 物 と し て 報 告
Oceanographic　 Data　 of　 15th　 Japane-

se　 Antarctic　 Research　 Expedition

1973-1974南 極 資 料51号

基準点測量の デー ターは整理 されて現
在蓄積中で あ り,将 来 図化の際 に役 立
て ることにな る.

航 空測量関係は,航 空機 の 稼 動 が な
く,デ ーター,写真は 得 られ なかった.

重 力測定結果は整理 され,将 来発表 予
定.



(3)ド ライバ レー にお け る観 測(昭 和48年 度)

研 究 課 題

1.ド ライ バ レー
地域にお ける
掘削共 同観測

(ドライバ レ
ーの地球化学

的研究)

2.ド ライバ レー
地域 における
掘削共 同観測

(ド ライバ レ
ー地域 の塩 類

析 出物 並びに
二 次生 成鉱物

について)

3.ド ライバ レー
地域 におけ る
掘削 共 同観測

(Rb,　Sr及 び
U,　Th,　Pb同

位 体 に よ る南

極 地 域 火 山岩

類 の 研 究)

担
氏

・

鯉
の
礪

料
者

・
名

資
当
名
職

綿稜邦彦
東京大学教
養学部助教
授

森川日出貴
東京工業大
学工業材料
研究所助手

倉沢 一一
地質調査所
地球化学課
主任研究官

研究代表者

永田 武
国立極地研
究所長

永田 武
国立極地研
究所長

永田 武
国立極地研
究所長

実 施 の 概 要 成 果

線
P

と

X
D
告

び
V
報

及
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文

析
は
欧

分
部
た

学

一
ま

化

の
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,果
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て
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告

い
の
報
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y
因
算

G

成
計

の
の
在
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湖
現

つ
そ

て
た

[
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に

に
い
に
し

ア
ら
め

料
行

一
表

コ
か
た

資
を

ナ
発

,等
う

物
析

ミ
て
た
分
行

鉱
分

セ
し
ま
成
を

全 資料 につい てX線 に よる塩類 析出物
と二次生 成鉱物の 同定 を行 った.

また岩石 薄片 を作 り観 察を行 った.
同定後 のサ ンプル によ りアイ ソ トー プ
の組 成の研究 も行 われた.
これ らの結果は極地研彙報 に発 表 され
てい る.

DVDP　 Hole　1,　2,　3,6の コアー資料お

よび ロス島の火 山岩類 の岩 石資料はす
べて化学分析に供 され,そ れ らの結果

は南極 資料,極 地研彙 報等に報告 され
てい る.
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IV　極 地 観 測 事 業

1.南 極 地域 観測事業

我 が国の南極地域 観測 事業は,国 の事業 として南極地域観測統合推進本ftlll　(本部長は,

文部大 臣)の 統 括の下に関係省庁の協力 によ り,昭 和基地 を中心 として実 施 されてお り,

観測隊員は,関 係省庁及 び全国の国公私立 の大学,そ の他の研究機関か ら選 ばれてい る.

観測 を実施 す るために欠 くことの できない設 営部門の隊員に つい ては各 分野 の人材 を必要

な期 間,当 研 究所の職 員 と して採用 する形式 をとってい る.南 極地域観測統 合推進本部 の

庶務 は,文 部省学術国際局におい て処理 され てい るが,当 研究所は,観 測 計画案の作成,

隊員候補者 の人選,観 測用 ・設営 用器材の購入等 この観測事業の実施 に関する業務 を担 当

している.

(D第14次 南極地域観測隊

第14次 南極 地域観測隊(第14次 隊)の 行 動期間は,昭 和47年11月25日(東)ぷ 港か ら 「ふ

じ」 で出発)か ら昭和49年3月20日(越 冬隊帰国)ま でである.隊 員総数40名 で,う ち夏

隊10名,越 冬隊30名 であ る.

第14次 隊の任務は,昭 和47/48年 夏期 におけ る船上及 び昭和基地周辺 の観測 と,昭 和基

地に おけ る各種建物の建設が ある.さ らに,越 冬隊員に よる昭和基地 での観測 ロケ ッ トに

よる極 光の研 究,内 陸旅行隊に よる南極氷床 の雪氷学的研究 などが重要 で あ る.「ふ じ」

は昭 和基地に接岸で きず,大 型雪 上車等 の重 量物 を持 ち帰 った以外は,予 定通 りの任 務 を

遂行 した.

第14次 観測隊編成表

担当部門 氏 名 絆 所 属

隊 長 楠 宏50極 地 研 究 セ ン タ ー

夏

隊

田

永

田

樫

藤

島

山

原

山

杉

岩

黒

富

佐

小

秋

梧

丸

理

学

物

地

物

化

生

洋

"

"

一正

u

ノロ

ー

、γ

江

質

物

営

〃

〃

地

生

設

(
10
名

)

敏

義

昭_

昇

尚 三

優

幸八郎

正 文

己37

幸29

紀131
Al

45

40

26

43

29

23

海 ⊥ 保 安 庁 水 路 部

〃

気 象 庁(神 戸海洋気象台)

国 土 地 理 院

〃

極地研究 セ ンター(野外 科学)

島 根 大 学 教 育 学 部

関 東 地 方 建 設 局

極 地 研 究 セ ン タ ー

1膿 墨 巖 平 沢㌃ 男38馬 貫入糎 学部
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越

冬

隊

命

名

設

営

－
L

電 離 層

地球物理

ー物

象

学

層高超
運

気

医

研

究

観

測

地球化学

雪 氷{

地 理

∫械

1

通 信{

調 叫

医 療

ー

手
L

トソケロ

般一営設

司

宏

善

三

昭

義

匡

一
義

正

妻

橋

村

田

部

橋

牟

小

上

中

西

阿

高

定

常

観

測

藪

魚占

桑

小

坪

平

成

横

小

尚

勝

幸

一

吉

一

二

正

俊

誠

順

廉

馬

川

島

林

井

林

瀬

郎太宏山

夫仁久元

男

巌

雄

則

貞

重

吉

内

井

山

賀

竹

石

志

村

夫

志

足

隆

一
男

生

毅

夫

行

純

英

悦

信

邦

成

征

保

和

田

蔭

山

本

根

野

田

川

橋

石

松

西

井

根

白

島

芦

梶

高

白

37

29

29

36

33

32

37

28

26

34

27

28

29

25

32

37

30

27

26

25

21

33

22

33

33

32

28

32

24

}一 榔
電波研究所

国土地理院

東京大学地震研究所

1観測主任

電波研究所

国立極地研究所

気象庁地磁気観測所

北海道大学低温科学研究所

神戸大学理学部

東京工業大学工学部

北海道大学低温科学研究所

国立極地研究所(京 都大学大
学院)

東北大学理学部

ロケ ッ ト
1実 験 主 任

野外調査
i主任

1(い す珀 騨)

(・J・松 製 作 所)

国立極禦 緻
乍所)

|

(日本電信 電話公社)

(日本電信 電話公社)

(国際食品)

(東条会館)

烏取大学医学 部

(日産 白動車)

、 (明星電気)

!国 立極地研究所(口 本電気)

(ヒ ュッテ ジャベル)

(北海道大学大学院)

設営主任

生活主任

(昭和48年9月28日 国立極地研 究所 の創設に伴 い,一 部の越 冬隊員 の所 属変 更)(年 令は昭
和47年11月25日 現 在)

観 測 項 目 一 覧

1.夏 隊 を中心 とす る船 上及び接岸中 の観測

部門名 担当隊員 観 測 題 目

海 洋
己
幸

敏
義

田
永

多

山百

」イ
ー
/

海 洋観測(物 理,化 学) 定常

超高層 西牟 田 一 短波電界強度の測定 研究
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杣 艸 【f二 紀

〃

〃

地 質

測 地

秋 山 優

秋 山 優

小 島 尚 三

富 樫 昭 二
佐 藤 昇

海洋生物 定常

響 飾 図作成のための勤 相およびi直物相剛1研 究

鳥類及 びほ乳類の標準調 査

リュツオホルム湾沿岸及び周辺地域 の地質学的研
究

三

一
当仁

今
」

研究

研究

定常

2.越 冬 隊に よる昭和基地及び周辺 の観 測

部門名1担 当随 一|.一 連
測 1題

極 光 ・
夜 光

〃

地磁気

阿

　

1魚占

部 義

川 勝

il召1舳.蹴 の顎 観}貝、j,魅 力,ラ に よ る観 潰,」

〃

極光の物理的構造の研究

阿 部 義

疋 吊

研究

昭膿 謬 纈 繍 総 三J'k髄続観測及び阯 基

桑 島

ロケ ッ 平 沢

ト・ノミ 魚1[i}1【

ル ー ン 六 日]

島 野"

梶 川

宇 宙 線|阿 部

1ピ

戚

戚

邦
征

義

幸i地 磁気の極域短周期、請変動 の研 究

崖 嚇 によ酬 嚇 臓 ノ脇 棚 の

難 欄 ・よるオー・ラx徽 び競 歩の研究

昭!宇 宙線強度連続観測

電離層i西 牟田

〃1両 軸

〃 西 牟|1]

三 糠 働 定・獺 測

ノし巾

研 究

研 究

研 究

ノU㌧

定

三|オ ー ロラ レー ダ ー観 測 疋 吊
1

リオメー ター.及び電 界強 度測定に よる電離層吸収 の

測定 疋 吊

1
〃i籔

〃}籔

電 波1籔
[

1焉

馬 尚

馬 、言

気 象

〃

匡

妻
橋
村

小
上
中

司
安
善

小 林 俊 一・

人工衛星電波の フ ァラデー効 果に よる電離層 の観
測

研究

IVLF間 の蹴

オー ロラ地域 の低域電 離層の電波に よる研究

地 上観 測,高 層観測,天 気解 析

南極高気圧の生成及び構造の研究

究研

立
し

ラ升石

疋

研究
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潮 汐幅 橋 正 義 陣 汐翻 1定 常

地 震 高 橋 正 劃 自然地翻 測 !定 常

地 理1小 元 久仁ズ 大陸氷縁辺部の氷河地形学的確 研 究
医 学 坪 井 誠 吉 ・ひと・の寒冷馴化の石井究 1研 究

〃1坪 井 誠 司 病醐 生物の研究 研究

雪 氷

〃

地球化
学

成 瀬 廉 二
横 山 宏太郎

成 瀬 廉 二
横 山 宏大郎

平 林 順 一

エ ンダー ビー ラン ド地域 の雪 氷学的研究

氷河の水収支の研究

南極水圏の物質循環に関する研究

研究

研究

研究

行 動 概 要

昭 和47年

11月25日 「ふ じ」 で 東 京 港 発

12月10～16日 フ リー マ ン トル 寄 港 交 換科 学者W.　 L.　Hofmeyr　 (南 ア気 象 局 次 長)

夏 隣 に 参 加.

昭 和48年

1月1日,定 着 氷 縁 着(昭 和 基 地 の北 北 西72㎞)基 地 へ空 輸 第1便

2月10日,越 冬 隊 員 全 員 基 地 に 入 り,実 質的 基 地 運 営 開 始.12日,空 輸 可 能 物 件 約473ト

ンの輸 送 終 了.15日,ロ ケ ッ ト1号 機 打 上 げ 成 功.20日,第14次 越 冬隊 成 立,夏 期 建 設 工

事 ほ ぼ終 了.24日,基 地 よ り最 終 便,「 ふ じ」 北 上

3月9～15日 「ふ じ」 ケ ー プ タ ウ ン入 港,第13次 越 冬 隊 員 下船.17日,見 返 り台 よ り雪

上 車 等 回 収.25日,ロ ケ ッ ト2号 機 打 上 げ

4月1日,秋 旅 行 隊 み ず ほ観 測 拠 点 へ 出 発4～9日,「 ふ じ」 シ ンガ ポー ル入 港20

日,「 ふ じ」 で 夏 隊 東 京 帰 着,23日,ロ ケ ッ ト3号 機 打 上 げ,29日,沿 岸 調査 隊 出発.30

日秋 旅 行 隊 基 地 帰 投.

5月5日,KD608オ ー バ ー ホ ー ル に入 る.12日,沿 岸 調査 隊帰 投.25日,と っつ き岬

よ りKD607,606回 送,KD608オ ー バ ー ホー ル 完 成.

6月10日,ロ ケ ッ ト2機 連 夜 打.ヒげ14日,KD605オ ー バ ー ホ ール 終 了,

7月15日,ロ ケ ッ ト打 上 げ,

8月10日,冬 明 け 旅 行 隊 み ず ほ 向 け 出発.13日,沿 岸 調 査 シ リー ズ開 始.20日,み ず ほ

観 測 拠 点 に お け る 超高 層,気 象,雪 氷,地 震 観 測 開 始.23日,ロ ケ ・ ト最 終 号機 打 上 げ301

日,み ず ほ観 測 サ ポ ー ト隊 基 地 に帰 投.

9月10日,春 内 陸 旅 行 隊 基 地発.沿 岸 調 査 順 調 に 経 過.

10月5日,み ず ほ 測 観 終 了.13～14日,み ず ほ 観 測 及 び 春 旅 行 隊 基 地 帰 投 ・

50



11月10日,夏 旅行 隊 や ま と山 脈 に 向 う.23日,沿 岸 調 査 シ リー ズ全 て終 了.

12月31日,第1便 飛 来.

Ii/{不049イド

1月 空 輸,基 地 建 設 順 調 に 経 過.29日,夏 旅 行 隊 見 返 り台 に帰 着.

2月1日,15次 隊 と実 質 的 交 代.6口,14次 隊 全 員 「ふ じ」 に 移 乗.「 ふ じ」北 一ヒ開 始.

3月9日,「 ふ じ」 ケ ー プ タ ウ ン入 港.20日,越 冬隊 員 東 京 帰 着

夏隊を中心とする観測

「ふ じ」船 上におけ る海洋(物 理,化 学,生 物)及 び超高 層物 理関係の観測 は出港 と同

時に 開始 された.海 洋観測は フ リーマ ン トルか ら ケー プタウ ンに至 る南極 海に重点が お か

れ た.超 高層物理 は越 冬隊員 に よって往航に重点 がおかれた.夏 期の昭和 基地 周辺の野 外

調査 は昭和47年12月31Hか ら翌年2月16日 にか けて13班 が作 業に 当った.一 部には13次 越

冬隊員 も参加 した.調 査部門は測地,地 形,地 質,地 球化学,雪 氷,生 物,電 波.

設営部門の活動

/71nlの 新 建 築物 は 気象(100m2棟 ,副 室30㎡),工 作 棟(52ih2),冷 凍lii'fl　(15㎡),温 室

(6r【『)で,1月1Hか ら2月 中 旬 まで で完 了 した.と くに,気 象 棟 の新 設 に よ る器 材 の

移 転 な どは 観 測 を中1祈 す る こ とな く行 わ れ た.夏 期 に お け る基 地 の 設 営 ・観 測 関 係 施 設 の

整 備 は,ほ ぼ 前年 並 み で あ っ た.特 記 す べ きは,越 越冬中 に 大 型 雪 上 車KD60を2台 オ ー バ

ー ㌻ 、レに成 功 した こ とで あ る.こ の た め 【・腱 調 査 旅 行 は1順調 に 実 施 され ・ 全 ε臼 潭 の 延

走 行 距離e/25,000kmに 及 ん だ.

越冬隊による観測

1.昭 和 基 地 とそ の 周 辺 で の 観 測

ゴ淀 され!淀 常 お よびll聯 観測 の 課 題 は ほ}続 合 に 靴 さ れ た ・ と くセこ ・ケ ・ ト観 測 は

第11次 か らの 最終 年 度 に 当 り,S210-JA型Pケ ッ ト7機(第13～19号 機)の 打 上 げ に す

ぺ 誠 功 した こと を記 して 才・く… 三な 翻 願 日は1・砒 の発 光 機 構 ・刈 縦 子 と1ピ幽 ⑳ 電

離,1、胱 中 の 電 ・・}と電 流,極)・tの 電{滋}皮で ある ・　lill和48イIL　2月15【i(16磯)か ら8月23

日(18!」'機)ま で の間 に観 測 を行 った.

宗 谷海 岸 の 調 査は 五翻1地 域 の 地 形,地 質,地 球 化 学(と くに 湖 沼 お よび 塩 類 堆 積 物)の

調 査 と,リJ・.ツ ー'、ホ ノレム 湾 の1毎底 地 形 調 査 とが あ げ られ る.越 冬隊 終 末 期 に は 第15次 隊 と

も共 同 で実 施 した.沿 岸 調 査 は1泊 以 ヒの!)の 延15回,305人Hに 達 した.

2.内 陸 に お け る 観 測

み て ほ 剛 眼 点 ・組 ・て8月24日 か ら9」j301iま で,地 頭,　 VLF・ 　気 象,雪 氷(氷

展 観 蝸 含 む)の 剛jを 行 った.み ず ほへ の 旅 行齢 女川 あ り・ 昭 稠 馳 一 み ず ほ間 の トラ

バ ー ス測 量,気 象,雪 氷 観 測 が な され た.

1・蒋 で の雪 氷観 測 の 軌}よ,冊1・44・ 沫(第10次)に べ・ま と山 脈 南 端 か らeまぼ72°Sに

沿 って 設 け られ た250kmの 三角鎖 の 再 測で あ る.こ れ は氷 床 の 流 動 測 定 の た め の も の で,
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昭和48年11月 か ら翌年2月 にか けて,や ま と山脈の地学,地 球 物理 調査 も含め て実施 され

た(10名 参加).こ の間にや まと山脈南西 の ヌナ ターク群(南 や まとヌナ ター ク群 と命名)

の調査や,や ま と限石12個 の採集な どを行 った.

報 告

第11次 隊 の行動 全般 につい ては 当研究所 より 「第14次 日本南 極地 域観 測隊 報告」 と して

発 表 されてい る.こ のほか,隊 長等に よる一般報告 のほか,個 々の研究 成果は当研究所の

「南極 資料」,　Memoirs,　 JARE　 Data　Reportを は じめ,関 係学術雑誌 等に 発kさ れ つつ

あ る(当 研究所 出版物 目録参照).

(2)第15次 南極地域観測隊

第15次 南極 地域観測隊(第15次 隊)の 行動期 間は昭和48年11月25[1(東 京港 か ら 「ふ じ」

で 出発)か ら昭和50乍3月19日(越 冬隊帰 国)ま でで ある.隊 員総数40名 で,う ち夏隊10

名,越 冬隊30名 で ある.

第15次 隊 の任務は昭和48/49年 夏期 におけ る船 ヒお よびHHiFil基地周辺の観測 と,昭 和基

地 にお ける環境科学棟の建設 である.さ らに,越 冬隊員に よる環境 科学部門,地 学 部門 の

総合調査,内 陸み ずほ観測拠点 における菊〒観測棟や ボー リング掘削場の建設 などが重 要項

目であ った.

「ふ じ」 は昭和基地の北西52㎞ の地 点に接岸 し空輸 が開始 され,氷1二 輸送 に よる大型物

資等 を除 く約485ト ンが昭和基地 にお くられ,帰 途海 洋観 測を実施 し所定の作 業を完 了 し

た.

第15次 隊 の 編 成

第15次 観測 隊編成表

担当部門 氏 名1輪 所 －fオ

隊 長 村 山 雅 美55国 立極地研 究所

夏

隊

定

常

研
究

海 洋 物 理

日毎 浄 化 学

1海 洋 生 物「

測 地

〃

徳 江 猪久二38

菱 田 昌 孝31

星 野 孝 治26

吉 村　 'fi－郎132

阿 部 正 勝128

生

〃

物 小 林 圭 介

唐 沢 栄

山

野

般一嘗設

〃

設
営

中 政 文

明 省 三

33

30

126

27

海上保安庁水路部

〃

広島大学理学部

国土地理院

〃

国立極地研究所(滋 賀県立短大)

〃(横 浜市衛生研究所)

北海道開発局営繕部

文部省体育局
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越

隊

常

i
副 隊 長
(越冬隊長)

気 象
〃

〃

〃

電 離 層

地 球 物理

村 越 望

剛

裕

則

健

英

彦

雄

夫

郎

樹

471国 立極地研究所
1
一

32

261

26{
F

I30
i28

ヨ剖測観

〃

庁豪気

所

〃

〃

究研波電

木

富

原

椅

子

鈴

安

林

篠

山

金

宝

33「 匡1土地 理 院

超高層物理

(越冬副隊

.長)

超 高層物ユ浬

雪 氷

城

ミ地ミ

地
先;医

klri
[

設

営

理

質

学

物
1地 球 化 学1佐

織

通

詞

医

航

〃

械

信

理

療

空(操)

〃(整)

1設 営_般

藤

辺

上

藤

脇

内

部

中

野

佐

渡

井

佐

森

矢

波

山

4

〃

〃

升石

1金 子

長 岡

1五 十嵐
{1米 沢

稲 村

湊

五 十嵐

小 堺

金1-IJ

藤 井

堀 越

今 村

寺 井

ユソJ42',じ ・i皮石升ツピ∫好

夏 雄26国 －yl極地石升究 所(東 大 理 ・地 球 物 王「9)

興 亜:34名!屋 大学 水 圏 科 学 研 究 所

雅 之26国 立 極 地 研 究 所(北 大 低 温研)
　 　

和 秀;27京 都人 学防 災科学研究所

喜 一.29:広 島大 学文 学部

桂 一三32`東 北大学理 学部

和 彦!291国 立極地研 究所(東 邦大 学医'11:部)
:三 男37東 北大学理学 部

方 昂26VlilY二 極地liJFIＬE」・Y〒　(愛知県 舗 撫 ンク

吾 371国 立 極 地 研 究 所(い すx"自 動 車)

41i電 子 技 術 総 合研 究JYT-

33:防 災 セ ン タ ー雪 害 実 験 研 究 所

24日 珂.立杓え」也石井究 ∫好(ノ」・ホ公!製イ乍∫折)

27

23

20

男i45

ト28

〃

〃

〃

〃

〃

好

志

久

和

夫

文

良

功

次

男

哲

美

伯

仲

高

黍

繁

悟

正

秀

金

芳

次

〃

〃

〃

〃

〃

(電 々公 社)

(〃)

(〃)

(国 際 食 品 開発)

(香 澄)

271航 空大学校

32旨 舳1極 地研獅 〒(新 【J刺控 整備)

31|〃1

一

29Rigi:L/ノ灘 淵

Cl三歯制 ま日石不il48イlj11月2511乏 見・/巨)

南極観測実施 の実情,昭 和基地 並びに外国 基地の 視察等 の日的 のため,南 極本 部の和達

清夫委員が同行 され た・ また,交 換科学 者 として アル ゼンチ ンの　Dr.　N.　L.　Bienati　 (海

洋生物学)が 東京か らケープ タウンまで同行 した.
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観 測 項 目 一 覧

部 門 名 観 測 題 目 陣 当隊員

定 常 観 測

船
上
お
よ
び
接
岸
中

に
お
け
る
観
測

海 洋 海洋物理観測

海洋化学観測

海洋生物観測

測 地 航空磁気測量及び重力1則定

基準点測量及び航空測量

徳江猪久二

菱田 昌孝

星野 孝治

阿部 正勝

吉村愛一郎

研 究 観 測

生 物 昭和 基地附 近の水質汚濁 の生 物学的研究

人為 汚染のバ ックグ ラン ドとしての露岩地域 の生態 系
の研 究

唐沢 栄

小林 圭介

定 常 観 測

極 光 ・夜光

地 磁 気

電 離 層

極 光 ・夜光 の写真観 測,全 天 カメラ観測

直視磁 力計に よる地 磁気三 成分連続観測 及び同上基 線
決定 のための絶対測 定

電離 層の定常観 測

オー ロラ レー ダー観測

リオメー ター及び電界強度測定に よる電 離層吸収の測
定

気 象 地上観測
高層観測
天気解析

金子 英樹

山崎 一郎

鈴木 剛彦
林 則雄
安富 裕二
篠原 健夫

潮 汐 潮汐観測 金子 英樹

地 震 自然地震観測 金子 英樹

測 地 基準点測量及び航空測量 金子 英樹

研 究 観 測

極光 ・夜光 極光の物理的構造の研究

地 磁 気1地 磁気の極域短周期諸変動の研究
佐藤 夏雄

電 波 オー ロラ地域 におけるVLF電 波伝 搬特性 の研 究 城 功

地 理 大陸氷縁辺部の氷河学的研究 一喜脇森

基

地

及

び

そ

の

周

辺

に

お

け

る

越

冬

観

測

地 質 リュツオホルム湾沿岸 及び周辺 地域 の地質学的研究

雪 氷 エ ンダー ビー ラン ド地域の雪氷学的研究

矢内 桂三

渡辺 興亜
佐藤 和秀
井上 雅之
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生 物 人為汚染の バ ックグ ラウン ドと しての露岩地域 の生態
系の研究

山中 三男

医 学 南極におけ る 「ヒ ト」 の環 境汚染 陵 部 和彦

1地 球 化学 地球汚染物質の地球化学的研究 佐野 方昂

行 動 概 要

昭 和48年

11月25日 「ふ じ」 東 京 港 発

12月10～16日 ・フ リー マ ン トル 「、1〕:港,30日 ・日の 出岬 の 北148km地 点 よ り 日の 出1岬調 能

班6名 を送 る.31日,昭 和 基 地 行 第1便,同[1夕 刻 「ふ じ」 定 着氷 縁 者(昭 和 基 地 の 北 西

52kn)

日召禾049勾三

1月2口 ・空 輸 建 設作 業 開始.5～7日 氷E輸 送,KD609,KC202輌,川 住 カ ブ ー

ス,水 素 ガ ス タ ン ク等,総 屯量23.1ト ン.26L,1空 輸 終 了485ト ン.16～30日 セ ス ナ 飛 行 作

業,27日 環 境 科 学 棟 竣 工,

2月1日14次 隊 よ り引継 ぎ実 質 的 基 地 運 営 開 始.6日 ヘ リコ フ1ター最 終 便,「 ふ じ」 北

上 開 始 し,マ ラ ジ ョー ジナ や 訪 問,14日 氷 縁 離 脱,海 洋 観 測 に 入 る.20口 越 冬 隊 成 立.23

日と っつ き岬 ル ー ト初 偵 察.27口KC(小 型 雪 上 車)3台,櫨 を 見 返 り台 よ り回収.

3月7日 み ず ほ 旅行 隊 出 発(11名).み ず ほ観 測 拠 点(以 一1ぐみ ず ほ と略 称)に お い て 建 設

作 業 に従 事,新 内 陸棟 が 完 成 し3名 を残 して25「1帰 途 に つ き,31日 昭和 基 地 に 帰 投.KD

回収 の た め29口 と っつ き岬 まで 氷 厚 測 定.

4月 月 初 め よ りブ リザ ー ドが 荒 れ,月 間 を通 じて天 気 が 悪 か った.2011夏 隊 「ふ じ」 で

東 京 に帰 着.22日 セ スナ 解 体,胴 体 は 作 業 棟,他 は 堆 薬 庫 に 格 納.26日 第2次 み ず ほ 旅 行

隊(7名)出 発.ボ ー リ ング器 材 と燃 料 の1}命送.月 末,北 沿 岸 調査 に 出 か け た地 学,生 物

班 は オ メガ 岬 の 先 は 氷 状 悪 く引返 す.

5月 月平 均 風 速 が10m/sを こ え,15m/sを こ した 日は23Llに も達 し,も っ と も風 の 強

い月 とな った.14日 南 沿 岸 調 査 の 生 物,地 理,地 球 「ヒ学 班(4名)出 発 し27[け1青投.26日

み ず ほ 旅 行 隊 帰 投,み ず ほ の越 冬者3名 が 交 代.

6月 上 旬D31型 ブル ドーザ ーの テ ス ト.21日 ミ ッ ドウ ィ ンタ ーの 祭 り.25日 よ り南 極 大

学 開 講.

7月3UKD609号 車 兵 力 島 よ り回 収.第1ダ ム は 底 まで す っか り凍 り,池 水 が 使 え な

くな った の で,週2回 氷 山 氷 取 りに 切 換 え る.

8月 上 旬KD609整 備 完 了.21日D31ブ ル と っつ き岬1!1.i))iJ－に て水 没.25口 年 間 最 低 気 温

を記 録,-38.6℃.26日 第3次 み ずほ 旅行 隊(5名)出 発.

9月9日 み ず ほ 旅 行 隊帰 投.み ず ほ 越 冬 者3名 を収 容 し.13日 北 沿 岸 調 査 出発.23日 帰

投.

10.月1白 み ず ほ 南 方 域 調 査 隊(6名)出yＬt9.来 年2月 まで の 長 丁 場.5日 南 沿 岸 調 査 隊
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出発.地 質 班 は12日 帰 投,他 は18日 帰 投.セ スナ 段 階 的 に 飛 行 時 間 を の ば す こ とで 航 空 再

開 き ま る.30口 や ま と旅 行 隊(4名)出 発.

11月 上 旬 セ スナ組 立 は じま る.5日 気 温 は じめ て プ ラ スに な る(1.4℃).14日 第4次 み

ず ほ 交 代 便(4名)出 発.18日 送 信 棟(16次)建 設 用 骨 材 の 運 搬,1養16合 分.下 旬 航 空 磁

気 測 量 は じま る.

12,月4日 み ず ほ交 代 便 帰 投.9日 セ ス ナ機 み ず ほ 飛 行,24日 サ ン ダー コ ッ クに 向 った 旅

行 隊 はKD607が ク レバ スに 落 ちた が,24時 間 後 に 引 揚 げ 脱 出に 成 功 した.31日 基 地 に い

る全 隊 員 と日本 の 留 守 家 族 との 問 の電 話 連 絡 が 試 験 的 に な され た.

1月4口 第16次 隊 第1便 到 着,6日 よ り空 輸 開始.7日16次 み ず ほ 引継 便 が 出発.

2月1日16次 隊 と実 質 的 な 交 代.12白 み ず ほ の最 終 旅 行隊 を ピ ック ア ップ して,全 員 船

に 揃 う.「 ふ じ」 北 上 開 始.

3月7「1「 ふ じ」 ケー プ タ ウ ンに 入 港,19日 越 冬 隊 員 東 京 帰 着.

夏隊を中心とする観測

「ふ じ」船 上において海洋観測(物 理,化 学,生 物) ,電 離層観測 及び 重力測定 がな され

た.と くに海 洋観測 では昭和基地北方 の海域 において,2月 中旬か ら下旬 に か け て 「ふ

じ」は43°Eを 北⊥,57°Sに 達 したのち西 進 し,34°Eを 南下 する とい う広 い範 囲の調査

を実施 した.

昭和基地 周辺 の野 外調査は12月30日 の 日の出岬調査か ら 「ふ じ」離岸後 の2月8日 の リ

ーセル ラル セ ン半島,2月11～14日 の新南岩に までお よび,一 部14次 越 冬隊 員 も 参加 し

た.調 査部 門は測地,地 理,地 質,生 物,地 球 化学,医 学.

越冬隊による観測

1.昭 和基地 とその周辺 での観測

予定 された定常及び研究観測の課題 はほぼ完全に消化 された.15次 よ り気象は ゾンデの

2回 観測(00Z,12Z)と な り,新 ら しい水 素 ガス発 生機 及びガ スタ ンク(10m3)の 搬 入

に よ り年間2回 実施が 可能 となった.又 オー ロラ レーダー観測では,周 波数 を4波 に し

た新観 測装置 を設置 し3月1日 よ り観 測 を実施 した.初 めて の越冬航空機 に よ り,オ ラ

フ沿 岸の航空磁気測量 を行 っ た.飛 行 回 数 延6回,測 定総時 間は15時 間25分,距 離

1,920km,地 理,地 質,生 物,医 学,地 球 化学な どに よ り北 及び南沿岸 の調査,基 地周辺

の定期 的な調査,採 集,測 深 な ど越 冬期 間中に延160日 にお よぷ野外活動 がなされ た.

2.内 陸 における観測

春,夏 にかけての3方 面の大 きな旅行 と,み ずほ観測拠 点におけ るボー リング掘削 のた

めに越 冬 当初 よ り準備 が行 われ,秋 に2回,冬 明け と春に1回 つつ計4回 のみずほ旅行 が

なされた.こ の 旅行中には雪氷 ・気象 観測 を行 った.

みずほ観測拠点におい ては ボー リング掘削 と今後の基地 と しての充実 をはか るため,新

観測 棟の建設 とボー リング掘削 場 トレンチの建設 が秋か ら冬にかけ て行 われ,3名 つつ前

後期 に別れて越冬 し整備 を行 った.ボ ー リングは12月 よ り開始 され,1月 には16次 夏隊雪
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氷 部 門 の来 援 を得,1月 末 まで に 深 さ146mま で の コ ア を採 取 した.

べ・ま と1⊥1脈の地 質調 査 は10月30日 に 出発.11月 下旬 よ り12月 末 ま での 間,明 石 の 分 布 調

査 と採1礼 モ レー ン,露 岩 地 域 の 調査 を行 った.A群 南 側 に お い て 約600kmの 走 行 で 限

石659個 の大 量 採 集 を な した.

'朝"
ll閂は ボ ー リング 掘 削 を行 う と と もに,み ずほ 南 ノi域77°Sに い た る南 極 氷 床 内陸

部 の 地 形,気 象,雪 氷 に 関 す る調 査 を 行 い,次 い で サ ンダ ー コ ック ヌ ナ タ ー ク の再 測(昭

和451ド 第11次 隊 調 査)に お もむ い た が,流 動 測 定 標 、1哉の埋 没に よ りIij:i!ll!不能 で,積 雪,雪

品 等 の 観測 を実 施 した.

設営部門の活動

大 型 物 資搬 ノ＼の た め,「 ぷ じ」 接 岸:後4日 に わ た る 氷状 偵 察 の 後,5～7日 に か け て 「ふ

じ」 基 地 問72km・2回c)氷Il輸 送 を1∫いKD609水 素 ガ ス タ ン グ1∫:を1、馳 に 搬入 し,10

次 以 来,川 湯 しか け て い たKD6ぴ1}「!大 型雪　IiTlrl　ty　s　fドぶ りに搬 入 した.

基 地:こお け る 新設 女じ吻は 環 境 科"1二嘱{(100m2)で1jj2711に 完 成 した.　 llJl開後 の 建 物 で

は 初 め て 屋 根梁 を川 い,屋 枳 ・・ネ ノレがllξく作 業運 搬 が容 易 で あ った.又,ウ エ ・ソ トラ ボ で

あ り,温 イζ暖 房 を使 用 して る の が 大 き な 特 徴 で あ る.

旅 行 が 非蕾 に 多 か った た め,設 営 部 閂 はEiiltl|・[,j,通信 機,装 備,食 糧 等 の 準 備 に 追.われ,

また 直 接 芝援 の た め に 旅 行に も加 わ っ た.

航 空 機 は昭 和491ド1月 末 に 内陸 に お い て ハ ー ドラ ン デ ィ ング を したた め,・ 時 飛 行 を中

止 した が,春 以降 段 「1)亨的 に 飛 行 時 間 をの ば し,様 子 を 見な が ら飛 ぶ こ と に して 飛行 を 川間

した.15次 に お け る総 飛 行 時 間 は801時 間15分 で あ った.こ の 間2度 の フメず ほ 観 測拠 点 へ の

飛 行,21時 間 の 磁k(測llt飛 行 をは じめ,航 法,通 信 整 備 保 守[1の 緕 問 題 に つ い て 多 くの経

験 を得.航 空 機0)越 冬 の道 を問 い ノ∴

報 告

第15大 隊 の 行 動 全般 に つ い ては 当研 究所kり 「||本 南極 地 域 観iRij隊第15次 隊 報1{臼 と し

て 発 表1れ てい る.こ の ほ か 隊 長 等にICる.一 般 報 告,個 々の 研 究 成 果は'11研 究 所 の 「南1・方{

資 料」　Memoirs.　 JARE　 Data　 Reportを は じめ,;1(ll系学 術州f誌 等 に 発 長 きれ つ つ 、11,る.

(当 研究 所 出弔え物 日録 参照)

2.昭 和基 地等 の概要

(D昭 和基地の施設等

建 設 物

建 物 の 総 床 面 積 は約3,390m2で,1t1に 示 す}:う に 発 電 陳2,居 住 棟3,観 測 ・研 究 棟,

ロ ケ ッ ト関 係 棟4,倉 庫2等 か らな る.他 に 見晴 ら しef「}西側に 燃 料貯 蔵 タ ン ク,観 測 棟 東

側 と電 離 棟 周辺 に は 各 種 観 測 用 ア ンテ ナ群 お よ び セ ンサ ー類 が あ り,居 地 北 方約400mの

ア ンテ ナ 島 に 送信 棟 及 び 送 信 ア ンテ ナ群 が あ る.長1に 主 な建 物 一 覧,図1に 昭 和 基 地 施
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設配 置図 を示す.

電 力

昭和基地用電源 と しては65kVA(52kW)発 電機が第9発 電棟 に,45kVA(36kW)

発 電機 が第7発 電棟 に2基 づつ配置 され てお り各1基 を常用,他 を予備 と して い る.65

kVA発 電 機は負荷変動の多い一般電 力 と ロケ ッ ト関係電 力を,45kVA発 電機 は一 定負

荷の観測用 電力 を供 給 してい る.現 在までの最大負荷 は65　kVAが57kW,45kVAが

35kWと 電 力の余裕はあま りない.

車輌 ・航空機

装輪 車は主に夏期の基地作業に,大 型,小 型雪上車 は内陸 沿岸の調査旅行 に 使 用 さ れ

る.又 小型 飛行機(セ スナ185)を 運 用す る年 もある.表2に 車輌及び航空機 を示 す.

通 信

対 内地 との連絡は銚子無線電 報局 との無線連絡 が休祭 日を除 き,毎 日行 われ,公 用 電報

は文部省南 極本 部 と当研 究所 の テ レック スに 打ち込 まれ る.他 に公用の通信網 と し て は

KDDを 中継 しての無線に よる電話 連絡(南 極本部第1,第3水 曜 日),写 真 電送(南 極本

部 第2,第4金 曜 日)が ある.

私用 電報は内地電報 と同様に利用 で きるが,内 地 か らの発信 は基地 で業務 にあたる隊員

の数 か ら隊員の指名す る数名(職 場 の上司,家 族)に 限 られてい る.外 国の南極基地 との

連絡 は適宜行わ れ,気 象 データーな ど定常時な もの は,逐 次 マザーステ ィシ ・ンに送 られ

てい る.

医 療

毎 年1名 の医療隊員 が派遣 されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲン装置か ら歯科治療台

まで一応 の ものは備 え付 け られてい る.
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表1昭 和 基 地 建 物

建 物 名
建設 年(隊 次)

床 面 積

造

途用の在

横

構
現

11娯 楽 棟

_|

1957(1)

40.3

2
1957(1)旧 気 象 棟

40.3

木製 パ ネ ル

撞 球,バ ー

3

4

5

6

7

木製 パネル

雪氷研究室,航 空

地 纈 一 ・951。lj)

1960(4)

23.0

木{製パネル

地 震計記録部,地 質,地 理,測 地

内 陸 棟

通 信 棟

電 離 棟

地 磁 気
変 化 計 室

1966(7)

46.1

1966(7)

40.3

10

11

12

13

14

15

第7発 電棟

予 熱 室

飯 場 棟

旧 送 信 棟

観 測[jホ 東

食 堂 棟

作 業 棟

放 球 棟

1966(7)

11.5

1966(7)

67.0

1966(7)

13.0

1966(7)

77.8

1966(7)

29.2

1967(8)

138.0

1967(8)

96.0

1967(8)
1969(10)

180.0

1967(8)

24.0

木製 パネル

医 務 室

木製 パネル

通信 室,電 話交換室

木 製 パ ネ ル,44.3m3を 現 地 で 増 設(10次)

電 離 層観 測,暗 室,個 室1

木製 パネル,特 殊 コネ クター使用

地磁 気絶対測 定

軽量鉄骨,ア ル ミパネル

45kVA発 電機2基,風 呂
8

}

9
軽量鉄骨,木 製 パネル

燃料 予熱(1kl),便 所2

軽量鉄骨,木 製 パネル

夏季飯場棟,冬 季非常用,36ペ ッ ト

軽 量 鉄 骨,木 製 パネ ル,14.5m2を12次 で増 設

高床,木 製 パネル

超高層物理観測,個 室2

木製 パ ネ ル

食 堂,厨 房,サ ロ ン

軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル,カ マ ボ コ型,80m210次

車 輌 整 備,車 庫

高床,木 製 パネル

水素充填,気 象 ゾ ンデ放球
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16

17

18

19

20

旧地震感震室

管 制 棟

第9発 電 棟

第9居 住 棟

第10居 住 棟

1967(8)木 製 パ ネ ル,特 製 コネ ク ター,床 な し

5.8空 家

1967(8)

28.1

高 床,ア ル ミパ ネ ル

1968(9)軽 量 鉄 骨,析 板

270.065kVA2基,食 糧 庫,暗 室, レン トゲ ン室

1968(9){ 高 床,木 製 パ ネ ル

1。。.。!個 室1。,ラ ウ ン ジ

1969(10)

100.0

高 床,木 製 パ ネル

イ画室10,ラ ウ ン ジ

レー ダ ー テ レ21

メ ー タ ー 室

1969(10)「 高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

86.4ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー

コ ン ト ロ ー ル22

セ ン タ ー

23 組立調整室

24 発 射 台

25観 測 倉 庫

26 第11倉 庫

27地 震 感 震 室

28

29

第13居 住 棟

椎 葉 庫

30 気 象 棟

1069(10)

21.6

高 床,鉄 骨,木 製 パネル,12次 で現地 点に移設

ロケ ッ ト要員控室

1969(10)i高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

86.4Pケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャ ー

1970(11)

135.0

床一リク

射

ン

発

コ

トツ

骨

し

ケ

鉄

な

ロ

ター ン テー ブ ル,上 屋

1970(ii)1高 床,軽 量 鉄 骨,折 板

81.2

1970(11)

205.4

電離層,気 象 を除 く観測部門倉庫

1970(11)

27.0

1972(13)

100.0

1972(13)

67.0

1973(14)

100.8

軽量鉄 骨,鉄 製パ ネル

ー般 設営倉 庫

軽量鉄 骨,折 板,半 地下

長周期,短 周期 地震計感震部

高 床,木 製パ ネル

個 室10,隊 長室

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ ト格 納 庫

高 床,木 製 パ ネ ル

気 象(定 常,研 究),屋 上に パ ラボ ラア ンテ ナ

31気 象 棟 前 室

1973(14)高 床,軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル

26.4気 象 用 倉 庫

60



一　一一τ

321工

33

34送

35

!

36

37

38
:

窒至

小

軽

"

作 室

環境科学棟

棟

1973(14)

52.0

軽量鉄骨,木 製 パネル

1機 械工作

ユ974(15)

100.8

1975(16)

72.0

高床,木 製パ ネル

生物,医 学,地 球化学

11961(5)1

箒5冷 凍 曄∵5
.41

1966(7)1

第7冷 凍 庫13
.O

I1967(8) .第8冷 凍 庫

7.4

・1973(14)[

第14冷 凍 庫`15
.4

1.1)車.一.一 輔_

木 製 パネ ル

17次 で 送 信 機 類 移 設 予 定

/イく婁呈ノミネ・ノレ

現 在 使 用 せ ず
.一

。 、

ステ ン レスハ不ル

食糧保 存

コンテナ改造

夏期,飯 場食糧用

アル ミ八 手ル

食糧保存

「

給 水 車

大 型雪 上車(KD60)

〃(KC20,40)

〃

ブ ル ドー ザ ー

ク レ ー ン軍

フ ートー ク リ フ ト

3/4ト ン 運 持1〒拉

ダ ンブ トラ ー ク

ラ ン ド ク ル ー ザ ー

農 民 車

ス ノー モ ー ビル

モ ー ダー バ 〈 ク

タ イ ヤ ドー ザ 一

回 航 空 機

3

8

1

1

1

1

1

浮 ヒ型

D50A

フ ォ ー ク

セ ス ナF185A 1

装軌車

〃

〃

〃

装輪車

〃

〃

〃

〃

〃

-
⊥

-⊥

9
一

つ
」

9
臼

9
臼

-
⊥

〃

装軌軍

装輪車

〃

単 発,航 続 距 離 約1,000km,積 載 量 約200k9
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図2.昭 和基地施 設配置図(主 要部)
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(2)観 測関係の主な常備設備

観 測関係 の設備は年 に よってかな り変動 が あるがほ とん ど常備 され てい る装置類 を第3

表 に示す.

表3観 測関係 の主 な常備 設備一覧表

部 門 場 所1 品 名

超高 層物理

電 離 層

気 象

観 測 棟

観 測 榛 東

観 測 糠 南

観測棟北岸

電 離 棟

電 離 棟 西

電 離 榛 東

送信棟一最高点

気 象 棟

宇宙線中性子観測装置

宇宙線中間子観測装置

極光全天カメラ(定常)

極光光電測光装置各種

地磁気3成 分連続記録装置(定 常)

絶対測定用磁気儀(定 常)

地磁気脈動観測装置

VLF電 波受信記録装置

VLF自 然電波発生方向測定装置

オーロラ観測用テレビカメラ

VLF用 ア ンテナX2

低域用VLFル ープア ンテナ

地 磁気脈動 セ ンサー3成 分

人 工衛星受信 アンテナ

3成 分磁力計用 セ ンサー

VLF発 生方向用 ア ンテナ

大 型気球 飛揚用 ラ ンチ ャー1式

垂 直打 上観測 装置(定 常)

リオメ一 夕ー

オー ロラ レー ター

VLF受 信器

短波電界強度 測定 装置

垂直打 上用デル タア ンテナ ×2

リォメーター用5素 子八木 アンテナ ×5

電測用傾斜 ア ンテナ ×3

VLF用 ループア ンテナ ×3

VLF用 ホイ ップア ンテナ

レーダーア ンテナ

LF用 ロングワイ ヤア ンテナ

自動 気象観測装置MAMS　 (定常)

自動気象印字装置,

APT受 画装 置
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部 コエr 場 叶 品 名

内 陸 棟

(内陸 基地)

高層 気象観測 装置(定 常)

ドブ ソンオゾ ンメー ター

分 光 日射 計

超 汀波風 速計

白金 抵抗 温度計

微風 計,レ クチグ ラフ,デ ー タ レコーダー等

放 球 棟 水 素発生器(定 常)

地 学(地 質)

気 象 棟 北

1食 堂 北 海 岸

1移 動 日∫ 能

観 測 倉 庫

岩 石 実 験 室

地 学(地 理)

地 学(地 震)

露 場,百 葉 箱,気 温 露 点 感 郎等(定')}1・)

測 風 塔,風 向,風 連 感 郎 等(定 常)

レー ダ ー ア ン テ ナ

謡 講 アンテナ
[8m・9m・10mの 測 風 ポ ー ル 各1

|　75cm　 }JUIiJ巨イ義

一1広物電磁分離機
マ グ ネ テ ィ ック セ パ レー タ(フ ラ ン ツ製)

、K字 計

.ク リノ メ ー クペ欝フ ィー ル ド用 品

`採 泥 器

1ラ イ ツ偏 光顕 微2党
,テ ク ニカ ル ス テ_ジ,照ly]装

置

1岩 イ湖 断 研 聴 機(マ ル トー 製)

ハ ン ドプ レス

恒 温 乾燥 器

ラ イ ツオ ル ソマ ー ト(顕 微 鏡 自動 写 真撮 影 装 置)

Ilズ 射 実 体 鏡

ユ ニ バ ー サ ル ス テー ジ(ラ イ ツ製)

内 陸 棟

内陸棟前倉庫

電 離 棟

観 測 倉 庫

:レ ベ ル
,三 脚 箱 尺

1フ アリ→ナー ド

平 収

ア ス トロコ ン パ ス

反 射 実 体 鏡

.記 録 温 度 計

測 深 ワイ ヤ500m

G 棟 水 品時 計,ス トップウォ ッチ

短周期地震計記 録器(定 常)

長周期 地震計記 録器(定 常)
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門 険 所1 品 名

地 学(検 潮)

雪 氷

生 物

G 棟 マ イ ク ロ リ ー ダ ー

9発 暗 室 写真現像用器具

感 震 器 壕

検 潮 所

旧 気 象 棟

環 境 科 学 棟

及び

パネ ルカブース

短周期地震計(定 常)

長周期地震計(定 常)

長期巻自記検潮儀

シプ レ型 コア ドリル,ス チーム ドリル

偏光顕微鏡

写真撮影装 置(低 倍 率)

人工地震探 査器

電波測距儀

ラコステ重 力計

電波氷厚計

ウイル ド経 緯儀

サー ミスター温度計

気圧高度計

螢光燈付低 温痩 土0.5℃

低温恒温槽,大 型1,小 型3

顕微鏡(最 大2,000倍)×5,カ メラ,照 明装置,
露 出計 付

アイ スオー ガー

デ ジタルPHメ ーター

採泥器各種

胴体 長靴

流量計

サ ー ミスタ温度記録計

転倒寒暖計

水中照度計,照 度計

天秤,ト ー シ ・ンバ ランス

糸屯オく造zl(装置

酸素分析計,窒 素定量装置

水質計,比 濁計,分 光光度計

遠心器各種

電気ふ卵器各種

電気冷蔵庫

高圧滅菌器

カメラ×2,双 眼鏡

プ ランク トンネ ッ ト
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部 『r

地 球 化 学

医 学

場 所

環境科 学棟

環境科 学棟

及び

細菌実験設備

品 名

直示天秤

CNコ ーダー

BOD測 定装 置
}

炭酸 ガ ス測定 装置,赤 外線分析計,分 光 光度計

窒素 酸化物分 析計,原 子吸光分光 光度計

溶存 酸素計

実験 用具一・式,薬 品類

偏光 顕微鏡,実 体顕 微鏡

1_

(3)ロ ケ ッ ト実 験施 設

ガ ス分 析器,(大 型 労研 式)

ガ ス メ ー タ ー,ダ グ ラ スバ ッグ,ガ ス マ ス ク

オ キ シ ジ.・・ンア ナ ライ ザ

医 学 用 テ レメ ー タ ー

皮 厚 計

KYS肺 活 量 計

電 気 泳 動 装 置 一・式

恒 温 水 槽

シ ー1-一カー,ミ キ サ ー

炎 光 分 析 器

冷 凍 庫

カ ス クPマ トグ ラ フ ー・式

イ オ ン交換 装 置

遠 心 器

光 電 比 色 計

顕 微 鏡

螢 光 分 光光 度 計

コ ー ル ター カ ウ ン タ ー

ロケ ッ ト実 験 施 設 は 主基 地 か ら南 西 約500mの 地域 に あ る.こ こに は レー ダ ー テ レメ ー

タ ー室,組 立 調 整 室,発 射 台 お よび 推 薬 庫 の4つ の建 物 と,レ ー ダ ー及 び テ レメ ー タ ー ア

ンテ ナ の2つ の レ ドーム な ど が建 設 して あ る.

レー ダ ー テ レメー ター 室 は大 き さが14.4×6mで 室 内 に は|・ ケ ッ ト追 尾 装 置,テ レ メ ー

タ ー受 信 装 置,発 射 ・タイ マ ー管 制 盤 お よ び 各種 の 試 験 装 置 ・ ロケ ッ ト搭 載 計 器 調整 用 測

定 器 類 な どが 設 備 され て い る.

組 立 調 整 室(12×7.6m)は,ラ ン チ ャ一-kg搬 用 レー ル で発 射 台 と接 続 され て お り,そ こ

に は ・ケ ・ ト本体 の 組 立 て あ るい は 調 整 に 必 要 な凹 型 ク レー ン をは じめ と した作 業 機 器 類

が設 備 さ れ て い る.又,電 燈 及 び そ の 配 線 な どに は,防 爆 型 を使 用 し,保 安 面 で の 配 慮 が
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なされた内装 を施 してある.発 射 台には方位角 を与 える為 の直径8mの ター ンテーブル及

びその駆動制御盤 などが備 えつけ られ てい る.

椎 葉庫(10.4×6m)は,昭 和基地に搬入 した ロケ ッ ト本体 ほか,点 火薬 類 を格納 してお

くこ とを目的 と した建物 で,格 納能力は,S-310型Ptケ ッ トが二段重 ねで約14機,S-210

型 ロケ ッ トが三段重 ねで約20機 で ある.室 内は火気厳禁は もちろんのこ と,電 気の漏洩 な

どに よる事 故を未 然に防止 するために,電 燈な どの設置,電 気配 線は必要最小限 に とどめ,

かつ床面等に金属部 の露 出 が一・切 ない ような構造 とな っている(落 下物に よる火花防止).

昭和48年 までに,こ れ らの実験 施設 を使用 してS-160型4機,S-210型19機,合 計23機

の ロケ ッ トを打上げた.

ロケ ッ ト諸 元

S-160JA型

全 長

外 径

全 霊 量

推進薬 量量

搭載計器重量

頭胴部全重量

3890mm

160mm

約113kg

約64kg

約5kg

約20kg

S-210JA型

表4主 なロケ ッ ト実 験設備一 覧表

5270mm

210mm

約260kg

約154kg

約20kg

約40kg

設 置 場 所 品 備 眈
ち名

RT－ コ ン トロ

ー ル セ ン タ ー

レー ダ ー 装 置 一 式

一
式

器
式

∵
記一

メ

置

載

・

レ

トン

テ
装

搭

コ

発 射 管 制 盤

一
ラ

ー

マ

ロト

イ

ン

タ

コ

タ イ マ ー チ ェ ッ カ

衝 撃 試 験 機

2ch　 PPM付,

タ

ペ ン レコ ー ダ,ラ イ ン プ リ ン

12ch,ペ ン レコー ダ,充 電器 を含 む

真 空 試 験 機 主 と して トラ ン ス ポ ンダ チ ェ ッ クに 用 い る.

1風 向 風 速 計

ζ。ζ ∴ 夕

周 波 数 カ ウ ン タ
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設 置 場 所 品 名 備 考

シ ン ク ロ ス コ ー プ

組 立 調 整 室1門 型 ク レ ー ン

ラ ン チ ャ ー

組 立 合 車

ロ ケ ー ト保 温 槽

1ト ン

S-210,S-160ス リ ッパ レー ル 交 換 可能

(S-310型 併 用 に 改 造 予 定)

3台

発 射 台 タ ー ン テ ー ブ ル

タ ー ン テ ー ブ ル

管 制 盤

500W照 明 燈

ミ電 動,手 動 い ず れ も 日∫

|ラ ンチ ャー 方位 ,高 度 設 定 電 動 シ ス テム

:(f－ 動 もIIJ`)

2基

推 薬 庫 手 動 式 ホ ー ク リフ ト

RT棟 東 庄

RT棟 北 丘

一
ム

タ

一

一メレ

レ

テ

用

レー ダ ー 川 レ ドー ム

2台500kg

(4)み ずほ観測拠点

昭和基地 よ り約300kmの 内陸 にある この拠点は第11次(45Dに コル ゲー ト棟 を設 置

したのを初 め として年々拡充 され現在に至 ってい る;

主 な施設は2基 の発 電機(12・16kVA),観 測居住 に用 いる2棟 の プ レハブ棟等 で あ り,

ユ7次では ここで超高層,雪 氷関係の越 冬観測 が行 われた、
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①
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3.南 極 大 陸 ビ ク トリア ラ ン ド ・ ドライ バ レー

地域 の地 球 化 学 的研 究

前述の 日本南極地域観測 隊に よる昭和 基地 を中心 とす る観測事業 とは 別に,昭 和基 地 と

は 反対側の西南極大陸 の ビク トリアラ ン ド・ドライバ レー地域 で,米 国 のマ クマー ド基 地

を拠 点と して,日 本,米 国,ニ ュージーラ ン ドの3国 共同に よる ドラ イ バ レー掘削 計 画

(DVDP)が 行われてお り,地 球化 学の分野の研究に大 きな役割 を果 た してい る.器 材

等 に関す る3国 の分担 は主に,次 の とお りであ る.掘 削の際は,3国 の研究者 が適 宜立 会

うし,n－ 仁が提供 した器材は,3国 の研究者が適宜使用 する.

}コ本… …マ クマ ー ド基地 内の地学 研究棟で使用 する器材 一・式(カ メラ,顕 微 鏡,X線

回折 装置,岩 石研磨 器等)

相 国… …掘削 機械,設 営全般

ニ 二一 ジーラ ン ド……掘削技1,il∫K－

致 ひ;国におい ては,前 述 の昭和基地 を中心 とする観測 甑業 と同様,南 極地域観 測統 合 推

進本 部の統括 の ドで,こ の国際共 同計 画}こ関す る業務 が実施 されてい るが,当 研 究所 は,

派 遣候補 者の ノ＼選,観 測用 器材 の購入'穿に関す る協力業務 を担 当 してい る.

(1)昭 和48年 度

゜
、J

ラ

葛L

者

　ム　

光

り

耳石た
ー

)

ヒ瑠

加

名

参

氏

1参 加 期間 備野

|(昭 和 年刀)

[一 一`国費 派遣
1(一般 会計)

考'

中井

|吉 川

焉 い

信之ミ助教授学部

…石蠕 地質調査所

槙 敦 聯 珠 鱒`」

授 千葉工 業ノく学鉄 也 教

名古 屋大学理 塩類 と水 の同位体に よ148.10～48.12る研 究
I

Rb.　Sr及 びU.　 Th.　Pbl

I同位 イ本に よ る火 山 岩頚48.12～49.2
の研 究

【有極 環 王党変」豊o)石井究48.12～49.2

塩 湖に関する研 究

〃

〃

ー

＼
ノ、,

r

/

ー

　　　　　　　　　　　　　ll

(特別 会計)(注)

財 団法 人極地 研究48.10～48.12 振興 会が経費 負担

柵Ull馴 教授懸 ノぐ学畔 織 流水の地球僻48…-49・

ブ・野 ・ピー・襟 震

森 川 日出責1助 手

中山 鉱一11

|

地質調査所

東京工業大学
工業材料研

極地研究振興{
会1

薄片作製指導

岩石試料 の構造 角1{析

〃

2

48.10～48.121

48.10～49.li

48.10～49.2

〃

〃

〃

〃

(注)ニ ュー ジー ラ ン ドま で他 の用 務 で派 遣.現 地 で の 費 用 は,先 方 負 担.
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日本 の研究者は,現 地到着後,ま ず,日 本か ら持参 した諸 機材の設置,調 整 を行 った.

掘削 につい ては,第3孔 がマ クマ ー ド基地 で9月 か ら開始 されて いた が,10月23日 深度

381mで 中止 された.コ アは,ほ とん ど溶岩 と火 山砕屑物か らなる永久凍土層 で,火 山岩

頚 は二 次的 な変質 を受 けている.

第4孔 の掘削 はバ ンダ湖で11月13日 に 開始 され,12.3mの 堆 積物掘削 の後,花 圃石鉢の

基盤に達 した.

第5孔 の掘 削は,ド ンフ ァン池 で12月1日 に開始 されたが,地 下水 が湧出 し,掘 り進 め

る と環境 汚染 をひき起 こす可能性 が強いため中止 された.

第6孔 の掘 削は,ビ イダ湖 で12月10日 に開始 された.こ こでは,永 久凍土層 とな った

10.5mの 未 固結堆積 物 と,そ の下 の294r1に お よぶ片麻岩及 び花 嵐岩 の基盤岩類 が掘削 さ

れ た.

第7孔 の掘削 は,フ リクセル湖で,後 半 の担 当グル ープが参加 して12月26日 に 開始 され

たが,湧 水 が多 く,11.2mの 掘削の後,中 止 された.こ の間,綿 板 は湖水 や周辺 の小 水流

の電気伝導度,pH,水 温な どの測定 を した.

第8孔 の掘削は,ニ ューハ ーバーで1月1日 か ら開始 され た.こ こでは,す べて氷 成堆

積物 や海成堆積物 の砂層,砂 礫 層か らな る未 固結堆積 物中の掘削 とな り,157mに 達 して

い ったん中止 し,よ り深 くまでの掘削は次年度 に行われ ることにな った.

1月29日 か ら2月6日 まで,倉 沢,綿 種,中 山 の全員 に より,二 次鉱物のX線 分析,コ

ア試 料 の再 チ ェック,整 理,記 載,　DVDP　 #6コ アに関す る報告書(DVDP　 Bulletin　No.

3に 掲載)の 作成,コ ア試料の一一部採取 と岩 石薄片の作製,コ ア試料 の梱包 などが行 われ

た.特 に大野 氏の指導 で行 われた.採 集 した岩石 の薄 片作 りは,そ の技術水準の高 さが各

国 の賞賛 の まととなった.

(2)昭 和49年 度

参 加 した 研 究 者
　

氏 名]官 職i所 属
分

i参 加期間
野 僧

1(昭和朝)

芸
」

神沼 克伊

西山 孝

倉沢 一

加藤喜久雄

鳥居 鉄也

和栗 信

助教授

助 手

主 任
研究官

助 手

故買授

国立極地研究鰻球物理学的砥究(特1
所

京都大学工学
部

地質調査所

[
名古屋大学水
圏科学研

千葉工業大学

大阪市立大学

に 地 震,火 山活 動 に つ49.12～50.2国 費 派 遣

い て)

二 次 鉱物 に 関 す る研 究49.10～50.21〃

Rb.　Sr及 びU.Th.Pb

同位体 に よる火 山岩類
の研 究

古環境に関す る地球 化
学的研究

塩湖に関 する研究

微生物にする研究

49.12～50.2i〃

t

49.10～49.12

49.11～50.1

49.11～50.1

〃

財団法人極地研究
振興会が経費負担

〃
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本年度は,マ クマー ド入江の2地 点で,海 氷 上か ら海底下(少 な くとも)数10メ ー トル

の深 さまでの掘削 を予定 していた.し か し,こ の海氷流 出の結果,掘 削 予定 地点の海氷 は

弱 く,重 い掘削機械 を長期間 設置 してお くことは危険 が伴 うので,計 画 を変 更 し,本 シー

ズ ンは陸 上の掘削 のみ を実施 した.

ドライ バ レーの一番南 側のテイ ラー谷沿いに3本,テ イ ラー谷の北側,ラ イ ト谷に2本, .

合計5本 の掘削 を行 っ た.10月 下 旬に開 始 した テイ ラー谷の ニ ューハーバー点第10孔 は

185miを 掘 り,続 い てそ の西隣 りのコモ ンウェル ス氷河 々口(DVDP　 11孔)で の掘 削中 に,、

掘削機械 の一・部 が破損す る事 故が起 った.こ のため約2週 間 にわた り掘削 が中断 し,再 び

掘削計画 を変 更せ ざるを得な くな り,最 後 に 予定 していたPス 島 の第3孔 をさ らに深 く掘

る計 両が中 止せ ざるを得 ず,火 山岩類 の研究 者は失望の色 を隠せ なか った.12月rh旬 か ら

テイ ラー谷 のチ ャ ド湖東 隣 りの無 名湖(こ れは現在非 公式に レオ ン湖 と呼ばれ てい る)の

ほ と りで掘削 を開始,第12孔165mで 基盤に達 し,185mま で掘 った.

1月9Hか らライ ト谷 の ドンファン池西端 での掘削 を開始第13孔,16mで 基盤に達 し,

75mま で掘 った.こ の後,バ ンダ湖 北西 の ノース ・フ ォークで掘 削第14孔,20mで 基盤 に

達 し,1月19rl75mま で掘 って掘削 を終 了 した.

この ように今 シー ズ ンのDVDP掘 削点 については初 めの計画 が大幅 に変更 され,研 究

n的 にkっ ては期待 した標本 が得 られなか ったが,掘 削その ものはほ とん ど期待通 りの 成

果 をあげ ることがで きた.参 加者は掘削作 業と並行 して,そ れ ぞれの研 究課題に基 ずい た

野外調査 を行 った.

日本隊全体 のヘ リコプ ターの使用状況な どか ら,先 ず西 山孝の二 次鉱物 の採 集に 電点 を

お き,加 藤,倉 沢 の標本 採集 も同時に行い,十 分に その日的 を達 成 した.鳥 居,和 栗は 地

球 化学や微 生物の野外調 査を3週 間にわた り実施 した.神 沼は マ クマー ド基地附近 で正 味

3週 間の地 震の3点 観測,掘 削点 の レオ ン湖 及び パ ンダ培地 でそれぞれ10「1及び20「1の1

点 観測 を実 施 した.

ア メリカ側の理解 もあ って,今 シーズ ンは昨 シー ズンとは比較に な らない程,数 多 くの

野 外調i皓がで きた.こ れは,国 －x'1二極 地研 究所 が発 足 しDVDPに 対 する 日本側の体制 に 一

本 スジが通 ったこ と,ド ライバ レーにお ける11本 人 の今迄の活躍が認識 されて きた こ との

2つ の理 由に より,外 国の 日 勤こ対 する見 ノ∫が違 ってきたこ とに よる.

4.一 交 換 科 学 者

交換科学 者の制度}ま,南 極地域 を科学的 調査その他の平和的 日的 のための利 川 のみに限

定するこ と,科 学的調査につい ての国際協 力を促進 するこ と等 を基本的1刊 勺と し.て制 定 さ

れた南 極条 約に規 定 された制度で ある.

南極地域 におけ る科学的調 個こつ いての国際 協力を促進す る方途の …つ として,同 条 約

の第3条 第1項(b)に 「南極地域におい て探 検隊及 び某地 の間で科学 要 員を交換 す るこ と。」

が規定 され てい る.こ の規 定に基づ き,各 国は 外国 の観測隊(基 地)に 自国の科 学者 を派

遣 している.
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届

先

的

遣

所,
遣

派

名氏

派

目

ω

期 間

大 山佳邦(国 立 極地研究所研究 系助 手)

オース トラ リア基地(マ ックォー リ一路,モ ー ソン,デ ー ビス)

亜南極 帯にあ るマ ック ォー リ一路及び南極 圏に あるモー ソン,デ ー ビ

ス基地 周辺の生物 の生態 観察 と動植物 の採 集

昭 和49年11月6日 ～昭 和50年1月30日

〈2)昭 和 基 地 で の 受 入

氏 名,所 属 　　 Dr.　 Norberto　 Luis　 Bienati　 (Scientific　 Department,　 Antarctic

　 　 　 　 　 　 　 Division,　 Ministry　 of　Defence)

目 的 南 極 海 に お け る ク ロ ロフ ィル の 測 定 等 海 洋 の 生 物 ・化 学 的 研 究

期 間 昭 和48年11月25日 ～ 昭 和49年3月9日

74



、壕

1麟

 

狭
寧

ノ

楽
壇

客̂
・紫
纂

'
.

'
.

,、」X.

墜
落
鱒雛

鷺
簗
婁

驚

・絶
灘
孝
灘
灘
難

゜

F

r

ノ
ド

」』

胤

r

』

幽

P

"

"

'

±1

'.「
'
'捧 、

♂「ノノ

葦灘 畢、.、





V図 書 ・刊行 物

ユ.図 書 室 の概 要

当研究所 図書室の昭和50年3月 現在 の蔵1!9数は10,068Hll-,受 入雑 誌 のタイ トル数 は600

種で ある.特 色 と して,南 極 ・北極 関係 の単行本,雑 誌,レ ポー ト類 が あげ られ る.そ の

中には山 岳 ・極 地研究家の吉沢 一一郎氏 旧所蔵 の吉沢文庫(63冊),松 方三郎 氏 を通 じて こ

寄贈 いただ いた松 尾氏旧所蔵 の松尾文庫(14冊),及 び立 見辰雄 氏旧所蔵 の立 見文庫(当

図書室26冊,昭 和基地25冊)が 含 まれる.そ のほ か南極観 測関連 分野 の超高 層物 理,地 球

物理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理生態,寒 冷生物,医 学,寒 地工学 などの 単行本,雑 誌,レ

*°__ト類が多数 ある.ま た将 来の大学院 学生 受入れに そな え,昭 和50年 度 よ り,数 学,物

理,化 学,地 学,生 物,工 学 などの基本 図書の充実 も目指 してい る.

単行本お よび別刷 は,イ ギ リスの スコ ッ ト極 地研究所 が,極 地関係 図 書館用に再編 成 し

た国際十進分類法(UDC)　 を主に,国 際十 進分類法中間版 を併用 して分類 している.雑

誌につい ては南極 ・北極 関係の ものは最 も使 いやすい場所 にまとめ,そ の他 のものは詩名

の アル フ ァベ ッ ト順 に配 列 してい る.

受入 雑誌 の うち,購 入 の79種 をのぞ く521種 は,国 内及び諸外国 の大 学 ・研究 機関 との

交換 ・寄贈 に よる ものである.

本研 究所 の出版物 と して,図 書室が,南 極資料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 In-

stitute　of　Polar　Research,　 Series　A,　B,　C,　D,　E,　F　(不定期),　JARE　 Data　Reports

(不定期),　Antarctic　 Geological　Map　 Series　(年2回)o)出 版 にあた ってい る.当 図書

室 は これ らの出版物 を,寄 贈 お よび交換誌 と して国内お よび諸外国の大学 ・研究機関 等数

百箇所 に送 ってい る.

現在 の ところ図書室 を利用 で きるのは,当 研究所教職 員,客 員 教官,関 係 委員,共 同研

究員お よび観測 隊員 に限 られ ているが,外 部 の極 地研究者 な ども,図 書室長 の許 可に よ り

利用 する ことがで きる.

図 書室 と して発足 してからまだ歴 史 も浅 く,図 書資料 もまだ十分 とはい えないが,南 極

・北極 探検記録 のバ ックナ ンバーや 古ll陸 は じめ,各 国観測隊 の レポ ー ト,そ の他関連 分

野 の単 行本 ・雑 誌の収集 に努 力 してい きたい.

当図書室 蔵ll‡の うち,単 行本は15%,雑 誌は85%が 寄贈 交換に よる もので ある.寄 贈 し

て下 さった方 々に深 く感謝す る とと もに,今 後 も当図書室 の図 書資料 の充実に変 らぬ ご協

力 をお願い した い.
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Memoirs of National Institute of Polar Research 

 Special Issue, No.  3  : Proceedings of Antarctic Review Meeting, ed. by T. Nagata. 

   March 1974. 

JARE Data Reports 

 No. 21  (Seismology): Seismological Bulletin of Syowa Station, Antarctica 1972. 

   February 1974. 

 No. 22  (Ionosphere)  : Correlation Records of VLF Hiss and Ionospheric Absorp-

   tion of Cosmic Radio Noise at Syowa Station, Antarctica in 1972. March 1974. 

 No. 23  (Ionosphere)  : Records of Radio Aurora at Syowa Station, Antarctica in 

   1972. March 1974. 

Antarctic Geological Map Series 

 Sheet  1: East Ongul Island. March 1974. 

 Sheet  2: West Ongul Island. March 1974. 

    < TF-149> 

mg:7*v-  50-g-  1974 8 )1 
  • 51-g-  fi  12)1 

  • 52-g- 1975 3  )1 

Memoirs of National Institute of Polar Research 
 Special Issue, No.  4: Geochemical and Geophysical Studies of Dry Valleys, 

   Victoria Land in Antarctica, ed. by T.  Torii. February 1975. 
 Series A (Aeronomy), No.  12: Metamorphoses of Aurora, by T. Oguti. March 

   1975. 
 Series B (Meteorology), No.  2: Turbulence Characteristics and Micrometeoro-

   logical Structure of Atmospheric Surface Layer in Stable Stratification in 
   Antarctica, by T. Maki. August 1974. 

JARE Data Reports 
 No. 24  (Ionosphere)  : Riometer Records of 30  MHz Cosmic Noise at Syowa 

   Station, Antarctica in 1973. September 1974. 

 No. 25  (Meteorology)  : Meteorological Data at Mizuho Camp, Antarctica in 1971 
   and 1972. December 1974. 

 No. 26  (Ionosphere)  : Record of Radio Aurora at Syowa Station, Antarctica in
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   1973. January 1975. 

 No. 27  (Glaciology)  : Glaciological Research Program 

   Enderby Land, East Antarctica, Part 2, 1969-1973. 

Antarctic Geological Map Series 

 Sheet  3:  Teifiya. March 1975. 

 Sheet  4: Ongulkalven Island. March 1975. 

4y14.MIJf--= - 1  197511i 8 (1;i1VMA 

      2  10)1 

 3  1,j-  12  VJ 

           4  %;-  1976F-  2  )J

 in Mizuho 

March 1975.

Plateau-West
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ユ.諸 会 議

Wそ の 他

(1)評 議員 会議

研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について,所 長に助言する

浅沼 強

朝比奈英三

大礒 敏雄

大沢 清輝

岡野 澄

加藤陸奥雄
(副議長)

茅 誠司
(議 長)

富山 哲夫

東京大学宇宙航空研究所長

北海道大学低温科学研究所
長

国立栄養研究所長

束京大学東京天文台長

日本学術振興会理事

陣 北大学長

東京大学名誉教授

東京水産大学名誉教授

樋 ロ ー成

福 田 繁

前 田 憲一・

宮地 伝三 郎

山縣 昌夫

和達 清夫

渡辺 武男

東京慈恵会医科大学長

国立科学博物館長

京都産業大学理学部教授

日本モンキーセンター所長

東京大学名誉教授

日本学士院長

秋田大学長

第1回 評 議員会議 昭和48年12月19日

議 題

1.極 地研究所 の運営 について

(1)整 備計 画に つい て

(2)共 同利 用に ついて

(3)大 学院教育 について

(4)国 際協 力に ついて

第2回 評議 員会議 昭和49年5月29日

議 題

1.昭 和50年 度概算要求につい て

2.大 学院教育につい て

3.教 官会議につ いて

(2)運 営 協 議 員 会 議

極 地観測 の実施 その他 の研 究所 の運営に関す る重要事項で所長が必要 と認 めるものに つ

い て,所 長 の諮 問に応 じる.
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(副議 長)
草月上ヒ勇ミー男

粟野 誠一一

安藤 久次

小 口 高

河原 猛夫

木村 盤根

小泉 光恵

佐藤 稔雄

諏訪 兼位

瀬川 貞雄

浜 口 博

東邦大学医学部教授

日本大学理工学部教授

広島大学理学部助教授

東京大学理学部附属地球物
理研究施設教授

日本短波放送㈱技術顧問

京都大学工学部教授

大阪大学産業科学研究所教
授

日本大学理工学部教授

名古屋大学理学部助教授

運輸省航空大学校長

束京大学理学部教授

樋 口 敬二

東 児

森 大吉郎

山本 義一・

吉 田 栄夫

1

廊 山 雅美

楠 宏

松 田 達郎

水村 博 昭'

1大 平 嘉一郎

部 会

総望 三 富空険 一

分 属 表

名古屋大学水圏科学研究所教授

北海道大学工学部教授

東京大学宇宙航空研究所教
授

東北大学名誉教授

広島大学文学部教授

国立極地研究所次長

〃 研究主幹

〃 資料主幹

〃 管理部長

〃 事業部長

永 田 武
長)

朝比奈 一一男
(副議 長)

小 口 高

浜 口 博

粟 野 誠 …

村 山 雅 芙

楠 宏

松 田 達 郎

水 村 博 昭

大 平 嘉一・郎

地 学 部 会

小 口 高

(部会長)

木 村 盤 根

樋 口 敬 二

森 大吉郎

LLI本 義 一・

村 山 雅 美

大 平 嘉一郎

浜 口 博
(部会長)

小 泉 光 恵

諏 訪 兼 位

東 晃

樋 口 敬 二

吉 田 栄 夫

村 山 雅 美

楠 宏

大 平 嘉一郎

生物医学部 会

朝比奈 一 男
(部会長)

安 藤 久 次

浜 口 博

村 山 雅 美

松 田 達 郎

大 平 嘉一・郎

設 営 部 会

粟 野 誠 一・
(部会 長)

河 原 猛 夫

佐 藤 稔 雄

瀬 川 貞 雄

村 山 雅 美

大 平 嘉 一・郎

第1回 運営協議員会議 昭和48年12月19日

議 題

1.極 地観測事業に つい て
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(1)南 極地域観測事業 の将来問題 について

(2)第16次 南極地域観測 隊について

(3)第16次 南極地域 観測 隊の隊長 ・副隊長候補者 について

2.共 同利用 について

第2回 運営協議 員会議 昭和49年2月28日

議 題

1

2

3

4

5

総 合 部 会

議 題

1.教 官人事について

2.第16次 南極地域観測隊 の観測計 画について

第3回 運営協議員会議 昭和49年5月23日

議 題

.⊥

2

Q
U

4

5

ハb

教 官人事について

第16次 南極地域観 測隊 の副 隊長 について

第16次 南極地域観測隊 の編 成及び実施 計画につい て

第17次 南極地域観 測隊 の編 成及び実施計画案に ついて

共 同研 究員 について

昭和49年4月23日

総 合 部 会

議 題

1.第16次 南極地域観 測隊 員候補者 の南極 地域観測統合推進本部 への推薦について

2.外 国共 同観測(DVDP)派 遣候補者の南極地域観測統合推進本部へ の推薦にっ いて

3.交 換科学者 にっいて

第4回 運 営協議 員会議 昭和49年10月31日

議 題

1.第16次 南極地域観測隊の実施計画につ いて

2.第17次 南極地域観測隊 の隊長 ・副隊長につ いて

3.南 極地域観測事業 の将来問題につい て

第5回 運営協議員会議 昭和50年3月7日

議 題

1.教 官 人事 について

2.第17次 南極地 域観測隊 の編 成及び実施 計画につ いて

3.第18次 南極地域観 測隊の編 成について

第16次 南極地 域観 測隊員候 補者の南極地域観測統合推進本 部への推薦に ついて

第16次 南極地 域観測隊員の隊員候補者に ついて

第16次 南極地 域観測隊 の実施計画に ついて

第17次 南極地域観測隊 の観測計 画並び に隊 員の編成につい て

昭和50年 度概算要求案につ いて

共 同研究員につい て

昭和49年7月29日
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4.共 同研 究員 について

(3)専 門委 員会

所長の諮問に応じ,及 び運営協議員会議から求められた極地観測事業の実施に関する専

門事項について,調 査審議を行う.

宙空専門委員会

小口 高
(委 員 長)

木村 盤根

樋口 敬二

森 大吉郎
(副委員長)

山本 義一

青山 巌

有住 直介

大林 辰蔵

大瀬　 rE美

大家 寛

金田 栄祐

鎌田 哲夫

河村 詰{

菊地 勝弘

北村 泰一

小玉　 IE弘

国分 征

斉藤 成文

斉藤 博英

新野 賢爾

東京大学理学部地球物理研
究施設教授

京都大学工学部教授

名古屋大学水圏科学研究所
教授

東京大学宇宙航空研究所教
授

東北大学名誉教授

東海大学工学部教授

気象庁観測部長

東京大学宇宙航空研究所教
授

電波研究所電波部主任研究
宮

東北大学理学部教授i

東京大学理学部地球物理研|
究施設助手

名古屋大学生電研究所助教
授

気象庁地磁気観測所技術部
長

北海道大学理学部助教授

九州大学理学部助教授

(財)理化学研究所宇宙線研
究室副主任研究員

東京大学理学部地球物理研
究施設助教授

東京大学生産技術研究所教
授

気象研究所物理気象研究部
長

電波研究所電波部第1特 別
研究室長

関口 理郎

等松 隆夫

野村 民也

平尾 邦雄

前田 担

松浦 延夫

松尾 弘毅

松原 伸一・

宮崎 茂

丹羽 登

村井 潔三

村松 金也

林 幹治

芳野 超夫

吉田 菊治

村山 雅美

川口 貞男

平沢 威男

大平嘉一郎

羅 帆 囎 欧 飴 技術
東京大学理学部地球物理研
究施設教授

東京大学宇宙航空研究所教
授

東京大学宇宙航空研究所教
授

京都大学理学部教授

電波研究所情報処理部
衛星データ解析研究室長

束京大学宇宙航空研究所助
教授

科学技術庁振興局奨励課長

懸 研究魎 岬 徹1研究
東京大堂宇宙航空研究所教
授

翻 膣繋 刷脳 」1郷
(財)宇 宙開発事 業団追跡 管
制部長

東京大学理学 部地球物ユヨ巨研
究施設助f・

電 気通信大学 教授

気象庁 観測部南極観測 富務

国 立極 地研 究所 ψ(長

〃 助 教授

〃 助 教授

〃 五葉部長
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地学専門委員会

小泉 光恵

諏訪 兼位

浜口 博
(委 員 長)

東 晃

樋口 敬二

吉田 栄夫
(副委員長)

石田 完

石野 誠

大町北一郎

木崎甲子郎

倉沢 一

大阪大学産業科学研究所教
授

名古屋大学理学部助教授

東京大学理学部教授

北海道大学工学部教授

名古屋大学水圏科学研究所
教授

広島大学文学部教授

北海道大学低温科学研究所
教授

東京水産大学教授

地質調査所鉱床部長

琉球大学教養部教授

地質調査所技術部主任研究
官

鈴木 義男

田島 稔

戸谷 洋

奈須 敬二

中島暢一・郎

綿祓 邦彦

村山 雅美

楠 宏

神沼 克伊

大平嘉一郎

北海道大学低温科学研究所
助教授

国土地理院地殻調査部長

束京都立大学理学部教授

海洋水産資源開発センター
調査役

京都大学防災研究所教授

東京大学教養学部教授

国立極地研究所次長

〃 研究主幹

〃 助教授

〃 事業部長

生物 ・医学専門委員会

朝比奈一男
(委 員 長)

安藤 久次
(副委員長)

浜口 博

大久保嘉明

秋山 優

柏谷 博之

狐塚 寛

合田 朗

東邦大学医学部教授

広島大学理学部助教授

東京大学理学部教授

大宮赤十字病院内科

島根大学教育学部教授

国立科学博物館植物研究部

富山大学薬学部教授

北里研究所副所長

根本 敬久

宮下 充正

宮本 忠雄

村山 雅美

松田 達郎

星合 孝男

大平嘉一・郎

東京大学海洋研究所助教授

東京大学教育学部教授

自治医科大学教授

国立極地研究所次長

〃 資料主幹

〃 助教授

〃 事業部長

定常観測専門委員会

大瀬 正美
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総 譜 鷹 庁観測部噸 測事務
堀 定 清

村 山 雅 美

楠 宏
(委 員 長)

川 口 貞男

海上保 安庁水 路部 気象課長

国立極 地研 究所 次長

〃 研 究`ヒ幹

〃 助教授

1星合 翻

平沢 威男

神沼 克伊

1大平嘉一郎

国立極地研究所助教授

〃 助教授

〃 助教授

〃 事業部長

国際共同観測専門委員会

小口 高

大林 辰蔵

関口 理郎

ド鎌 隆夫

芳野 超夫

浜ロ 博

吉田 栄夫

大町北一郎

田島 稔

綿祓 邦彦

東京大学理学部地球物理研
究施設教授

東京大学宇宙航空研究所教
授

懸 庁糊 管隙 結 技術
東京大学理学部地球物理研
究施設教授

電気通信大学教授

東京大学理学部教授

広島大学文学部教授

地質調査所鉱床部」・ミ

国士地理院地殼調杳部長

東京大学教養学部助教授

諏 訪 兼位

倉沢 一・

朝比奈 一男

根本 敬久

宮 下 充 正

中井 信之

村山 雅美

楠 宏

大平嘉一一郎

:名 占屋大学理学部助教授
「響 調醐 繍 部主任職

・東邦大 学医学部教授

1東 京大 学海洋研究所助教 授

東京大 学教育学部助教授

1名 占屋 大学理学 部助教授

1国1!ノ:極地研 究所次長

〃 研 究 主幹

`〃 事 業部長

設営専門委員会

粟野 誠 一
(委 員 長)

河原 猛 夫
(副委員長)

佐藤 稔雄

瀬川 貞雄

奥 山 光雄

後藤 周一

日本大学理工 学部教授,新 藤

日本短波放送㈱技術 顧問 谷口

日本大学理工学部教授1中 西

!

運鮪 鯉 大学熾 挿 部

蹴 織 農管臓 本 「轡

讐 艶 艦 ㈱ヘリコプタ晰 宇

栄一三

「E

保夫

暢 一一

善吉

昌之

運 輸省航空局技 術 部

郵政省 電波監理 局撤1了、調査

課工事 課長

運 輸省航空 局技 術部専閂 官

日本電イ、1電話公社 関東電 気
通信局職 員部∬ξ務 係長

日本大学理工学部 助教授

防術庁技術研究本 部
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村内 明

堀井 毅1

半貫 敏 夫 「

渡辺 清規

渡部 律 雄

近 外志 雄

日本大学理工学部助教授

運輸省航空局技術部運航課
補佐官

日本大学理工学部講師

海⊥保安庁警備技術部
航空監理官

日本電信電話公社関東電気
通信局施設部無線課

防術庁技術研究本部陸三班
長

堀 哲也

荒金 兼三

畔上 武雄

金内 賢

村山 雅美

大平嘉一郎

いすS"自動車㈱川崎工場大
型エンジン設計本部

㈱小松製作所営業本部販売
促進課主査

㈱大原鉄工所

㈱大原鉄工所技術部門

国立極地研究所次長

〃 事業部長

生 物 ・医学専門委員会

国際共 同観測専門委員会 ドライバ レー分科会

宙空喜門委員会人工術星観測分科会

地学専門委員会

設営専門委員会通信分科会

設営専門委員会建築分科会

設営専門委員会機械分科会

宙空専門委員会

設営専門委員会航空分科会

〃

宙空専門委員会ロケット分科会

設営専門委員会航空分科会

設営専門委員会

定常観測専門委員会

地学専門委員会

設営専門委員会

生物 ・医学専門委員会

宙空専門委員会

設営専門委員会航空分科会

定常観測専門委員会

地学専門委員会

生物 ・医学専門委員会

宙空喜門委員会気象分科会

宙空専門委員会超高層分科会

設営専門委員会

宙空喜門委員会人工衛星観測分科会
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昭 和49年1月29日

昭 和49年1月31日

日召不日49イf2月2日

目召不日49イTl　2月5日

昭 和49年2月6日

〃

昭 和49年2月7日

昭 和49年2月23日

昭 和49年3月12日

日石禾日49年三3.月30日

目召下「[49年三4.月10口

昭 和49年4月27日

昭 和49年5月14日

昭 和49年5月27日

昭 示049{君9月5日 ～ 昭 禾049fF9月9日

昭和49年9月17日

目召JllU491LF-9,月20日

昭 和49年10月4日

昭 和49年10月21日

目召禾[149年10月22日

昭 和50年1月16日

昭和50年1月29日

昭和50年2月3日

昭和50年2月5日

昭 和50年2月7日

国 際 共 同 観 測 専 門 委 員 会 ドラ イ バ レー 分 科 会 昭 和50年3月11日

目召不日soai　3,局17日



(4)南 極 地 名委 員会

研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言する.

原 田 美道
(副委員長)

守田康太郎

山口恵一郎

吉川 虎 雄
(委 員 長)

吉 田 新 生

吉田 栄 夫

渡辺 隆三`

大門 隆

日本地図 セ ンター専 務理 事

日本気象協会東京 支部調査

役

日本地図 セ ンター地 図相談

役

東京大学理学部 教授

縷織 贈 理隣地馴 合

広島大学文学部教授

獣 鱗 露離 隔 紅保

菌繍 魏 難纒 ネスコ

高崎 正義

今吉 文吉

江藤 之久

村山 雅美

1楠 宏
1
あ

・ホ公口」 達≡則5

星 合 孝 男

大 平 嘉 一一郎

建設省 国土 地理 院測 図部 長

海 上保安庁 水路部海 図課 長

外務 省国際連合局科 学課 長

国立極 地研究所次 長

〃 研 究主幹

〃 資料1三幹

〃 助 教授

〃'll:業 部長

第3回 南極地名委員会 昭和48年11月8U

(5)編 集 委 員 会

所長 の諮 問に応 じ,極 地観測 の成 果その他 の研究 成果等 の編集に ついて,調 査審議 を行

う.

朝比 奈一・男

小 口 高

兼位

鳥力}垂失也,

吉川 虎雄

永 田 武
(委 員 長)

東邦大学医学部教授

東京大学理学部教授

名1〒屋大学理学部助教授

千葉工業大学教授

東京大学理学部教授

国立極地研究所長

村II.1雅 美

楠 宏
(副委員長)

松 田 達郎

川口 貞男

村越 望

星合 孝男

国立極地研 究所 次長

〃 研究主 幹

〃 資料 ・k幹

〃 助教授

〃 助教授

〃 助教授

第1回 編集委員会 昭和49年5刀22日

第2回 編集委員会 昭和49年10月17口

(6)極 地 観 測 隊 員 健 康 判 定 委 員 会

所長 の諮問に応 じ,極 地 にお いて極地 観測 及び これに附随する業務に従事 する 者及 びそ

の候補者等 の健康に関す る事項 について・調査審議 を行 う.
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国井 乙彦 東京大学医科学研究所助教
授 宮本 忠雄 自治医科大学教授

小谷野柳子 電気 通信大 学保健管理 セ ン
ター助 教授 武藤 晃 七沢障害交通 リハ ビ リテー

シ ョン病院 長

高橋 徹 国立精神衛生研究所主任研
究官 大門 隆 文部省学術国際局ユネスコ

国際部国際学術課長

花 岡和一郎 東京逓信病院循環器科部長 村山 雅美 国立極地研究所次長
(副委員長)

真下 哲明
(委 員 長)

東京大学医科学研究所教授
(附属病院長)1 大平嘉一郎 〃 事業部 長

一

極 地観測隊員健康判定委員会 昭和49年4月15日

〃 昭和49年5月20日

〃 昭和49年11月11日

(7)極 地 観 測 記 録 映 画 作 成 委 員 会

所 長の求 めに応 じ,極 地観測 に関す る記録映 画の作成 について助 言 を行 う.

阿部 慎一・

朝比奈菊雄

大峰 晴

柴田 鉄治

田中 正

半沢朔一郎

芳野 赴夫

映像文化製作者連盟理事

東京薬科大学教授

大峰事務所

朝日新聞社福島支局長

毎日映画社技術部長

日本科学映画協会常務理事

電気通信大学教授

大門 隆

村山 雅美
(委 員 長)

松田 達郎

村越 望

星合 孝男

大平嘉一郎

文部 省学術 国際 局ユネ スコ
国際部 国際 学術 課長

国立極 地研究所 次長

〃 資料 主幹

〃 助教授

〃 助教授

〃 事業部 長

極地観測記録映 画作 成委員会 昭和49年7月18日

2.職 員 の 受 賞

賞 名 文 化 勲 章

分 野 地球物理 学

受 章 者 永 田 武

受章 年月 日 昭和49年11.月3日

永 田武所 長は,地 球 磁気学 と くに古地磁気学 の創 設者 と して世界的に有名であ り,火 山

岩 を用 いて地磁気の精密 な実験測 定 を行い,熱 残 留磁気 の重畳 性の法則 の発 見や,地 磁気

の永年 変化 を明 らかに した.
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3.職 員 の海 外 出張

所 長 永 田 武

48.10.26～11.20ア メ リカ 合衆 国

月科 学 に 関 す る研 究(ピ ッ ツバ ー グ 大 学)

次 長 村 山 雅 美

48.11.25～49.4.20

第15次 南 極 地 域 観 測 隊 夏 隣(南 極 本 部)

助 教授 村 越 望

助 手 寺 井 啓

48.11.25～50.3.19

第15次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬隊(南 極 本 部)

教 授 楠 宏

49.1.9～1.27オ ー ス トラ リア ・二r－ ジ ー ラ ン ド

国 際 気象 及 び 海 洋 学 会 議 ほ か(研 究 所)

助 教 授 川 口 貞 男

49.1.11～1.27オ ー ス トラ リア

国 際 気 象 及 び海 洋 学 会 議(研 究 所)

所 長 永 田 武

49.3.4～3.27ア メ リカ合 衆 国

第5同 月 科 学 会 議(文 部 省 ・国 際 研 究 集 会)

助 教 授 星 合 孝 男

49.5.5～5.13カ ナ ダ

極 地 海 洋 会 議(文 部 省 ・国1際研 究 集 会)

教 授 楠 宏

49.5.28～6.6ア メ リカ合 衆 国

ドライ バ レー掘 削 計 画 セ ミナ ー(日 本 学 術 振 興 会)

所 長 永 田 武

49.5.28～6.30ア メ リカ合 衆 国,ブ ラ ジル,ア ル ゼ ンチ ン

ドライ バ レー掘 削 計 画 セ ミナ ー

国 際太 陽 地 球 間 物 理 学 シ ン ポ ジ ウム ほ か(文 部 省 ・国 際 研 究 集 会)

所 長 永 田 武

49.8.11～8.19ソ ヴ ィエ ト連 邦

国際 地 球 電 磁 気 学 ・超 高 層物 理 学 会執 行 委員 会(日 本 地 球 電 気 磁 気 学 会)

教 授 松 田 達 郎

49.8.24～9.9ア メ リカ合 衆 国

第3回 南 極 研 究 科学 委 員 会 南 極 生 物 シ ン ポ ジウ ム(文 部 省 ・国 際 研 究 集 会)
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所 長 永 田 武

49.8.29～9.23ア メ リカ合衆 国

南 極 研 究 科 学 委 員 会 総 会 ほ か

教 授 村 山 雅 美

49.9.1～9.9ア メ リカ合衆 国

第13回 南 極 研 究 科 学 委員 会 設 営 作 業 委 員 会

教 授 楠 宏

49.9.13～10.20連 合 王 国,ノ ー ル ウ ェ ー

雪 氷 学 に お け る遠 隔 測定 シ ンポ ジ ウ ム ほ か

文 部 事 務 官 大 田黒 正 道

49.11.25～50.4.20

第16次 南 極 地 域 観 測 隊 夏 隊

助 教 授 星 合 孝 男

文 部 事 務 官 嶋 田 康 夫

49.11.25～51.3.21

第16次 南 極 地 域 観 測 隊越 冬 隊

助 手 大 山 佳 邦

49.11.6～50.1.30オ ー ス トラ リア南 極 基 地

(日本 学術会議)

(研究所)

(文部省 ・国際研究集会)

(南極本部)

(南極本部)

オ ー ス トラ リア南 極 基 地 及 び そ の 周 辺 に おけ る動 植 物 の 採 集 ・調 査

(南 極 本 部)

助 教 授 神 沼 克 伊

49.12.9～50.2.19南 極 ビク トリア ラ ン ド ・ ドライ バ レー地 域

ドライ バ レー地 域 に お け る観 測 調 査

所 長 永 田 武

50.2.20～3.2ノ ー ル ウ ェー ・フ ラ ン ス

第8回 南 極 条 約 協 議 会 議 第2回 準 備 会 議 ほか

事 業 部 長 大 平 嘉一 郎

50.2.20～3.2ノ ー ル ウ ェー ・フ ラ ンス

第8回 南 極 条 約 協 議 会 議 第2回 準 備 会 議 ほか

管 理 部 長 水 村 博 昭

50.3.10～3.16ア メ リカ合 衆 国

ア ラ ス カ大 学極 地研 究所 視 察

所 長 永 田 武

50.3.16～4.15ア メ リカ合 衆 国

第6同 月 科 学 会 議 出席 ほか

(注)

1.

(南極本部)

(南極 本部)

(研究所)

(研究所)

(研究所)

南極地域観測隊隊員 として南極地域 へ派遣され ることを前提 と して当研究所に採用

され た特殊職員 の南 極地域 への派 遣は・ ここには記 さなか った.こ れ らの者は,]V極
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地 観測事業 の1に 記 されている.

2.各 項 末尾 に,当 該出張に係 る主た る費用負担者 を()で 記 した.

3.併 任教官 については記 さなか った.

4.職 員

所 長

次 長(企 画調 整官,教 授)

研究主幹(教 授,併)

資料 主幹(教 授,併)

(超高層物理学)

教 授(併)

助 教 授

助 「1'Z

〃

(気象水銀学)

教 授

助教授

助 手

(固態地球 科学)

助教授(併)

〃

(生 物 学)

教 授

助教授

助 手

(寒 地 工 学)

教 授(併)

助教授(併)

〃

助 手

超高層物理学

極光物理学

〃

電離層物理学

地球 化 学

固態地球物理学

動物生態学

海洋生態学

低温生理学

機械 工 学

低温 工 学

極地設営工学

〃

図JI・:室長(教 授,併)

(事 務 系)

管 理 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

事 業 部 長

享 業 課 長

理博

理博

理博

永

村

楠

松

田

山

田

武

雅 美

宏

達 郎

理博 小 口 高

理博 平 沢 威 男

魚占 川|月 券

滝 沢 美代子

宏

男

彦

貞

文

目

尾

柄

川

西

博理学

学

学

氷

袋

氷

雪

気

雪

理博 中 井 信 之

理博 神 沼 克 伊

理博 松 田 達 郎

理博 星 合 孝 男

理博 大 山 佳 邦

工博

理博

平 尾 収

上 村 晃

村 越 望

SJ:'拝 啓

松 田 達 郎

昭

晃

男

郎

臣

一

博

利

澄

嘉

重

村

折

川

平

藤

水

伊

札

入

斉
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観測協力室長(取)大 平 嘉一郎

(注)昭 和49年 度末 における助手 以上 の教官 及び課長以上 の事務官 を掲 載 した.

5.庁

在

地

物

所

敷

建

東京都板橋区加 賀1丁 目9番10号

5,947m2

本 館

資料館

倉 庫

書 庫

隊員空

管理棟1

管理棟皿

煉 瓦 造 一 部 鉄 筋 コ ンク リー ト造 二 階 建(延)880m2

煉 瓦 造一 部 鉄 筋 コ ンク リー ト造 二 階 建(延)1,118m2

煉瓦造平屋建

鉄 筋 コンク リー ト造平 屋建

鉄 筋 コンク リー ト造平 屋建

鉄 骨 プ レハ ブ造二 階建

鉄 骨 プ レハブ造二 階建

その他付属建物

計

(延)188m2

(延)63m2

(延)175m2

(延)128m2

(延)241m2

(延)103m2

2,896m2

(昭和50年3月31日 現在)

6.経 費

昭和49年度予算額

特 別 会 計

(項)研 究 所

(項)国 立 学 校

(項)施 設整備 費

一 般 会 計

人 件 費

事 業 費

各所修繕等

施設施工庁費等

(項)南 極地域観測事業費(国 立極地研究所分予算額)

631,702,000円

326,593,000

165,616,000

137,042,000

23,355,000

580,000

305,109,000

305,109,000

7.所 務 日 誌

昭 和48年9月29日

11月25日

12月19日

〃

49年2月21日

26日

28日

国立極地研究所設立

第15次 南極地 域観測隊(以 下 「観測隊」 とい う。)出 発

第1回 評議員 会議

第1回 運営協議員会議

北 イ リノイ大学教授L・D・ マクギニス博士来所

R・ ダブ,二=一 ジー ラン ドカ ンタベ リー博物館南極博物館長来所

第2回 運営協議員会議
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3月20日

4月20日

23日

5月23日

29EI

7月3日

29日

9月26口

10月30日

11.月3["i

25口

50年3刀7【]

19「1

第14次 越冬隊帰国

第15次 夏隊帰国

運 営協 議員 会議総合部 会

第3回 運営協議員会議

第2回 評議 員会議

第1回nケ ットシ ンポ ジウム開 催

運営協 議員会議総合部会

米 国国立科 学財団(NSF)T・0・ ジr・一 ンズ博士来所

前国際学術連合会議(ICSU)会 長J・ クーnン,パ リ大学教授 来所

永 田所 長文 化勲章受章

第16次 観測隊 出発

第5回 運営協議貝会議

第15次 越 冬隊帰 国

附 録

○ 国立学校設 置法(昭 和24年 法律第150号)抄

第3章 の3国 立大 学共 同利 用機関

(国立大学共 同利 用機 関)

第9条 の2国 立大 学におけ る学術研究 の発 展に資す るた めの国立大学 の共 同利 用の機 関

と して,そ れぞれその 日的た る研究等 を行 い,か つ,国 立大学の教員 その他の者で 当該

機関 の日的 たる研究 と同一・の研 究に従事す るものに利用 させるため,次 の表に掲 げ る と

お り,研 究所等 を置 く.

国立 大学 共同利用機 関の 名称 位 置 日 的

国立極地研究所 東 京 都 極地に関する科学の総合研究
及び極地観測

2前 項 の表に掲 げる機関は,国 立 大学その他の大学 の要 請に応 じ,当 該大学の大学院 に

おけ る教育 に協力す ることがで きる.

○ 国立極地研 究所織紐織運営規則

(昭和48乍9月29日 文部省令第23号)

改正 昭和49乍 文部 省令第9号

国立学校設 置法(昭 和24年 法律 第150号)第10条 及び第13条 の規 定に基 づ き,国 立 極地

研究所組織運 営規 則を次の よ うに定め る.

国立極地 研究所 組織運営規 則

(職員 の種類)

第1条 国立極地研究所(以 下 「研 究所 」 とい う。)に,次 の職員 を置 く.

一 所 長
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二 教 授

三 助 教授

四 助 手

五 事務職員

六 技術職員

2所 長は,所 務 を掌理 す る.

3教 授 は,研 究に従事 し,及 び 国立大学その他 の大学 の大学院 における教育に協力す る

ための学生の研 究指導(第6条 第4項 において 「研究指導」 とい う。)を 行 う.

4助 教授は,教 授の職務 を助 け る.

5助 手は,教 授及び助教授 の職 務 を助 ける.

6事 務職員 は,庶 務,会 計等 の事務に従事 す る.

7技 術職 員は,技 術に関す る職務 に従事 す る.

(企画調整官)

第2条 研究所に,企 画調整官1人 を置 き,教 授 をもって充 てる.

2企 画調整官は,所 長の命 を受 け,研 究所 の事業計画そ の他 の管理運営 に関す る重要 事

項 につい て総括整理す る.

(内部組 織)

第3条 研 究所 に,次 の2部 及び2系 並 びに図書室 を置 く.

一 管理 部

二 事 業部

三 研究系

四 資料系

2前 項 に掲 げる もののほか,研 究所 に,観 測施設 を置 く.

(管理部)

第4条 管理 部においては,庶 務,会 計及 び施設 等に関す る事 務 を処理す る.

2管 理部に,そ の所 掌事務 を分掌 させるため,文 部 大臣が別 に定め るところによ り,課

を置 く.

3管 理部 及び課に,そ れ ぞれ部長 及び課 長を置 き,事 務職員 をもって充 てる.

4部 長は,上 司の命 を受 け,部 の事務 を掌理 する.

5課 長は,上 司の命 を受 け,課 の事務 を処理 する.

(事業部)

第5条 事 業部におい ては,極 地 におけ る観測その他の科学的研究調査(以 下 「極地観測」

とい う。)に 係 る事業計画案 の作成,極 地観測隊 の 編成の準 備 その他極地観測に 関する

協 力 を行 う.

2事 業部 に,そ の所 掌事 務を分掌 させ るた め,文 部大 臣が別 に定 める ところによ り,課

及 び室を置 く.

3事 業部,課 及び室に,そ れ ぞれ部長,課 長 及び室長 を置 き,事 務職員 又は技術職員 を

もって充 てる.
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4部 長は,上 司 の命 を受け,部 の事務 を掌理 す る.

5課 長及び室長は,上 司の命 を受げ,そ れぞれ課 又は室の事務 を処理 する.

(研究系)

第6条 研 究系に,次 の5研 究部門 を置 く.

一 地球物理学研 究部門

二 超高 層物理 学研 究部 門

三 雪氷学研究部門

四 生理生態学研究部門

五 寒地工学研 究部 門

2前 項に掲 げる研究部門 の うち,超 高層物理学研究部門及び寒地工学研 究部門 の教授 及

び助教授は,国 立大学 その他 の関係のあ る機関の職員 をもって充 てる.

3研 究系に,研 究主幹 を置 き,教 授 をもって充 てる.

4研 究主幹は,上 司の命 を受 け,研 究系におけ る研究及び研究指導に関 し,総 括 し,及

び調整す る.

(資料系)

第7条 資料 系に,次 の3資 料部 門を置 く.

一 生物系資料 部門

二 非 生物 系資料部門

三 デー タ解析 資料 部門

2資 料系に,資 料主幹 を置 き,教 授 をもって充てる.

3資 料 主幹は,上 司の命 を受け,資 料系にお ける事務 の処理に関 し,総 括 し,及 び調整

する.

(図書室)

第7条 の2図 書室に室長 を置 き,教 授又は助教授 をもって充 てる.

2室 長は,上 司の命 を受 け,図 書室の事務 を掌理す る.

(観測施設)

第8条 観測施設は,極 地観測の ための施設 とする.

2観 測 施設 の名称及 び位 置は,次 の表に掲げ るとお りとす る.

名 称 位 置

昭 和 基 地 南 極 大 陸 クイ ー ン ・モ ー ド ・ラ ン ド宗 谷 海 岸 東 オ ン グ ル 島

L
3観 測施設に,長 を置き,教 授又は助教授 を もって充てる.

4前 項 の長は,観 測施設 の事務 を掌理 する.

(評議員)

第9条 研究所 に,評 議員15人 以 内を置 く.

2評 議員は,研 究所 の事業計画 その他 の管理運営に 関する重要事項 について,所 長 に助

言 する.
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3評 議員は,国 立大学 の学 長その他 の学識経 験の ある者の うちから,文 部大臣 が任命 す

る.

4評 議員 は,非 常 勤 とする.

5評 議員の任期その他 評議員に関 し必要 な事項は,別 に文部大 臣が定 める.

(運営協議員)

第10条 研究所 に,運 営一協議員21人 以内 を置 く.

2運 営協議員 は,極 地 観測 の実施 その他の研究所 の運営 に関する重要事項 で所 長が必要

と認 め るものについて,所 長の諮問に応 じる.

3運 営協議員は,研 究所の職員及び研究所 の目的た る研究 と同一の研 究に従 事す る国立

大学の教員 その他 の者 の うちか ら,文 部大 臣が任命 す る.

4運 営協議員は,非 常 勤 とする.

5運 営協議員 の任期その他 運営 協議 員に関 し必要 な事項は,別 に文部大 臣が定 める.

(客員教授 等)

第11条 所長は,文 部大 臣の承認 を受け て,国 家 公務員 法(昭 和22年 法律第120号)第2

条 第7項 に規定す る勤務の契約に よ り,外 国人 を研 究に従 事 させ ることがで きる.

2所 長は,前 項 の規定 によ り研 究に従事 す る外国人で適 当と認め られ る者 に対 しては,

客員教授 を称 せ しめるこ とがで きる.

3前2項 の規 定の実施 に関 し必 要な事項につい ては,別 に文部大 臣が定 める.

附 則

この省令は,公 布の 日か ら施行 する.

附 則(昭 和49年4月11日 文部省令弟9号)

この省 令は,公 布 の日か ら施行 する.
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